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はじめに――著作集１１の公開に際して  
 
 
 ここに公開する著作集１１『研究余録――富本一枝の人間像』は、次のふたつの伝記によ

って構成される予定です。 
 
第一編 富本一枝という生き方――性的少数者としての悲痛を宿す 
第二編 富本一枝にとっての小林信、そしてその後の桑野信子について 

 
 これまで私は、主として日英デザインの歴史を、個人のデザイナーとしては、とりわけウ

ィリアム・モリスと富本憲吉を研究の対象としてきましたが、富本の研究を進めるにつれて、

富本の妻である富本一枝（旧姓尾竹）という女性の生き方について興味を抱くようになりま

した。果たして富本一枝とはどのような女性だったのでしょうか。 
確かに富本憲吉自身は、外的環境に左右されることのない、固有の内的な個性と天分を秘

めていたでしょう。しかしながら、もし一枝に出会わなければ、あのような富本憲吉の生涯

は存在しなかったかもしれません。一枝を知るということは、富本憲吉という特異な芸術家

の存在様式にかかわっての、よりよい理解の手助けになる一方で、女性の生き方を規定する

その時代固有の諸力について学ぶ、よい機会ともなります。 
この研究は、富本憲吉研究の副産物といえるものです。また、私自身、女性史や家族史を

専門とする研究者でもありません。この著作集１１の表題の一部に「余録」の二文字を使っ

た理由もそこにあります。 
第一編は、富本一枝という生き方を性的少数者としての文脈から記述します。このテーマ

は、とてもデリケートな問題を含みます。それだけに慎重な筆運びが必要になります。目的

にあった内容になっているか、読者のみなさまのご批評を仰ぎたいと思います。 
続く第二編においては、奈良女子高等師範学校の生徒であった小林信というひとりの女

性が、どのようにして富本一枝と親交を結ぶようになり、その後上京して、結婚により桑野

信子に改姓し、文筆家、教師、そして歌人してどう生きたのか、その生涯のあらましを、桑

野啓さんとの分担執筆により素描します。 
第一編の「富本一枝という生き方――性的少数者としての悲痛を宿す」につきましては、

すでに公開しています。楽しく読んでいただければ幸いです。第二編の「富本一枝にとって

の小林信、そしてその後の桑野信子について」は、現在執筆中です。ふたりの原稿が整い次

第、公開したいと思います。 
 
 

二〇二三年四月一一日 
陽春を迎えた阿蘇南郷谷の小さきわが庵にて 

中山修一 
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著者について 
 
 
中山修一（なかやま・しゅういち） 

1948 年 12 月、熊本市に生まれる。熊本県立熊本高等学校時代は、新聞部にて部活を楽し

む。東京教育大学農学部林学科に入学、木材工学を専攻する。学生運動の影響でほとんど授

業は行なわれず、ヨット部に所属し館山と葉山で年間一〇〇日以上の合宿生活を送る。卒業

に引き続き、東京教育大学大学院教育学研究科修士課程において美術学（工芸・工業デザイ

ン）を専修する。その後、東京教育大学は移転し筑波大学となる。 
1974 年 4 月に神戸大学教育学部の助手に採用される。それ以降、講師、助教授、教授へ

昇格。主としてプロダクト・デザインの実技とデザイン史の講義を担当する。組織としての

教育学部は、職を得てしばらくしたのち発達科学部に改組され、さらに現在は、国際文化学

部との合併により、国際人間科学部へと改称。 
在職中、学内にあっては、神戸大学附属図書館副館長を務め、学外にあっては、大阪教育

大学教育学部、長崎大学教育学部、国立高岡短期大学（現在の富山大学芸術文化学部）、お

よび静岡文化芸術大学デザイン学部等で、非常勤講師として「デザイン史」の集中講義に長

年従事する。また、海外においては、1995 年に、ロンドンのウィリアム・モリス協会が本

部を置く〈ケルムスコット・ハウス〉にて招待講演を行ない、さらに 2010 年には、上海の

華東理工大学美術・デザイン・メディア学部に招かれて二日間の連続講演を行なう。 
他方、1987-88 年にブリティッシュ・カウンシル（British Council）のフェローとして、

続いて 1995-96 年に文部省（現在の文部科学省）の長期在外研究員として渡英し、主とし

て王立美術大学（Royal College of Art）とヴィクトリア・アンド・アルバート博物館（Victoria 
and Albert Museum）を利用して英国デザインの歴史研究に当たる。 

1987 年から 2013 年まで英国のデザイン史学会（Design History Society）の会員。2003-
14 年、ブライトン大学客員教授（Visiting Professor at the University of Brighton）。また、

2008 年に学術雑誌 The Journal of Modern Craft (Berg Publishers, Oxford) が創刊された

おりには、国際諮問委員会（International Advisory Board）の委員を務める。 
2013 年 3 月に定年により神戸大学を退職し、それ以降、阿蘇山中の庵に蟄居し、執筆活

動に専念する。専門はデザイン史学。 
現在、神戸大学名誉教授、博士（学術）。英国にあっては、王立芸術協会（Royal Society 

of Arts）の終身会員（Life Fellow）、およびウィリアム・モリス協会（William Morris Society）
の終身会員（Life Member）。 
訳書（共訳を含む）に、ノエル・キャリントン『英国のインダストリアル・デザイン』（晶

文社、1983 年）、ハワード・ヒバード『ミケランジェロ』（法政大学出版局、1986 年）、ス

テュアート・マクドナルド『美術教育の歴史と哲学』（玉川大学出版部、1990 年）、アヴリ

ル・ブレイク編『デザイン論――ミッシャ・ブラックの世界』（法政大学出版局、1992 年）、

ジャン・マーシュ『ウィリアム・モリスの妻と娘』（晶文社、1993 年）、およびポール・グ

リーンハルジュ編『デザインのモダニズム』（鹿島出版会、1997 年）。 
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第一章 「同性の愛」の発見 
――果たして異性間の如き愛の成立し得るものなりや否や 

 
 
 一九一一（明治四四）年八月一一日の『婦女新聞』に掲載された一頁の社説は、「同性の

愛」という表題をつけて、女性間の「不可思議な」セクシュアリティーについて論じてい

る。以下は、その書き出しの部分である。『婦女新聞』は週刊新聞であり、女学生などがそ

の主な読者となっていた。 
 

『女同士の情死』と題して、二人の女工が手を携へて投身したりし新聞紙に報せられ

たる事あり。最近に一博士の令嬢と、一官吏の令嬢とが共に高等女學校卒業の敎育あ

る身にして、同じやうなる最期を遂げたるあり。新聞紙は之を同性の愛、世俗に所謂

オメの關係なりとして審しまざる樣子なるが、同性間に、果たして異性間の如き愛の

成立し得るものなりや否や。容易に信じ難けれども、若し眞に成立し得るものとせば、

娘持つ母及び女子敎育家は、最愛なる子女の監督法に就て新なる警戒を加へざるべか

らず。かゝる問題は人生の機微に關し、紳士淑女の輕々しく口にすべき事にあらざれ

ども、又それだけに重大な問題なるを以て、眞面目に研究する必要あり５。 
 
 この社説では、女工の例と令嬢の例を、ともに「オメ」の関係とみなしながらも、前者

については、女性相互の「熱烈な精神的友情」に基づく関係とし、後者については、男性

的な女と女性間の「肉的堕落」との烙印を押す。社説は、二種類の「同性の愛」の内的違

いを、このような文言を使って解説する。 
 

後者の所謂オメなるものは、實に不可思議の現象にして、今日の生理學心理學にては

殆んど説明しがたし。然り、説明はせられざれども、事實の存在は否定すべきにあら

ず。恐らくは是れ病的現象ならん。……前者に於ては、關係ある二人の境遇年齢性格

等が相似たるを要するに反し、後者は、一人が必ず男性的性格境遇の女子にして、他

を支配するを要す。前者は熱烈なる精神的友情に因て成立するに反し、後者は不可思

議な肉の接觸を俟ちて成立するが如し。前者は死を共にするまで互い同情すれども、

後者は、元來が肉的堕落なれば、さまでに双方の精神が一致せず。即ち一方的男性的

の女は、常に巧なる一種の手段を弄して他を操縦するなり。されど、いかにしても不

可思議なるは、操縦せらるゝ女が、全然對手の術中に陥りて、眞の戀愛状態に陥るこ

と、異性に對すると殆んど差違なき事なり６。 
 
 そしてこの社説は、結論として、次の点を指摘する。「後者のオメなるものは、前者の病

的友愛なると同じく、病的肉慾とでも稱すべきものにして、生理學者も未だ鍬を入れざる

未開墾地なれば、吾等はこゝに論斷を下す事能はざれども、不可思議なる事實の存在だけ

は如何にしても否むべからず。されば、娘持つ親達は、最愛の娘を他に托するに當りて、

單に同性なるの故のみを以て安心すべきにあらざるなり」７。 
 同新聞の同日付けの四頁には、「同性愛の研究」と題された特集が組まれ、「某醫師」「某
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宗敎女學校卒業生」「某高等女學校校長」「某夫人」「某心理學者」「洋行歸りの某氏」およ

び「某軍人」からの聞き取りの結果が公開されている。そのなかには、異性間の愛とまっ

たく変わらない同性間の愛の事例や、男女の夫婦とまったく変わらない女夫婦の事例や、

しつけのために預かっていた娘のもとへ夜な夜な訪ねてくる女の事例などが、赤裸々に、

そして詳細に報告されていた。この「同性愛の研究」は、社説にいう「説明はせられざれ

ども、事實の存在は否定すべきにあらず」を、具体的内容を挙げて、例証するものであっ

た。 
このときの『婦女新聞』の社説および特集の立ち位置は、見てきたとおり、良妻賢母主

義や家父長制主義が異性愛によって成り立っている以上、同性愛はそれを否定しかねない

反体制的行為であるがゆえに、即刻追撃しなければならないといったような政治的に過激

なものではない。同性の愛という行為は、いまだ学説にない、知識を超えた実に「不可思

議な」現象であるがゆえに「病的な」ものとして執筆者には映っており、その感染を避け

るという観点から、年ごろの娘をもつ親や子女教育に携わる人たちに対して警鐘を鳴らす

といった啓蒙的な論調が、ここにおいて展開されていた。このようにして、この時期、女

性間の「不可思議な」セクシュアリティーが、「かゝる問題は人生の機微に關し、紳士淑女

の輕々しく口にすべき事にあらざれども」、新聞というひとつのメディアをとおして、新た

に社会的に「発見」されたのであった。 
 続く翌週（八月一八日）の『婦女新聞』は、島中雄三８の「同性の戀と其實例」を掲載

した。そのなかで島中は、男子間の同性の恋（男色）も女子間の同性の恋も、結局のとこ

ろ、その原因も、その実態も、その結果も、類似していることを指摘する。そのうえで、

なぜそのような現象が起きるのか、次のように分析する。 
 

近來男色が稍々衰へたのは、東洋的武士道的の克己道徳、禁欲道徳が廃れて男子の性

欲が自然的方法によつて満足される機會が多くなつた結果である、それと反對に、女

子の間に両性の戀が盛になつたのは、男子の誘惑が多くなり、社會の道徳的制裁が弛

み、印刷物其他によつて隠れたる社會の暗黒面が暴露され、其結果一般に淫靡なる空

氣が深窓の中にも通ふと同時に、官能的刺戟が著しく強くなつて性欲の發作年齢が以

前よりは早くなつて居るに拘らず、結婚難てふ社會的現象と極端なる男女隔離主義と

に依つて、精神的にも肉體的にも適當に性欲を満足するの機會に遠つた結果と見るべ

きものが大部分である９。 
 
このように島中は、女性間の同性の恋は、以前に比べて性に目覚める年齢が早まるも、

その性的欲求を満たす機会が彼女たちにとって遠のいていることに、おおかた起因してい

ると説く。そして後段では、新橋の芸妓の中村時子の例を引き、「兎に角彼女は女を惹き着

ける強い魔力を有つて居た……何の女も何の女も痩せて衰へて蒼くなつて其れでも思ひ切

れないで泣いたのである、無論時子は常に男装して居つた……然れども彼女は到底男では

ない……但だ其の方法は絶對の秘密で、彼女及び彼女と關係した女以外は何人も知らない、

又何人にも話さないのである」１０と、男性的な女の事例を紹介する。 
 ここで言及されている時子は、性別表現のひとつの指標となる衣装に関して、「常に男装

して居つた」ことからから判断すると、体の性と異なり、心の性については「男」である
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ことを自認していた可能性がある。また、「何人にも話さないのである」という表現から推

測すると、時子がカミング・アウトを拒否していた可能性も否定できない。島中は最後に、

この評論文をこう結ぶ。「敎育家、心理學者、生理學者などの大に研究して然るべき問題で

ある、臭い物に蓋をするのは差支えないとしても、臭きを恐れて何時までも遁げて居つて

は敎育の實は擧るまいと思ふ」１１。 
 こうした『婦女新聞』の報道を受けるようなかたちで、『新公論』の九月号は「性慾論」

と題して幾編かの論考を掲載した。そのなかには、内田魯庵の「性慾研究の必要を論ず」、

桑谷定逸の「戰慄す可き女性間の顚倒性慾」が含まれていた。前者の論説は、イギリス、

フランス、ドイツ、アメリカなどの欧米諸国においてこの分野の研究がどのような状況に

あるのかを、当該国で刊行された雑誌や書籍を紹介しながら、論じるものであった。一方、

後者の論説では、多様な視点からこの「顚倒性慾」が論じられているため、一言で総括する

ことはできないが、一般に「顚倒性慾」は、学校（女学生）、工場（女工）、病院（看護婦）、

遊郭（遊女）などの女が集う場所では広く見受けられるものであることを指摘し、男装（異

性装）については、このように書く。「顚倒的な女には、出來ることなら男装し男職したい

といふ強い傾向がある。此の場合の男装は便利の爲めでもなく、又た他の女に印象を與へる

爲めでもなく、唯だ何となく夫れが自分の身體に適するやうに思ふからである」１２。ここ

で表現されている「自分の身體に適するやうに思ふ」は、文脈的には「自分の気持ちに適

するやうに思ふ」と読み替える方がふさわしく、そうであれば、今日にいうところの、性

自認（ジェンダー・アイデンティティー）に関する事柄が、すでにこの時期にあって、暗

に言及されていたことになる。そしてこの論説は、このようにもいう。「顚倒性慾の豫防法

に付ては、今日未だ確説はない。否、先天的に其ういふ素質を有つて居る者に對しては、

人間の力では殆んど何うすることも出來ないのである」１３。 
 同じく九月、『新婦人』（第 1 年第 6号、9 月之巻）も、『新公論』同様に、「同性の愛」

に関する論説文を掲載した。それは、婦女通信社長である松本順造の執筆による、「恐るべ

き同性の愛――親不知の激浪に相擁して情死せし二令嬢」で、副題からわかるように、内

容は、八月一一日の『婦女新聞』の社説でも言及されていた、七月二七日に新潟県の糸魚

川町の海岸に漂着したふたりの令嬢の情死事件についてであった。ふたりが相並ぶ写真と

ともに、実名入りでその事件が詳報されている。続く一一月には、大阪高等醫學校敎諭の

田中祐吉の「女性間に於ける同性の愛」が、続報として掲載された。おおかたの論旨は、

次のようになる。「女性間に於ける同性の愛は、男色と同樣であつて、其の動機は種々あり

ますが、吾人醫學者の方から論じますると、性慾の倒錯に基因する者も尠くない……然し

同性の愛に陥るものゝ全體が悉く此の性慾倒錯に出づるものでなく、男子と相接する機會

なき爲め性慾満足の必要上より若くは新奇なる快感を貪ぼらんが爲の劣情に出づることも

多い……此頃吾邦でも、女學生間に同性の愛の流行するに就ては敎育家が之を撲滅するに

内々に苦心してゐるといふ噂を聞たが、併し之を豫防撲滅する方法手段の頗る困難なるこ

とは今更言うまでもない……醫學上倫理上より其の背天非倫の行為であることを説明する

にしても、青春妙齢の女學生に向て明らかに説き示すことは中々至難の業である……要す

るに同性の愛を豫防撲滅する方法は女性其者の品性徳操の涵養に待つより他はあるまいと

思ふ」１４。 
 以上に述べたように、一九一一（明治四四）年は、ふたりの令嬢の情死をきっかけとし



著作集１１『研究余録――富本一枝の人間像』 
第一編 富本一枝という生き方――性的少数者としての悲痛を宿す 
第一章 「同性の愛」の発見――果たして異性間の如き愛の成立し得るものなりや否や 

10 
 

て、「同性の愛」にかかわる関心が社会的に高まった年であった。くしくもこの年の九月、

『青鞜』が平塚らいてうの手によって創刊され、それに吸い寄せられるようにして、年が

明けると、一枝自身も青鞜社の社員となるのである。 
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第三章 結婚する前 
――美しい女の人をみることが非常に心持のよいこと 

 
 
尾竹一枝が、自分の性に違和感を覚えるようになったのは、いつころからであろうか。

正確な年齢まではわからないが、性的指向に関しては、次のような本人の告白が残されて

いる。 
 

私にはちいさな時分から美しい女の人をみることが非常に心持のよいことで、また、

大變に好きだつたのです。それで私の今迄の愛の對照
ママ

になつてゐた人のすべては悉く

美しい女ばかりでした。私の愛する人、私の戀しいと思ふ人、そしてまた、私を愛し

てくれる人、戀してくれる人の皆もやつぱり女の人ばかりでした。 
ですから美しい綺麗な女の人と言へば私に有つてゐそうのないほど非常な注意と異

常な見守り方をもつて來てゐました４３。 
 
これは、一枝が二一歳のときの結婚前の言説であるが、小さいときから自分の性的指向

が美しい女性に向かっていたことを、何ひとつ隠すことなく、率直に語っている。 
 一連の出来事に対して責任をとるかたちで一枝が青鞜社を退社してのち、約一年の月日

が流れていた。そして、『青鞜』に「女性間の同性戀愛――エリス――」が掲載されたちょ

うど一箇月前の一九一四（大正三）年の三月に、絵画作品の売却金を元手に一枝は、『青鞜』

の向こうを張って『番紅花
さ ふ ら ん

』を立ち上げ、すでに第一巻第一号が刊行されていた。この雑

誌には、もはや「紅吉」の名は見当たらない。すべてにおいて実名の「尾竹一枝」が使わ

れている。創刊号に一枝は、「自分の生活」と題した手紙形式の長文を掲載した。 
これは、二月一五日の夜に、夏樹から俊

とし

ちゃんに宛てて書かれた手紙である。夏樹が、

一枝本人であろう。この日の夕刻、俊ちゃんは、怒りをぶつけようと夏樹を訪ねるも、夏

樹は来客や雑務に追われていたため、ふたりはほとんど会話を交わすことなく、別れた。

この手紙は、俊ちゃんの怒りについての夏樹からの戒めであり、さらには、夏樹が求める

愛のかたちを俊ちゃんに伝える内容になっている。俊ちゃんは、自分への愛を棄てて別の

人へと走ろうとしている夏樹の遊戯的な愛し方をとがめているのであるが、それに対して

夏樹は、かつて同じ心的状況に立たされていたことを告白する。俊ちゃんを知る前のこの

一年間、「一人の人にひどく愛されてゐたことがありました……その時分でしたよ、私があ

なたの心持のようでゐたときは」４４。そして、そのときその人はどうであったのかを分析

してみせる。 
 

 その一人の人は随分弱つてゐましたよ、今、こうしてその時分の問題があべこべに

なつて私が愛すと云ふ立場をもつてその問題にぶつかつてみると、その時分私を愛し

てくれた人の心持があんまりはつきり思ひやられすぎて氣の毒やら恥しいやらで随分

心苦しく思つていゐます４５。 
 
「その時分私を愛してくれた人」とは、おそらく平塚らいてうのことであるにちがいな
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い。らいてうが自分への愛を捨て去って奥村博に愛を見出したとき、その理不尽さを激し

く責め立てた自分をいま思い返すにつけて、「随分心苦しく思つていゐ」と懺悔しているの

であろう。そして夏樹は、その人がそのとき与えてくれた愛の実態を回想して、こう述べ

る。「その人はよく葡萄酒を口うつしにしてくれました。あの人の唇から私の幼い唇にそれ

をそそがうとして私をしつかり抱いてくれたときなんか私は眞赤になりました、そして嬉

しくてたまらなかつたものでしたよ」４６。夏樹はこれを、「眞當の愛」と当時思っていた。

しかし、いまになって思えば、「馬鹿馬鹿しいふざけ方」に映る。そして俊ちゃんが、「私

の過去の或る時の行為と同じ色彩をもつた人」４７に思えてくる。どうやらここでは、過去

における「らいてうと紅吉」の関係が、いまや「夏樹と俊ちゃん」という関係に置き換わ

って再現されているらしい。違うのは、夏樹は俊ちゃんの疑いのまなざしを、「私は現在に

於て特別な愛の交渉をもつてゐるのはあなたより他にたつた一人もありません」４８と、き

っぱりと否定している点である。一方、H氏については、「あの人をほんとうに好きなんでん
マ マ

です、けれどその人を好きだと云ふ事がすぐ一直線にその人を愛すと云ふことになるでし

ようか。［あなたは否定するかもしれませんが］私は決してそんな事を考えたこともありま

せん」４９と、夏樹はいう。そして夏樹は、こう俊ちゃんに呼びかけるのである。 
 

俊ちゃん、 
私はくりかへして云ふ。 

   あなたは、美しい人なんだ、珍しく綺麗な人なんだ、だから普通の女よりも、ずう

つとずうつと優しく優しくそしておとなしく平和であつてほしい。私はあなたが優し

くそしておとなしくあるとき、どんなにかあなたを可愛いものに思ふだらう、私は眞

當に可愛ゆく思つてゐます５０。 
 
 このように、『番紅花』の創刊号で、一枝は「自分の生活」という手紙文をとおして、夏

樹と俊ちゃんのあいだの愛の交渉について書いていたのであった。 
しかし、『番紅花』の刊行は長くは続かず、全六号で休刊し、この雑誌の表紙絵の依頼な

どを通じて交流が深まった富本憲吉と、同年一〇月二七日に一枝は結婚する。憲吉は、奈

良の安堵村に生まれ、東京美術学校在籍中に英国へ留学、その地で、デザイナーで詩人に

して政治活動家でもあったウィリアム・モリスの作品と思想を学び、帰朝したばかりの新

進気鋭の工芸家であった。結婚するにあたって憲吉は、一枝にこういった。「アナタが家族

をはなれて私の処に来ると思はれるが、私の方でも私は独り私の家族をはなれてアナタの

処へ行くので、決して、アナタだけが私の処へ来られるのではない、例へ法律とか概観で、

そうでないにしても尾竹にも富本にも未だ属しない、ひとつの新しい家が出来るわけであ

る。そう考へて居て貰ひたい」５１。こうしてここに、因習に囚われない一組の「近代の家

族」が生まれた。しかしながら、それもつかのまのこと、新婚旅行を終えて、東京に帰っ

てみると、そこに大きな惨劇が待ち構えていた。 
それは、一二月一日発行の『淑女畫報』一二月号に掲載された「謎は解けたり紅吉女史

の正體――新婚旅行の夢は如何に 若く美しき戀の犠牲者」５２という題がつけられた暴露

記事によってもたらされた。「深草の人」と名乗る執筆者は、冒頭でまず、「T さま」に宛

てて紅吉の書いたものであろうと思われる手紙の原文を紹介したうえで、「私はこの不思議
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な手紙、謎の手紙の註解者として、またこの手紙を鍵として彼女の『不思議な過去』不思

議な性格、不思議な行為の秘密を語る魔法使いになりませう」と宣言し、それから本論が

開始される。書かれてあることを要約的に引用すれば、こうである。「月岡花子嬢こそ、不

思議な謎の手紙の主の T さまで、T は月岡の頭文字なのです……花子嬢が女子美術の生徒

であり、紅吉女史も一時女子美術に席を置いたことがあると云ふ関係から、おそらく知己
ちかづき

と

なり友達になつたと云ふことだけは確かです……紅吉女史は當時『若き燕』と呼ばれた青

年畫家奥村博氏の問題から、らいてう
．．．．

事平塚明子女史と悲しくも別れなければならない事

となり……例の不思議な謎の手紙を花子嬢宛に書いたのでした……それからと云ふもの、

二人の仲は親しい友と云ふよりも、その友垣の垣根を越えて、わりなき仲となつたのでし

た。同性の戀！まア何といふあやしい響きを傳へる言葉でせう」。そして執筆者は、紅吉の

結婚と新婚旅行に触れ、こう述べる。「新郎新婦手を携へての新婚旅行！それが新しい女だ

けに一種の矛盾と滑稽な感じをさへ抱かせます。男性に對する長い間の女性の屈辱的地位、

そこから跳ね起きて、あくまでも女性の開
ママ

放を主張し、男性と等しい權利を獲得し、そし

て男ならで自立して行くと云ふ所に新しい女の立場があるのです。然しながら我が新しい

女の典型
タ イ プ

とも見られてゐた尾竹紅吉女史は若き意匠畫家富本憲吉氏と共に、目下手に手を

携へて北陸地方に睦まじい新婚の旅をつゞけて居ます」。さらに執筆者は、この結婚の陰に

隠れて涙を流している、もうひとりの別の若い女性がいるというのである。「やがてその次

にあらはれたのが大川茂子といふやはり女子美術の洋畫部の生徒でした。茂子嬢と紅吉女

史との戀……は花子嬢のそれと比べてはなかなかにまさるとも劣ることない程の強く深く

切ないものでありました……悲しい戀の犠牲者、茂子嬢は今はどうして居るでせう？……

紅吉女史と富本氏との今日此頃の關係を茂子嬢はどんな氣持できいて居るでせう？私は紅

吉女史の新生活を祝福すると共に、あえかにして美しい茂子嬢の生涯に幸多きことを祈つ

て居ります」。 
他方この記事のなかで、注目されてよいのは、紅吉のセクシュアリティーに関して記述

されている箇所であろう。「紅吉女史は女か男か」という見出し語に続けて、このように描

写されている。 
 

紅吉女史は女か男か？この質問ほど世に笑ふべき、馬鹿らしい、不思議な質問はあ

りません。然しそれ程紅吉といふ女は不思議な女とされてゐるのです。彼女は勿論女

である、而も立派な女性であることは争はれない事實です。然し彼女の一面に男性的

なところのあるのも事實です。先づ第一にその體格の如何にもがつしりとして、あく

までも身長の高い所に『男のやうだ。』と云ふ感じが起ります。セルの袴に男ものゝ駒

下駄を穿いて、腰に印籠などぶら下げながら、横行闊歩する所に、『まるで男だ。』と

云ふ感じが起ります。太い聲で聲高に語るところ、聲高に笑ふところ、其處にやさし

い女らしさと云ふ點は少しも見出すことは出來ません。男のやうに女性を愛するとこ

ろ、その女性の前に立つて男のやうに振舞ふところ、それは彼女が愛する女と楽しい

食卓に就いた時のあらゆる態度で分ると云つた女がありました。甘い夜の眠りに入る

前に男のやうに脱ぎ棄てた彼女の着物を、彼女を愛する女が、さながらいとしい女房

のやうにいそいそと畳んだと云ふことを聞いたこともありました。 
實際彼女は男のやうに我儘で、男のやうにさつぱりとして、男のやうに無邪氣で粗
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野な一面を持つてゐるのです。それがやがて彼女を子供のやうだとも云はしめ、新し

い女といふ皮肉な名稱を彼女に與へた動機ともなつてゐるのです。そしてまた彼女が

同性を惹き付ける點もおそらく其處にあるのです。 
 
 この記事の記述内容が真実であるとするならば、ほぼ間違いなく、紅吉はレズビアン（女

性間の同性愛者）ではなく、肉体的には女性であるも心的には男性を自認するトランスジ

ェンダーであったということになる。そしてまた、性的欲望や恋愛感情が女性へと向かう

性的指向を示していることから判断して、紅吉のその愛は、同性愛ではなく、異性愛だっ

たということになるであろう。 
さらにこの記事の重要なところは、「新しい女」という名称が紅吉に付与された動機とし

て、「男のやうに我儘で、男のやうにさつぱりとして、男のやうに無邪氣で粗野な一面を持

つてゐる」点を挙げて、指摘していることであろう。つまり、紅吉に対して世間が「新し

い女」と呼ぶのは、この記事の指摘に従うならば、高踏的な理想や革新的な思想を主張し、

旧い因習を打破しようとする、これまでに存在することのなかった女という意味において

ではなく、体格や衣装、あるいは発話や振る舞いがいかにも男性的であり、これまでに見

受けられた伝統的な女性とは異なる女という意味においてなのである。記事が含意すると

ころを換言すれば、こうして紅吉の心的男性性が、性的に女性を惹きつけただけではなく、

世間をも関心の輪に巻き込み、「新しい女」という、ある意味で蔑称に近い呼び名を紅吉に

用意したということになろうか。 
その一方で、この記事には、結婚式での両家の集合写真だけではなく、紅吉のものであ

ると思われる手紙の一節、月岡花子その人、ふたりの弟妹と一緒の七歳のときの紅吉、書

斎のなかの紅吉などの写真までもが掲載され、また、同誌同号の別の箇所には、「問題の婦

人尾竹紅吉女史の花嫁姿」（目次表題）と題した写真も見ることができる。こうしたことか

らして、この記事は、必ずしも「深草の人」単独のものではなく、その執筆の過程におい

て、何か、紅吉かその家族による情報の提供、あるいは別の第三者によるある種の関与が

あったのではないかとの疑いも残る。しかしいずれにしても、この記事に描かれている内

容の真偽は、当事者のみが知りえることであり、闇のなかにある。とはいえ、大変皮肉に

も、真実としていえることは、「若き意匠畫家富本憲吉氏」と「問題の婦人尾竹紅吉女史」

の結婚は、こうした暴露記事をとおして世間に披露されたことであった。さらに、この記

事の内容が真実であるとするならば、結婚に至るまでのこの時期の一枝は、一方で月岡花

子や大川茂子と親密な関係をもちながらも、その一方で憲吉とは結婚話を進めていたこと

になる。 
憲吉は、結婚に先立つ九月一日に、美術店田中屋に「富本憲吉氏圖案事務所」を開設し、

図案家（デザイナー）として活動を開始していたにもかかわらず、一〇月二七日に結婚式

を挙げると、翌年（一九一五年）の三月初旬に、この夫婦は、憲吉の生まれ故郷である奈

良の安堵村へ移転する。しかしこれまでの研究にあっては、移転の理由を示す、証拠とな

る資料が存在しないため、それを適切に跡づけることができず、一種の謎となっていた。

そこで、以下の記述は明確な証拠に基づくものではないが、この雑誌記事と安堵村帰還と

を絡めて、ここで少し推量を加えてみたいと思う。 
おそらくこの記事を受けて、憲吉と一枝は、今後のふたりの生活が支障なく成り立つの
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かどうかについて、意見を交わしたものと思われる。このとき一枝は、小さいころから自

分の身体の性に違和感を覚え、心のなかでは自己の性を「男」と思い、美しい女の人に恋

愛感情を抱く性的指向が自分に内在していることについて、より詳しく憲吉にカミング・

アウトしたにちがいない。そして、ともにふたりは、一枝から「同性の愛」が取り除かれ

ない限り、愛情に満ちた結婚生活は決して訪れることはないだろうという見解に達したも

のと考えられる。どうすれば、「同性の愛」を捨て去ることができるのか――。すでに紹介

したように、一九一一（明治四四）年一一月の『新婦人』（第一年第八号）に掲載された「女

性間に於ける同性の愛」において、著者である大阪高等醫學校敎諭の田中祐吉は、「此頃吾

邦でも、女學生間に同性の愛の流行するに就ては敎育家が之を撲滅するに内々に苦心して

ゐるといふ噂を聞たが、併し之を豫防撲滅する方法手段の頗る困難なることは今更言うま

でもない……醫學上倫理上より其の背天非倫の行為であることを説明するにしても、青春

妙齢の女學生に向て明らかに説き示すことは中々至難の業である……要するに同性の愛を

豫防撲滅する方法は女性其者の品性徳操の涵養に待つより他はあるまいと思ふ」と、書い

ていた。「女性其者の品性徳操の涵養」という、あまりにも消極的な結論であったかもしれ

ないが、しかしこれが、「同性の愛を豫防撲滅する方法」に関しての当時の最新の知識であ

ったであろう。しかし、憲吉と一枝は、話し合いの結果、一歩考えを前に進め、より積極

的な対処方法にたどり着いたものと推測される。それは、一種の転地による療法であった。

このまま東京に住み続ければ、美しい女性と触れ合う機会も多いが、人の少ない寒村へ住

まいを移せば、美しい女性との出会いは、それだけ減少する可能性がある。そこでふたり

が決断したのが、憲吉の生地である大和の安堵村への転居だったのではないだろうか。も

っとも一枝は、それに先立って、結婚をするそのこと自体によって、事前に「同性の愛」

を自らの意思で断ち切ろうとした可能性も排除できない。 

少し振り返ってみると、正式に一枝に求婚する少し前の七月二日に、憲吉は安堵村から

東京の一枝に宛てて、次のような手紙５３を書き送っていた。何度会っても、まだまだ伝え

足りないものが、憲吉の胸に残っていたようである。 
 

人々がする様な手紙の上での空論を止めて何うか直接に遇って話して見たい（オープ

ンリーに）と、最初五月にお遇ひした時から考へて居ましたが、御説の通り幾度お目

にかゝっても云ひ残した様な感じがします。 
 
 ふたりにとって安心の地はどこだったのだろうか、大和、それとも東京――。両者の考

えに溝があった。それにしても、『番紅花』を創刊したばかりの一枝に、どうして「東京を

去る必要がある」のであろうか。一枝は『番紅花』の創刊号に、「自分の生活」（手紙）以

外にも、「私の命」他一編（詩）と「夜の葡萄樹の蔭に」他二編（詩）を寄稿していた。そ

のなかの複数の作品から読み取れるように、本当に一枝は、「悲しきうたひ手」が唄う喧騒

の東京における過去の世界から逃れ、未来の「私の命」を、大和の牧歌的な田園に求めよ

うとしていたのであろうか。それには、自分のセクシュアリティーとの何がしかの関連が、

ひょっとしたら隠されていたのかもしれない。 
 
兎に角、今の処では大和をにげ出すことです。にげ出す様な処に来られても、仕様が
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ないでしょう。 
あなたの方では東京を去る必要がある、その事も私にはよく解りますが、私も、大和

を出たい。 
 
 憲吉は、「あなたの方では東京を去る必要がある、その事も私にはよく解ります」といっ

ている。ということは、この間に会ったときの会話をとおして、そしてまた、この年の三

月の『番紅花』に一枝が書いていた「自分の生活」や四月の『青鞜』に掲載された「女性

間の同性戀愛――エリス――」を読んだりして、憲吉は一枝の特異なセクシュアリティー

について、ある程度理解を示していたのかもしれなかった。続けて憲吉は、東京でのこれ

からの新しい計画を打ち明ける。これは、九月一日から美術店田中屋内に開設を予定して

いる「富本憲吉氏圖案事務所」のことで、「東京であって東京で無い」ここで、一緒に仕事

をすることを一枝に提案するのである。明らかに憲吉は、一枝に対して、結婚後の住む場

所について配慮を示している。 
 

事務所は真に独立した完全な意味の室
ルーム

ですから、其処で仕事されたらば、東京であっ

て東京で無い様なものです。私は其処に行けばロンドンに行ったつもりで、食事から

何から一切その様にするつもりです……只心を落ちつけて私の新計画に幾分の御助力

あらむ事を祈ります。 
 
 最後に追伸として、「鹿沢温泉に四、五日中に行き、九月一日頃より東京の生活を初める」

と、その手紙には書き記してあった。 
求婚は、この鹿沢温泉滞在中の出来事であった。しかし、それに先立って憲吉から一枝

に宛てて出されていた、上で紹介した手紙の内容から明らかなように、結婚する以前から、

つまり暴露記事が世に出る前から、憲吉は、家族との関係がうまくいっていない大和を抜

け出して東京に出たいとの思いを強くし、他方一枝はその逆で、東京を抜け出して田園生

活を送ることに強い願望を抱いていた。そう時間を要すこともなく、話はまとまったもの

と思われる。もっともその結果、憲吉には、開設したばかりの活動の拠点である「富本憲

吉氏圖案事務所」をたたむという大きな犠牲が伴うことになったし、さらには、家族との

軋轢の再来を考えると、安堵村帰還には、大きな精神的負担もまた、影のように付着して

いたものと推量される。九月の「富本憲吉氏圖案事務所」の開設、一〇月の結婚、そして

一二月の暴露記事――これから数えてわずか三箇月後、年が明けた一九一五（大正四）年

の三月の初旬、突如として東京を離れ、安堵村への転居が決行された。一枝のお腹には、

新しい生命が胎動しはじめていた。 
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£�������ϪĽȹÍϫƈ�M3�Ȥ3ơ3ʁɑ,�($��3ƈ3��Ȗ0�ˍ

�Œ3β�̀ʊ�$��Ȥ�ȓ�C34�"3-�.�3ơ3ƶȎP"3??ȉ�Ö�Τ

0ª+K��ƈƛ3����ϪĽȹËϫƈ3�ɝ3ʱ	Ϫ
̰Ǯ���ȖĆϫ,4�?

3̇×P��͂K� 
 

��Ψ�Ƌƈ�ʼ4�̇×P�̐ơ/C3-Ʃ)$���Ơ˻/C3%-�+̬

+O$���΄Ơ/�Ψ%-Ʃ)+̬�+³$�ì͈�"LPƯ'$϶�Ϸ-C�

)$��Ɩ�͕B+³$ȌC�)$��-��ʧŪ3̇×PǢJ�+KΨͲ0/K-
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Kǵ3�.�ƣŉ4ɷJnynẙȾ1�J�Ŭͮ?-ΤˌP�ÈL1̐),ż

)&��?'@Q0�ɓ')&3-�Ǻǵ3ģ́P*�H�.ȏ3�3h{eP�

&�.�M��$�1|Ț3©8E�0ǭŊ�;�.Ȃ��?L,)&�$L�ʓ

1È)&.��ƣŉ4Σ8��),Ϋ�&� 
	̪�,�'���α),�0&3ģ́P̟&�.P̪�,�'���$L4�

0&�/Q01̂��Ɯ�P�,�K3���*CƗ�,�&�I- ��.1M
�Q�ŲP̨L&.�30&3̔ƩP̟,�&�I- �&��1�N&�4M�
Q1ƗPÁ�,�?�&�M�QPư�,C�? �'��$3��-�0&3Ɨ
PÀ*�,�?)&3-40�)&�.�ƠL,�&3- � 
.�M��0&3ģ́14�/�1C$3Ə��̟Ǝ&I0�)&3- �Ʊ̼

�,�? 
.�ƣŉ3ģ́3˕N)&l{_1�|Ț4Ȃ�,�&ολ� 
 
���,Ĳ3¥@3ǵ��ͭ���Ȇ|ǵ�żȑ3.��Ȕ&�$3ͤ�-|̐4�

ȕķΗɦ3�.Pʛ)&� 
Ŭͮ�I˻-ɚ)&�3ċŲ-3ɓɀɒ4�|Ț1.),@L5��ʪʰ0KĉƝư� �

Ź�30�-ĉƝư3Ɇʋɉ.�,˔��L,�&ƾĳͬæ3|ɽ')&1(��0��

?&�ƷĈ3Ύę3ưĽř-)&ũŴȲʜ��|̐3śɈś0/3ɟĢȊ�3�̰P

�,�K��ũŴ4�3Ų3Ȧð-J�şȎĸŁ4�Ł3a[^rStdT{1*�

,Ū�-CƯ̟P˭�&�.Ɯ),�&3�C�L0�)&�����$LC�LC <

,��	M�Q
3Öɹ1H),ɀɊ1ż �..0),�?)&�	M�Q
.4�/3
H�0ļƝ03'M���ǀǗ�J4�	|ȚC?&.�<*3ĽƯPŝ",�&��ƣŉ

3πĺ˼ļάŻ3ρ�ːɾ-CJ�ɶÛ0˦―-CJ�πŎɾ3�MρƎǼ�3ř;3

ÖÈJCˢ�0),�&
.����-Ƌɿ�&�Ű3̧͞���?3.�M0�� 
� ƀ�Ƿ�&�|��ĚδķȲ|�εƀ3ĚȆ�	ũ�0Ŏȟ
1Ǳ��ǩŻ�ʚ¢�&�

ʚ¢�,�5I� K.��Ň��þ�ÊȆĆ3	ʭ&(3ũ�0ŏȟ1ū,
.��ɶΓ

3&B3Ħ˂�4�?)&�|Ț4	1. Ⱥ̡3ȯ9Ǧ˰
P�Ǳ¢3ũȘº4	2. ʴ�
�ͯ3�þͯ.0*,
P�$�,ƷĈ4	3. ɾƓ9&J3ǦŘ
PȂ�,ŝʶ�&�|
Ț4	1. Ⱥ̡3ȯ9Ǧ˰
30�-��L?-3ΐ.Ύ1ť KřƇÏ-3ǩ˰Ŗ͍3ȩ
ŉP̱˓1̴J�˜�,�ȑ3ũŎȟ1ŉ/CPͥN �.Pǯƛ��	ũ�0Ŏȟ
P

̩ K?-1˸)&˗ˡPȂ��$�,�Ȅƒ3	Ά̧
30�-�Ǳ¢3ũȘ1*�,

��̧�&�	ũȘºȽ4ʭ3́�þ�.�,�×ŉµͯ3&B1ÉâPʒ�,O,��K�

Ƚ1H*,ʭͯ3��4ˁ�Ȋ1ÈM�.�,O? �ŏ̽KȽ1H),ʭͯ3ŏȟ3

ħʥ�ĝBIL*RK�PƤ8Ʊ̼�? 
ομ� 
şȎř3̅ǜŤ-KÐͥΉ1*�IL&	ũ�0Ŏȟ
3Åɾ4�Ù��£̍���

ʓ�ʼʞ-��3ĚȆ�IũȘº1Ƌ�˛�L�|Ț4��LPC),	ˁ�Ȋ
1ÈJ�

	ħʥ�ĝBIL*RK
�.1Ė8PΒ�0��|ǲ3ũȘ4/��.��.�	2. ʴ
��ͯ3�þͯ.0*,
30�-�ÒΝ�ΐ.Ύ.˷×.3�L?-3¸P?!˔�

 K�	ʭ�ΐ(EQΎ(EQ.�9��3ʴ��3�þͯ.0*,�ȳ3ŏȟ1³?�&



̈°Γηη�ʠʷ¯ͽ  şȎ|Ț3�Â� 
ˁ|ˠ� şȎ|Ț.��ɾ�ǲ  ƝʐŪǫ˫.�,3ƧʊPś  
ˁ�ʽ� Ĳ3ÖȔ�.őĪȑɾɍ3˕ɪ  N&�4M�Q1ƗPÁ�,�?�& 

39 
 

34�*�ȳ3ĚȆ-�Ȍ'=Q3Ě]Ȇ͊I!1��0J?"Q��L/�ʭ4ȳ̎�

ƀʳß�ø(ł�Q-Kΐ(EQ��ŃB,ƞ��9ɶȸ0Ǧ˰Pā�ŃB,�³��

�3Ⱥ�Pͥ�,�$3Ⱥ����3ưÇ3�1ǉ�,ŭILKɻƭP̠7���3ʴ�

�ͯ3�Pʩ�1˪;�ȳ3ʴ��ͯ3ŏȟP̟",́7�ü|�Ǽ3Öίʓ0Åɾ1

0*&�ǅCJ�,�ΐ(EQ.Ύ(EQ.4���1H�ͫ:�þͯĉƙ-J?�

&
ον�$�,˷×3�.1*�,4��3H�1Ȃ���?3Ƨ�A<�Ŏȟʧ¦�I

	"B,˷×~�-C��͢L&�.�Ž1Π7�IC�ȱA0�ƼKģǲ3ļŏȟ1͈

¢�,|ƀ�ʭ3ɫ˗Ϊ0�±�$L~�1ˎˊ-J�üʗŢ'.º!Kʭ3˪;��

�Ȼ1�ȷQ/$3ʵŉ�M��;C̪�L!1�ɫƬɫƬ
A � A �

.͎…
9@1�

IL,̐�3P�ʭ4

ƽ7�=�,ʹ�ͩAâPĹ*,�7?�&
οξ��I1�ũȘ3̥̇4�9&J3ɾƓ

3Ⱥ̡-K|Ț;3Ʊ̼;.ċ��� 
 

ũ��.Cʭ˷͑3ɾ�&Ǧ˰��,̟Ɔ��ì̺�ʭ3Ǜ�Ķ��ș�,ʗŢ3

C31͜��Č�P�ʭ4ʛJ?"Q�$LPƜ9.�ʭ4Ž1˷×3ɳ,OK��

�ƠM��0J���3ʴ��ͯ3ß1�ɖ-Ν3��I0�0K3PƱ�? �±

��ʭ˷͑4�ʭPŚ�,ĎLK�3̪-�ʭ3º�K̎PͩAHJ�ǲ�0�3-

 �Ɓ1C���3ʴ��&(3Ⱥ��I��ÆC̣C͂ļ3º�K̎PͲ*,̟,�

����.�9Š��̤3̪1���˘8ć*,�I3�ȳ3ũ�0ŏȟ4®1Cǝ;

Ζ�ʭ3ţ- οο� 
 
� ��?-̶@ͩB,��.��3ũȘº.��Ǳ¢ǩŻ4�Å1˔��&��Űʬŉ3

�7. �3ͮ� ˁ�Ͷ�1��,�Ŭͮ3ťű1KċŲ-3ɓɀɒ3ĩΙ1ʍĩ K

̨ĕŗ3	M �Q
.ĉ|�ɵ-40�3'M��.3ǚɛ�H�K���Ë3	ƣŉ


δ*?J�Ű˷͑ε3ĺ˼ļάŻ3Å͖-þ�-CK$3̨ĕŗ4��ƀ�I�ß�I

|ȚPƳ),őĪ;͊���ͥ��ΐEΎ3ͫ8ʕǀ1C0J�ôȦƒ4�Ǻƀ3ĚȆH

Jģǲ3ļŎȟ1êè KC�ǩŻ.�,3ĶʡL�Ĳ¥@14���L3|ȚPΞ)

,ɟĢÅ3ċŲP̨2�Ȼǵ���,ɋ�PȨ�A  �3�ɵ�$��Ŗ4ũȘº.�

�ļƝ')&3-40�'M���	º
3̶@4�	?�.
	?�
	@(
3/L�-

)&-M�� 
� $�-�ĺ˼ļŉά˃ŻˇŎȟPß͑ȟ1C*ɹĢ3ĺ˼ļŉķŎ3Ŏ̑ƩĨayb{

1ĕ�ćN"&.�M�Ȯ3H�0ƩĨ�͝),�&�ũȘº4�|���δķȲ|�ε

ƀ�Ȇ1ĺ˼ļάŻδǭʯεPôȦƒ�ůĂʖ1KƖħά˃ļŎȟδɹĢ3ůĂʖʼù

ɸά˃Ŏȟε1͈¢�?&�ĉķŎĉʺ¦3¬¹¦¦ĒĊˉ3̧͕ÏŚ1Ɣ�5�|��

ĚδķȲ|�εƀ|�ȆɹĢ	ɾΩ͵őĪȑşȎǲ
1Ģ«�$�,|���δķȲ|Ěε

ƀ||ȆɹĢ	Ȣͻºŉ
.�,Ģ	ȕ�
�&'�	º
3̶@ǲ1*�,4�Ƿ�.

���.-)&� 
� şȎƷĈ3Ě�řǴ4�|��ÌδķȲ|�εƀ3|�Ȇ��LC?&�ßě3ȕ��

IőĪȑ;3͓ŭĉȩ1�ʹɭ1C�őĪȑPÖ,ȕ�;ʲ͓ K�ũȘº�	ũ�0Ŏ

ȟ
1͈¢�&|��ĚδķȲ|�εƀ3ĚȆ�IşȎř�ȕ�;ʲ͓ K|��Ìδķ

Ȳ|�εƀ|�Ȇ?-3�ƀò3�'1�®�͉�)&3-M�����1̻1í?



̈°Γηη�ʠʷ¯ͽ  şȎ|Ț3�Â� 
ˁ|ˠ� şȎ|Ț.��ɾ�ǲ  ƝʐŪǫ˫.�,3ƧʊPś  
ˁ�ʽ� Ĳ3ÖȔ�.őĪȑɾɍ3˕ɪ  N&�4M�Q1ƗPÁ�,�?�& 

40 
 

L&3Ǽ�ŋĢ K�	M
P	?�.
	?�
	@(
3/L�3Ug^qu-
K. Ŕ�&��-� -1Ǒ�&��Űʬŉ�˷§ũ̵30�-Ǜ�,�K̨ĕ 	˫M
�Q
1*�,3̧͞�ũȘº�	2. ʴ��ͯ3�þͯ.0*,
30�-͞<,�K˷
×˷͑3˗ȵ1*�,3ÏŚ�$�,�ĺ˼ļŉķŎ�Iǜµ�L&ũȘº1 KƩĨ

3�ɧP˞ćʐ1çȡ L5�=>Ͱ�0�ũȘº�Ŗ4	M�Q
')&3-40�
�.3ǚǯPƕK�.�-���LPC),̺̬3ßǜ.�,�ȕ�ʲ͓?-3�3ʸʎ

3�ƀòP���1̧͞�,@&�.Ɯ�� 
� |Ț�	.�<*3ĽƯPŝ",�&
	ɶÛ0˦―-
	ŏ̽K
ļƝ���3ĚȆ�

ÐͥΉ3	ũ�0Ŏȟ
1͈¢�,�&�����ǺƀĲ3ċŲ-3ɓɀɒ-̟"&9&

J3̡Ş0ĉƝ¸��C��3	ũ�0Ŏȟ
1×ƒ$3??Ǐ(͛?LK�.10K

. L5�$L4|/3H�0�ƲPǌ��.10K3-M���$L1*�,4�

®7.*ɄŔʐ0̬Ǎ.0KC34ȹ�L,�I!�ƭÂ K��=��ǀʼ,40��

����	1. Ⱥ̡3ȯ9Ǧ˰
1��,|Ț���H�1�	ħʥ�ĝBIL*RK

0��$�,	3. ɾƓ9&J3ǦŘ
0�-ƷĈ�͞<,�KH�1�̩¿˃3ÄŖC|
ǲ-ŮȈ�L,�K0��0#��CʝȊ3�(1�ʢ&Kǩ˰ƺșC0����Cƒ

¢E͓ȟÅ�ȌŔ3??��3Ŏȟ4Ϳ�IL0�L50I0�)&3��ȧB,ͺķ0

®����3.��3Ŏȟ1͉�)&�.�ƭŔ�LK�$L4®��|Ț.ũȘ3�

'1ưPŶK®�ɘÞ0ĕΟ�ɾ�&  $3H�1˪�K3��E4J˷ɭ-ΛƎ03

-40�'M���ũȘ1ċ�IL&|Ț3|ǲʐ0ư')&3��ÿǲ�̪�ɁBć�

ư')&3��Ȳʢ14N�I0��ß˫-L5�|Ț3̐æ1Ϋ�&ũȘ4�͢�K

H�1�,őĪȑPû)&Ą˳Ɲ�K��ƒ˫-L5�Ƌ�̗�LKH�0�Ư1Ā

�&ƍġʐ0̤Δ')&Ą˳ƝCK�$�-0�L5�$33(3�ɘŬΜʤŉ.̄ͻ

˝ŉ�K�4ɜɐ˿ŉ.�ȣʏćŉ1@ILK�´1͜�C3�)&3-40��.

C˪�ILK�*?J�ũȘ�˘ņP K�.1H),�9&J3¸�ƍÝʐ1˕��

&Ą˳Ɲ-K� 
��0K˘ȍ-)&.�,C�ß¢3ļŎȟ1˷×3ŭĩƿP̟Ö �.�-�!�|

ƀ-ˮP͘��źȈ1ɝ(,őĪȑ3şȎř1͈��	ȳ3ũ�0ŏȟ4®1Cǝ;Ζ�ʭ

3ţ- 
.Ȃ�,�&ˎʘ-́�ũȘ4��3.��ǩŻ.�,CļƝ.�,C�®I�

3ǓǇ.̂�@P˗Ϊ�&1(��0�)&�$3ƒ3Ɛļ3ɕƢPʛKʼĩ1)&34�

ĺ˼ļάŻ3ƒ͖-þ�3�Űʬŉ�I�')&3-40��.ƜNLK�3(1�Ű4�

ʑ˯0JňĿ0JP͛B,�	!�:QɑȾP0�)&�I�C�Ɯ�ȹ �.40�-�

G�
	0&4˦���Ľ�-�&�$L4@.B,�I)�DK-�G�
ηζζ.�|

ȚPĕ�̯B,�K� 
ũȘ��0�0)&˘ș.�,�	ũ�0Ŏȟ
4ǩŻPĹ)&�$L�·�şȎ|ř�

ȕ�1ʲ« K?-3�'�Ū0�.C|ƀ�K�4$L��3Ȋ�Ŏ˨3Ȭ¦

�ΐ.Ύ1��ILK�.40�)&C3.ƜNLK�.��3C��?3.�M�$L

PǷʦ Kʉ͋Ë́ǮP̟Ö �.�-�0��I-K� 
� şȎř3ȕ�ʲ͓PʛK��-�ȹ�L,�KĔ|.C��KÎʐ0̈́Ǯ4�|Ț�

|��}δǻđ�εƀ3�Ň��þ�3ȲȆĆ1ŝʶ�&	ȕ�1«A
-K���1

|Ț4/�Ȃ�,�K3��ȥ̦�0�L50I0��|Ț4�	Ɯ;5|��Ìƀ3Ƕǹ



̈°Γηη�ʠʷ¯ͽ  şȎ|Ț3�Â� 
ˁ|ˠ� şȎ|Ț.��ɾ�ǲ  ƝʐŪǫ˫.�,3ƧʊPś  
ˁ�ʽ� Ĳ3ÖȔ�.őĪȑɾɍ3˕ɪ  N&�4M�Q1ƗPÁ�,�?�& 

41 
 

�I�ľ®1ʭͯ�ƥ@Ĵ�ǵP͡*,Ȕ&�.�
ηζη.͞ƹ K�$�,	ȕ�1«

A
3ÒΝ1��,�|Ț4�3H�1Ȃ�� 
 
��/�ƊJ³&ķđĞ3ĚŌ1�«ΦL&ʭͯ��ȕ�1ʲJ«AE�10*&$

�14ȫ�3ɻʁ�*&��$30�-Cɶ1ķ��ƍ��Ȝ�J�A�Mȫ�

3ɻʁ.�9HJ$3�.|*�ȠȎʐ3æ�-*,�$L�ĳ3ʭÍ3�9ɻʁ

4Ț̇3ĕΟ1ͭ�0���$3ȠȎ3ĕΟ19LK�.4řƇʐ3�.-�×4Ȃ

��.�FK�L0����*?Q-�90I�ĉƙ30�1Ƙ!�C�LKõȬ�

$3õΏȊ1ʭͯC�˃��Ό*&����,���$�1ƥ@�Ę���0�@�

J'�3�I��Ƨʊ3ƱƩ3ƃ˄�3͌Pď7ͭ�&����,/�1��,

$3ĭģ�Iî7Ö��×ƒ3ɾɗPʼɎ1ɾ�ǈ��.ɄƗ��$3&B1�L?

-3ĭͪ�ɾɍP̟�1:(ʡ*,Ǳ��ɾɍPˈ�&,&�.Ɯ*&π�ρ$3˘ș

;Ț̇3ɻʁ�ã;IL�ȕ�1«A�.R0*&ηζθ� 
 
� |Ț4�ȕ�1ʲJ«AH�10)&ɻʁ14	ɶ1ķ��ƍ��Ȝ
-K	ȠȎ3

ĕΟ
�),�$L1*�,4	řƇʐ3�.-�×4Ȃ��.�FK�L0�
.�

���3̥̇4�˷×3a[^rStdT{1*�,�?4Ypy\zSVe K�.4

-�0�.��Ưď3�.P�),�K3-M���	/�1��,$3ĭģ�Iî7Ö

��×ƒ3ɾɗPʼɎ1ɾ�ǈ��.ɄƗ
.C�),�K���L4�͓ģ1HKʋɉ

PȀ1ǐ�,�K3-4K?���ũȘ�û),C�ĕΟ�ȠȎʐ1̤Ʉ�&N�-4

0��Ȯ3Ǳ¢ǩŻ.ĉ�¸�ɾ�KĄ˳ƝCǖ-�0����I14��L�I�

·Cĺ˼ļάŻ3ļŎɾ&(��|Ț3έâ1Ʈ�L,Γ?),�KĄ˳ƝC�É�ČŔ

 K�.�-�0��$�˪�L5�|Ț3ƝʐǐċPÑƆƮ͉�"0�&B14�ßě

ȕ��IőĪȑ;.͓ŭ�&H�1�͓ģ���ͮ40��̃ͦJ�4�?)&� 
 
���,ƃñǵ�ͭ�&�˷×1ΞAƗ3ƌ���PʛI25$3 Iͭ �.�

Ö³0�ʳCM�˷×-*&�ĸ1ë
4�

?�L�̃P*�J��,O, I��,®

̎1̆ʚ��$3ˍȒ3ģP̟K�.�Ö³0�*&�ĸ3��3&B14ΎęPͦ

K&B1·ŕĴ�ĠģPǠŔ�0�L50I0�*&�ĠPƕK1�ʣę3ǮPǘK

&B1�Ȗ̌PɁBK&B1C�$3��� K�14ˣPǛ���ǭ˂P.K��

3E�1͔I�1Ǳ��Ġģ1͗!K�.4Ö³0�˽�3ĜΖ�*&ηζι� 
 
� 	ĸ1ë

4�

?�L
�̃ ͦJP�,�K.�M�IÚǯ L5�ƷĈ3|Ț1ť KĉƩ3

ȾǏ(�̟�,�K�|ǲ3|Ț4�͓ģÅPʹ:1&),�̛Ύ1Ƙ̞0̌EĠ0/

3Èǀ1Α�,3Ü·Ɲ1*�,ƷĈPƜ�EK�$��&ĸ3���3ɶȸ0ȓ¡P˪

�K.�̆(ʚ�<�ˍȒ3ģ�0�0�̟*�I0��$L1�Ņ&(3×ƒ3ǩ˰3

�.C�˪ƴ1ÈLKƘ̞�)&�|Ț4���˜�K� 
 

ĸ3��3�.'�PƛΝ1˥�,F�0I�ɼɺ1-CïͶȉή1-C��ŵ3

ůɘ�Kɴʀ˺1-CŚǸ1ɄŔ K�.�Ö³&����,ʭ4ĸPư�,OK�



̈°Γηη�ʠʷ¯ͽ  şȎ|Ț3�Â� 
ˁ|ˠ� şȎ|Ț.��ɾ�ǲ  ƝʐŪǫ˫.�,3ƧʊPś  
ˁ�ʽ� Ĳ3ÖȔ�.őĪȑɾɍ3˕ɪ  N&�4M�Q1ƗPÁ�,�?�& 

42 
 

$3��PƜ9�.4ĸ1*�-OKC3-K����0�I� -1ļŏȟ;È

ŏ�E�. Kʳ&�38&�3ŉµ�?C0�ł3ƒ1*��. KŀÇπ�ρ$L

CĚπ�ρ�ƀ3řƇ1*,ɶȸ0ǲɉ-Ǧ˰�L,³&ŉµͯ-*&�I�×

ƒ3ǩ˰ǲɉ1*�,˪;K�.�Ţ1Ĵ�*&ηζκ� 
 
� ̤Ʉ <�ĕΟ�̜Ε1˙@),�K3-K�0�0�˘̺;4&/Jʚ�0��

̰��ĩPı�K&B1�ů3Ļ3ɜś;ċ�)&� 
 
ĸ4ĵ4̃P*�Jǽ4ɾɍ̓PāK&B1ĠP35�ĎŵP J�*B&�ˑɮ3

İP˶13"&J�ʻ1ɥPǆ�&����,Ū�3ͼPƕ&3-�ʭͯ4�H�H

Ȅƒ3ɄƗP*�K&B1®̎1ŭ« <��PɄBK&B1�$3ͼPC*,ʝ�

3ǳ-4*&�ʮ4�Bů3Ļ?-Ö��,³&�ă0ɜś-ͭ�&ñǵʳ

3ǵǬ����$�-C?'�E�0ɄƗ�*��2&?RÑ8ƥ@ɘ�ȶ͌P.

I250I0�*&ηζλ� 
 
ĩƿPı�,̰�),C�/�;͓ŭ L5H�3��ɄƗ�*�0���I1$3

��1�	ͼ3ĕΟ.�ŉµPɫΧ1ͭ�",OKƗ�ɾɍ1̆(ʚ�30�.�M�I

�Kɬɱ
ηζμ�|Ț3Ɨ1ͺ�3���K�*�1|Ț4�$3.�ʪP̟&� 
 

ʪP̟KƗ�7& I1ºΞ K�ʅ�ʨJ��LPĹ�,O&�.� <,3ƥ

@3Ƞɞ-K�.Pƍ�Ɯ*&�ʭ4˷×3ƗPǕ,Rʪ3ƯƙPŧ�Ɯ7�$�

-Ǳ��ɾ?L,�0�ΈJ˷×ͯ3ɾɍ4®ƆƉ,ʔ�,CΧʓ-K�.Pʛ*

&� 
�R1ȶ¶�&�.4ĉǼ1ũ��˷ƻPǕ,&�.-K��ʅ�ΈJ0�ƈ�

ʭͯ3ß1žP�&ηζν� 
 
��1˸),|Ț4�œǩƗ1ż¶�&� -1͞<,�KH�1�Ƣŉ3ˋʪʐ�ő

ŔPƗ�&�Ƀʏćŉ4�ƎǼǩ¦1ͥ),�&�|Ț4�˷×3ƥ@P�Ƀ1ǁ(Ƿ

�,�|˟1ǩ¦1͊PͬQ'3-40�'M���|�|ĚδķȲ�εƀʌ̐3ƎǼ3

ǱˍˬȂ	woȂδwo�;3Ȃε
δɹĢ̫3	w{o�;3ǀˏ
εˁ|ʽ3ˁ�Ìˆ.

ˁ�}ˆ14�ĉƝư1*�,���Ȃ�L,)&� 
 
�Ì� �1HJ,ʪ4ƐIPơ+<�Ƶ1��˚;J�ö(ļ4ΛƝ3ɿPǸ;,ͣ

Ɲ3ɿ.0���}� ʃC?&ĉ��ļ3ΛƝ3ɿPȤ,,��ƩƵPɰ��ʃ.ʃ

.ơ+K�.P̐7,�$3͟1¼ <�ĨPŸ�͑1ā�&Jηζξ� 
 
� ?&�ʆƝ̘1*�,4�˹ ˍˬȂ	ʂĐ̧
ˁ ��ʽˁ�ˆ1���Ȃ�L,)&� 
 
�� ļ4ʃ3̓ȇPˤ9<�I!?&ʃ4ļ3̓̚Pʚ<�I!Õ,ǰ K˫4ɂ3

ʪXmi�LPƶ@&?90J�ηζο� 



̈°Γηη�ʠʷ¯ͽ  şȎ|Ț3�Â� 
ˁ|ˠ� şȎ|Ț.��ɾ�ǲ  ƝʐŪǫ˫.�,3ƧʊPś  
ˁ�ʽ� Ĳ3ÖȔ�.őĪȑɾɍ3˕ɪ  N&�4M�Q1ƗPÁ�,�?�& 

43 
 

 
|Ț4�ˬȂ3�LI3̥̇Pº�&����,|Ț4�ƷĈ..C1�˪�1˪�P

ͺ2�ʈå.ɖ1��0�I�Ȅƒ14ʪ3ŋĢ1Ⱦ+��.1H),	ʪ3ƯƙPŧ

�Ɯ7
�	˷×3Ɨ
E	ũ��˷ƻ
PǕ,�ʙß1Ƅ�KǱ���ʅ1.�.�&/

Jʚ�&3-K�*�1�Ǳ��ɾ?LıNK<�	ɾɍ3Ɖ,ʔ�
3ͮ��&� 
 

$�-�ΎęPɮ�&B14�Ä×-JA�M�ͳ3Ġģ-4K��$L-C

ɮ�,ɮ�0��.4K?��̞4Ý° KC3RƗ3Ǐǲ|*-K�&'ȐǮ

$3�3β3�͊4ɵͅ-̤Ʉ�*��.'�I���3&B1äâ�,�LK��

K0IƘ!ɮ�,@"K.�9ĸ3̰C�$3�Pƕ,�$L-4ŉµ3&B1C

ͷćH�̐���?&˷×ͯ1�,CɄ�,ĽQ-«@&�Ġģ-40���ȭβ'

I�0�3Ɲͅ4ĉȫ$3ƌβPC*�ʧȅ3�1Σ8͛Q-��1C?Lć7

�΄�7ʕ�ǃä�*,�4�B,ŒÉ1͜�C3.C0I�ηηζ� 
 
$���Ɯ�1˸K0��I�ɾɍÑɾ3&B1̆(ʚ�<�ˍȒ3ģ.�,�Ȅ˕ʐ

1ȕ��ʹ5L&�Ɓ��ƷĈ;̈́ͼPǞä�,�LK�&(C̟*�)&�ŉ/C&(

4��Ƀř3ŉ/C&(.ĉ���ƺĥŎğ1ÈLK�.1�&�$L-CƗ034�

��Ĵ�Γ?Kȕ�3ģ-�ȠȎ.0KĕΟ4Ñɰ�0�3-M���	ȭβ'I�0�

3Ɲͅ4ĉȫ$3ƌβPC*�ʧȅ3�1Σ8͛Q-��1C?Lć7�΄�7ʕ

�ǃä�*,�4�B,ŒÉ1͜�C3.C0I�
  ��º�K=�0�)&� 
� |Ț3��3	ȕ�1«A
30�1�N!�-4K��˷×3a[^rStdT{

1*�,Ǚʐ1̥ý�,�K˅ƿ�K�$37.*�����&ǭ̥-K� 
 

�3���3ɲ΄�ɻƝ.ƱƩ�3�*3C34�?'1$3΄P�ȱ�H�.

4�0��$��,$3/(IC˖��K�.�Ö³0��34L0ɯƨPÔ

1C̟��,OK�ſȿ-OKƱƩ1̐��L0�34˷×�˷×1ªć!ͮƖʐ0

C317�L,OK�I-�.�),ɻƝPǕØ*,ƱƩ1͇K�.PFK�0�3

4ȠȎ-?'�1Ũ�,ƸƫEĀƱ.˘8*�,OK&B1Ͱ�0����Ȏʇ1�

3Ɨ3ƅ14Ƹƫ��0�3��$L-4¾'�Q?Ĵ��ηηη� 
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第六章 東京に住む 
――ひとりで祖師谷に行ってはいけないよ 

 
 
 一九二七（昭和二）年一月刊行の『婦人之友』（第二一巻第一号）を開くと、平塚らいて

うの「砧村に建てた私たちの家」と富本一枝が書いた「東京に住む」が偶然にも一緒に掲

載されている。らいてうは、一九一一（明治四四）年に『青鞜』を発刊して以降、婦人運

動の分野で積極的に行動し、常に世間からの注目を浴びていたし、手紙のやり取りや安堵

村訪問を通じて、しばらく途絶えていた一枝との交流も、再開されていた。 
らいてうは、長女の曙生

あ け み

を一九二三（大正一二）年の春に、長男の敦史
あつぶみ

を翌年の春に、

牛込原町の成城中学校の敷地内にあった成城小学校に入学させていた。校長が沢柳政太郎

で、主事が小原国芳であった。その小学校が、一九二五（大正一四）年に牛込から砧
きぬた

村に

移ることになり、それにあわせて、らいてう一家は、この地に家を建てたのであった。ら

いてうはこう回想する。「当時の砧村は、高台一帯が赤松林と草っ原で、萩や芒や葛などが

生い茂る、文字どおりの草分けの地でした。番地こそあっても、あたりは野原のなかの一

軒家で、小田急の成城学園駅は……家の窓からプラット・ホームと改札口が一目で見渡せ

ます」１１５。 
一枝の娘の陽と陶も、成城学園へ転入した。陽と同学年だった井上美子は、後年『私た

ちの成城物語』のなかで、このように振り返っている。「富本家は、昭和二年に小田急線が

開通する一年近く前、郷里の大和安堵村から家族とともに上京、窯を祖師谷の丘に築く準

備をされた。住居と窯ができ上るまでのしばらく、高田馬場の線路の近くに仮住居があっ

た。長女陽、次女の陶の姉妹が成城学園に入学、目白に家があった私とは、毎日電車の時

間を決めて一緒に通学していた」１１６。いよいよ新居が完成し、富本一家は、高田馬場の

借家から千歳村へと引っ越した。建築地は、「東京市外北多摩郡千歳村下祖師谷八三五」で

あった。井上美子の回想はさらに続く。「小田急線開通の晩夏、昭和二年にわが家が建った

のと同じころ、富本家の新居と窯も完全に完成して北側の奥、成城田んぼの突き当たりの

丘に移られた。その年生まれた壮吉君と、一家は五人に増えていた。陽ちゃんと私もこの

年の三月小学校を卒業して女学校一年となった」１１７。小田急線が開通したのも、成城学

園女学校が創設されたのも、この一九二七（昭和二）年の春のことであった。 
中江百合子と三人の息子たちは、らいてう一家や富本家よりも一足先に成城の地に引っ

越してきており、借家住まいをしていた。のちに三男の昭男は、同じくこの時期の成城へ

の移住者であった植村家の娘の泰子と結婚する。こうして中江家の嫁となった泰子は、さ

らにそののちに執筆する井上美子との共著の『私たちの成城物語』のなかで、そのころの

様子について、このように語っている。「中江家が借家住まいをやめて、いよいよこの地に

土地を買い求め家の新築に取りかかることにしたのは、私が成城小学校に入学したころで

ある。まだまだ空き地は沢山あったが、舅が決めたのは成城もはずれの雑木林と竹藪の二

千坪ほどの土地……田んぼをはさんで祖師谷寄りの高台には、手を振れば見える距離に大

和の安堵村から上京された富本憲吉氏の家がある」１１８。 
 このように、この時期の成城地区は、雑木林と田畑に囲まれた武蔵野の面影がいまなお

残る自然環境を背景として、成城学園の移転や小田急線の開設に伴いながら、新しい文化
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人村としてその姿を現わそうとしていたのであった。 
千歳村での新生活がはじまって一年が過ぎようとしていたころ、長谷川時雨が主宰する

『女人藝術』の創刊が進められていた。創刊にあたって長谷川は、かつての『青鞜』の社

員にも、協力を求めたものと思われる。神近市子はこう振り返る。「世田谷のボロ家に、あ

る日、長谷川時雨女史が生田花世女史を伴って来訪され、婦人が作品を発表するための文

芸雑誌をつくりたいが協力してくれないか、といわれた。私には『青鞜』や『番紅花』の

思い出や経験があり、一も二もなく賛成した」１１９。さらに続けて神近は、この『女人藝

術』を次のように振り返る。「『女人芸術』は、昭和三年七月に創刊された。編集会議は長

谷川女史のお宅で開かれ、資金面は夫君の三上於菟吉氏がカバーしてくれた。当時の婦人

文筆家で、この雑誌に執筆しない人はないだろう。表紙も絵も女流画家に依頼し、創刊号

の巻頭写真にはソ連に旅行中の中条（宮本）百合子の近影が選ばれた。私は山川菊栄女史

といっしょに、主として評論を書いた。林芙美子が『放浪記』を連載して一躍流行作家の

列に入り、上田（円地）文子が戯曲『晩春騒夜』を発表して小山内薫に認められたのもこ

の『女人芸術』である。この雑誌では、上記の人々のほかに生田花世、岡田禎子、板垣直

子、大田洋子、中本たか子、矢田津世子、真杉静枝らが活躍した」１２０。 
まだ一歳半にしかならない小さな壮吉を抱えながらも、一枝もまた、この雑誌の創刊に

協力したにちがいない。そしてそれ以降、関係方面への運動資金の提供容疑で検挙される

までの約五年間、『女人藝術』以外にも、『火の鳥』や『婦人公論』において、短編の小説

や評論文を発表した。また、『婦人画報』に目を向けると、一枝が関係した座談会形式の記

事が掲載されている。一方、『東京朝日新聞』へは書評を寄稿し、「女性のための批判」と

いうコラムも担当した１２１。 
安堵村にいるときは、一枝は、自分のセクシュアリティーについての苦悩について書き、

その一方で、それをいやすかのように自然の美しさや子どもの純真さをたたえる文を書き、

加えて小説「貧しき隣人」や「鮒」を執筆していた。しかし、千歳村に移ると、そうした

傾向の文章は影を潜め、時代の潮流に乗るかのように、徐々にプロレタリア文学に惹かれ

ていった。 
一九三三（昭和八）年八月一三日の『週刊婦女新聞』の「富本一枝女史檢擧――警視廰

に留置、転向を誓ふ」という見出し記事によると、一枝の検挙の理由は、「湯浅女史を中心

とする女流作家の左翼グループの一員として約百圓の資金を提供した事」であった。この

記事を読む限りでは、確かに、執筆活動やその他の支援活動は、検挙の主たる理由とはな

っていないが、同年八月一九日の『讀賣新聞』には、「すべてを認めたうへ従來の行動一切

の清算を誓約した」と書かれている。そこで、参考までに、検挙に至るまでの一枝の主だ

った「従來の行動」について、ここで少し描写しておきたいと思う。 
 東京に移転してのちの一枝は、徐々にプロレタリア文学に傾倒してゆく。一九二九（昭

和四）年七月号の『女人藝術』に寄稿した「夜明けに吸はれた煙草――一九二九年の夢」

は、マルクス主義へ足を踏み入れてみたいという誘惑に駆られながらも、躊躇して思いと

どまるという、いまだ思想的に混乱した一枝の心的風景を描写した最初期の作品であった。

次の一九三〇（昭和五）年九月号の『火の鳥』に掲載された短編小説の「米を量る」は、

当時プロレタリア作家に求められていた生活感や社会観が直接的に投影された生硬な内容

となっていたし、同年一一月号の『婦人公論』掲載の批評文「共同炊事について」も、「米
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を量る」と同じく、幾分表層的な認識に止まり、社会革命と同時に家庭革命が必然的に起

きることを前提に、解放された婦人による共同炊事が近づいていることを楽観的に展望す

るものとなっていた。次の年の一九三一（昭和六）年に一枝が発表した作品は、『火の鳥』

四月号に寄稿した短編小説「哀れな男」と『女人藝術』七月号に掲載された批評文「女人

藝術よ、後れたる前衛になるな」の二編であったが、明らかにどちらも、さらに色濃くマ

ルクス主義的な思想傾向が全面に出ていた。 
一枝のマルクス主義の「階級的視点」から書かれた小説や批評文は、以上に紹介した五

編が、おそらくそのすべてであったと思われる。そして、一九三一（昭和六）年七月号の

『女人藝術』に掲載された批評文「女人藝術よ、後れたる前衛になるな」が潮目となって、

これ以降、検挙されるまでの約二年間に書いたものは、すべて座談会形式での発言か、新

聞紙上の書評ないしは短いコラム記事で、明白な思想的な観点に立って構成された本格的

な小説あるいは批評文の執筆から一枝は完全に距離を置くことになる。どのような理由に

よるものか、それはよくわからない。官憲によるマルクス主義への弾圧を恐れた結果だっ

たのかもしれないし、あるいは、自らの文学的ないしは思想的能力を確信することができ

ない表われだったのかもしれない。 
 そうしたなか、一九三〇（昭和五）年一月、高群逸枝は平塚らいてうとともに無産婦人

芸術連盟を結成した。らいてうは、そのときの様子を、自伝『元始、女性は太陽であった

③』のなかで、こう回顧する。 
 

昭和五年に、わたくしは高群逸枝さんの呼びかけをうけて、高群さんを中心にして

結成された「無産婦人芸術連盟」のメンバーに加わりました。……その機関誌として、

雑誌「婦人戦線」第一号が、この年の三月号から刊行されました。……無産婦人連盟

の綱領は、次のようなものでした。 
一 われらは強権主義を排し自治社会の実現を期す。標語 強権主義否定！ 
二 われらは男性専制の日常的事実の曝露清算を以て、一般婦人を社会的自覚にまで

機縁するための現実的戦術とする。標語 男性清算！ 
三 われらは新文化建設および新社会発展のために、女性の立場より新思想新問題を

提出する義務を感ずる。標語 女性新生！ 
そのころ――いいえ、その後も終始、高群逸枝さんほど、わたくしを惹きつけたひ

とはありません。ただ、もう無性に好きなひとでした１２２。 
 
 このときらいてうは、高群のもつ人間としての情熱の豊かさ、感情表現の自由さに魅了

された。それは、青鞜時代の紅吉（一枝）がもっていた魅力と、どこか通底するところが

あった。らいてうは、続けてこう書く。 
 

高群さんを発見したよろこびのあまり、そのころわたくしが手紙形式で描いた文章

――それは名前は出していませんが、宛名に富本一枝さんを想定したものでした――

のなかで、こんなふうに言っています。 
「わたしはまあなんと高群さんを知ることが遅すぎたのでせう。この国に、しかも

同性の中にかういふ人がゐられたとは。わたしの心はまるで久しく求めて、求めて求
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め得なかった姉妹を今こそ見出したやうな大きな悦びに波打ってゐます。そしてそれ

はどうやら十数年前、あなたをはじめて知った時のわたしのあの悦びと好奇心とにど

こか似通うもののあるのを感じます。……」１２３。 
 
 らいてうは、ここではっきりと、青鞜時代に「あなたをはじめて知った時のわたしのあ

の悦びと好奇心」に触れ、それがいまや高群に向っていることを告白する。振り返ると、

当時紅吉（一枝）は、新聞記者の質問に答えて、こういっている。 
 
紅「煤煙を通じて平塚の性格をみますと或る微妙な點が私と似通つたところがあるの

です、世間の人から見ると一寸不思議に思へるやうな興味を持つてゐるやうですから

會つて見ると果たしてさうでした」 
  記「その興味といふのは例へばドンナものです」 
  紅「それは今は言へません、私は子供の時分から面白い氣分を持つてゐますが夫れは

自ら獨り樂しむ氣分であつて決して口に出して話す氣分ではないのです、死ぬる時に

遺言状の中には書くかしれませんが」１２４ 
 
 ここで注目すべきことは、紅吉は、らいてうが、自分と似通った、「世間の人から見ると

一寸不思議に思へるやうな興味を持つてゐる」ことをはっきりと見抜いていることである。

そして自分については、「子供の時分から面白い氣分を持つてゐます」という。らいてうに

備わる「興味」と紅吉が有する「面白い氣分」――これは、性に対する同質の心的認識が

両者に存在していることを指しているのではないだろうか。十分な証拠がないままの、少々

独断的な見立てになるかもしれないが、らいてうにも、紅吉と同じように、身体的には女

でありながらも、心の性としては、極めてあいまいながら、十割とはいわないまでも数割

程度は「男」を自認していたのではあるまいか。もしこの判断が正しいければ、らいてう

と紅吉のあいだには、性自認における「男」同士の恋愛関係、つまりは、疑似的男色の関

係が成立していたことになる。つまりこの場合、外見的には「女性間の同性愛」に見えて

も、実質においては、「男性間の同性愛」に近いものが発現されていた可能性が残る。その

ように考えてゆくと、一枝の性的指向には、性自認を「女」とする女性へ向けられる性愛

の場合と、性自認を「男」とする女性へ向けられる性愛の場合とのふたつの方向性が混在

していたことになる。前者が、小林信、横田文子、大谷藤子のような人たちとのあいだに

みられるもので、一枝の性自認の観点に立てば「異性愛」の関係になるであろうし、他方

後者が、平塚らいてう、深尾須磨子、軽部清子のような人たちとのあいだにみられるもの

で、一枝の性自認の観点に立てば「同性愛」の関係になるであろうか。もっとも、実際の

性自認や性的指向というものは、このように安易に類型化できるものではなく、そのとき

の状況に応じて複雑で越境的な動きをするのかもしれないのではあるが。 
「無産婦人芸術連盟」の結成にかかわった高群逸枝とは別に、当時、無産婦人の労働者

としての意識を覚醒させる教育と組織つくりとに携わっていた帯刀貞代は、一枝との出会

いを次のように振り返る。 
 

私が富本さんにはじめておめにかかったのは、昭和のはじめだった。そのころ私は
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江東の亀戸で、女子労働者のためのささやかな塾をひらいていて、富本さんは神近市

子さんを誘って、そこをみにこられたのだった。 
そのつぎのあざやかな記憶は、昭和大恐慌のさなかで、塾にきていた女子労働者た

ちの六十日にわたる合理化・工場閉鎖とのたたかいが惨敗したあと、こんどは、こち

らから富本さんをお訪ねしたときのことである。……まだそのころ丘の上にただ一軒

しかなかった富本さんの家は、空気も樹木も、花の色もキラキラ輝いてみえた。それ

いご四十年ちかく、病弱な私は言葉につくせないお世話になった１２５。 
 
 一九三一（昭和六）年四月のある夜のことであった。前年の七月に、当時の共産党中央

委員会の命令のもと非公然とソ連に渡り、モスクワで開かれたプロフィンテルン（労働組

合国際組織）の第五回大会に出席したのち、党の事情でそっとこの二月に日本に帰ってき

ていた蔵原惟人が、村山籌子
か ず こ

の案内で、畑のなかの暗い道を通って密かに富本家を訪れた。

蔵原は、当時の日本にあってプロレタリア文化運動を理論面で支える中心的な人物であっ

た。一方、蔵原を富本宅へ案内した村山籌子は、舞台芸術の演出家の村山知義の妻であり、

当時童話作家で詩人として活躍していた。おそらく『女人藝術』を通じて、一枝と籌子は

親しくなっていたのであろう。もっとも、籌子の最初の富本夫妻との出会いは、羽仁もと

子が園長を務める自由学園高等科の一期生として関西へ卒業旅行に出かけたおりに、安堵

村の富本家を訪問したときのことであった。蔵原は約一箇月間、富本家にかくまわれた。

後年、そのときの様子を、こう回想する。「富本さん夫婦は心よく私を迎えいれ、とくに私

のためにお嬢さんの使っていた一室をあけて下さった」１２６。さらに蔵原が回想するとこ

ろによると、帯刀貞代が「数日間この家に泊まっていた。……私は警戒する必要はなかっ

た。しかし貞代さんは『あまり長居をすると御迷惑をかけるから』といって帰っていかれ

た」１２７。滞在の目的は、闘争敗北の報告だったのであろうか。あるいは、闘争後の心身

の疲れを回復させるための滞在だったのかもしれない。 
 村山知義の二度目の収監が、一九三二（昭和七）年の二月で、蔵原惟人が獄窓の人にな

るのが、同年の七月のことであった。そして、次の年（一九三三年）の二月二〇日に、今

度は小林多喜二が逮捕され、同日、拷問により死亡する。当時のプロレタリア文化運動に

とって、最大の受難の時代であった。 
この時期一枝は、『東京朝日新聞』において書評を書き、「女性のための批判」というコ

ラムも担当した。書評としては、一九三三（昭和八）年三月二五日に、文化学院教授の河

崎なつの『新女性讀本』（文藝春秋社）をとり上げている。「女性のための批判」というコ

ラムには、続く五月八日に「轉落の資格 毒煙と三井と三菱と」を、五月一五日に「心を

打たれた二つの悲惨事」を、五月二二日に「膽のすわり 犯罪にも明朗性」を、五月二九

日に「生活苦諸相 生きるための罪々」を、そして六月五日に最後となる「男爵夫人 馬

鹿さを持つ女性」を書いた。 
それからちょうど二箇月後の八月五日、官憲の手により一枝は連行される。一九三三（昭

和八）年八月一三日の『週刊婦女新聞』は、「富本一枝女史檢擧――警視廰に留置、転向を

誓ふ」という見出しをつけて、次のように報じた。 
 

青鞜社時代の新婦人として尾竹紅吉の名で賈つた現在女流評論家であり美術陶器製作
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家富本憲吉氏夫人富本一枝女史は過日來夫君と軽井澤に避暑中の處、去る五日單身歸

京した所を警視廰特高課野中警部に連行され留置取調べを受けてゐるが、女史は先週

本欄報道の女流作家湯浅芳子氏と交流關係ある所から、湯浅女史を中心とする女流作

家の左翼グループの一員として約百圓の資金を提供した事が暴露したもので、富本女

史は野中警部の取調べに對して去る七日過去を清算轉向する事を誓つたと１２８。 
 
 一枝と湯浅芳子が、面識をもつようになったのは、ほぼ間違いなく『女人藝術』を通じ

てのことであったろうと思われる。当時、『女人藝術』は、文学を志す女たちのマルクス主

義を介する人間関係の構築の場となっていたようである。一枝と湯浅のふたりが運動資金

を巡ってどのような政治的友好関係にあったのか、さらには、ふたりに共通していたであ

ろうセクシュアリティーの問題について、両人がどう胸を開いて語っていたのか、資料上

何もわからない。その一方で、この時期一枝が教会に通うことを示す資料も残されていな

い。当時の思想上の関心が教会を遠ざけてしまったのか、あるいは、宗教では自分の心的

問題は解決されえないことを悟ったために足が遠のいてしまったのか、その理由に関して

もまた、想像するしかほかない。いずれにせよ、固く誓って禁じていた、美しくて才能あ

る女性へ向かう関心が、このころから再燃するのである。つまりは、『女人藝術』は、マル

クス主義に立って人間の解放と改革を目指す文学への確信を一枝に芽生えさせる土壌にな

っただけではなく、その一方で、大変皮肉なことに、女性が多く集まる空間だったがゆえ

に、一枝が抱えるセクシュアリティーの問題を結果的に誘発する場ともなったのであった。 
『女人藝術』を主宰し、引き続き『輝ク』の刊行に尽力した長谷川時雨が、一九四一（昭

和一六）年八月に亡くなった。その後、近代文学研究者の尾形明子は、『女人藝術』を調査

するうえから、この雑誌の編集に携わっていた熱田優子に聞き取りを行なう機会をもった。

以下は、尾形が聞き書きした、一枝に関する熱田の発話内容である。 
 

すらっとしていたけれど筋肉質でしっかりした体型でね。芸術家の奥さんというより、

富本さん自身が芸術家。着物をきりっと粋に着こなしていて、感性が鋭くて趣味もよ

かった。……女の人が好きで、横田文子がかわいがられていたわね。それで長谷川さ

ん、私たちにひとりで祖師谷に行ってはいけないよって言っていたけど、大谷藤子さ

んも親しかったのではないかしら１２９。 
 
 上の発話内容は、熱田と尾形のふたりが伝達者として中間に入っており、いわゆる「伝

言ゲーム」の危険性が全くないわけではないが、それでも、もし長谷川が、「ひとりで［一

枝の自宅のある］祖師谷に行ってはいけないよ」といって、生前に周囲の人間に注意を促

していたことが本当に事実であるとするならば、一枝のセクシュアリティーは、すでに「公

然の秘密」となっていただけではなく、美貌と才能をもつ女性にとっては、「危険な存在」

になっていた可能性さえ残る。 
前章においてすでに引用のかたちで紹介しているように、確かに一枝は「東京に住む」

の文中で、「こ ［ゝ神］に歸依したことは同時に小さい自我を捨てたことである」と書いた。

しかし、「小さい自我」は、間違いなく生き残っていたのである。 
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第九章 戦時体制下にあって 
――憲吉さん、お気のどくだと思うだろう 

 
 
アジア・太平洋戦争は、一九四一（昭和一六）年一二月八日、マレー半島への上陸とと

もに、ハワイの真珠湾攻撃にはじまり、その後日本軍の戦線は拡大し続けた。しかし、一

九四二（昭和一七）年六月のミッドウェー海戦で大敗を喫すると、戦局は大きく傾き、南

太平洋の日本軍は次々と壊滅の道をたどっていった。神近市子は、米軍による本土空襲が

近づく気配を感じていた。「昭和十八年にはいると、英軍がベルリンを夜間攻撃しはじめた。

もはやドイツの敗色は濃厚であった。日本では学徒兵が動員され、国民兵の兵役が四十五

歳まで延長されて、“決戦はこれからだ”と叫ばれていたが、私は早晩東京もベルリンのよ

うに絨毯爆撃の猛威にさらされると考えた」１４７。疎開の開始である。神近の回想は続く。 
 

そんなとき、私の頭に浮かんだのが、旧知の中溝家のある府下（都制が敷かれたのが

昭和十八年）の鶴川だった。そこには、富本憲吉氏が、「ひとりで静かに絵を描きたい」

ということで一軒の茅葺き小屋を借りておられたが、氏は、その家をまだ見ていず、

家賃の交渉もしていない段階だった。そこで私は富本氏にたのんで、その家を譲って

もらうことになった１４８。 
 
 こうして本郷の下宿間を出て、鶴川での神近の疎開生活がはじまった。 
詩人の深尾須磨子が祖師谷へ疎開するのも、一枝との縁であった。その経緯から疎開生活

中の一枝との交流までが、『わが青春・深尾須磨子』の第三章「祖師ケ谷時代［前期］」のな

かに描かれている。著者は高野芳子。高野は深尾との出会いを、こう回想する。「私がはじ

めて深尾須磨子に会ったのは、昭和十八年二月七日、太平洋戦争がはじまって間もない頃の

ことであった。誰からの紹介もなしに、おさげ髪の先にリボンを結んだ十七歳の少女は、期

待と畏れに胸をはずませて、その扉をたたいた。九州の片田舎の女学校から、女子大に入っ

てまだ一年もたたない女の子にしては、いささか生意気に過ぎたであろうか」１４９。深尾、

五四歳、詩人としてすでに社会に認められた存在であった。若くして深尾の詩に強い感動

を経験していた高野は、この日をきっかけに、しばしば休日になると、高田馬場駅に近い

「寂光莊」と呼ばれる深尾の家を訪れるようになった。しかし、「いよいよ、東京空襲がは

じまりそうだというので、誰もが疎開をしだした。……『神近市子が鶴川にしたらよいと

いうんだけどねえ』など、考えあぐんでいるうちに、耳よりな情報が入ってきた。富本一

枝さん……が知らせてくれた。富本家のすぐ近くに手頃な小屋があいているというのであ

る」１５０。この小屋には、入り口の引き戸を開けると土間があり、その土間を挟んだ右手

に五畳半の和室、左手に八畳の和室がついていた。裏手には、錆びついた手押しポンプと

ほこりだらけのゴエモン風呂があった。深尾は、一九四四（昭和一九）年の春もまだ浅い

ある日、この小屋に引っ越し、こうして疎開生活がはじまった。女子大の寮に住んでいた

高野も、ほとんど週末にはここへ来て、深尾と一緒に過ごした。 
次の挿話は、疎開中の出来事についての高野の回想である。このときまでに高野は、深

尾のことを「マダム」と呼ぶようになっていた。 
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「何か、たきつけにつかう紙くずないかしら」「いいものが、ある、ある」マダムは行

李いっぱいにつめこまれた手紙類を持ちだしてきた。おどろいたことに、その殆んど

が富本一枝さんからのものであった。私は、焚き口に手紙をポンポン投入れて火をつ

けた。読んでみたい誘惑にかられた。胸をドキドキさせながら、文面に目をはしらせ

ると、「どうじゃ、ようもえとるか」マダムがのぞきにきた。「そんなものを読んでは

いけない。いいか、封筒に入れたままもすんだ」私はワルサをみつけられた子供みた

いに小さくなって、その上に枯枝をくべ、古い柱のきれっぱしをのせた。実によく燃

えた。メラメラと燃えあがるほのおをみつめながら、私は、一枝さんの情熱がゴエモ

ン風呂をわかしていることにあわれさを感じた１５１。 
 
 また、疎開生活のなかでは、こんなこともあった。深尾は高野芳子のことを「ヨシコ」

と呼んでいた。 
 

「深尾さん、まだ起きていらっしゃいます？一枝です、ちょっとここ あけて頂けな

いかしら」……白い着物をゾロリと着流して、一枝さんは素手に大きな魚を一匹、高々

とかかげるようにぶらさげて立っていた。一枝さんの目は少しつりあがり、うるんで

みえた。月の光に、青ぐろくヌメヌメと魚のうろこが光り、尾っぽをつかんだ手がこ

きざみにふるえている。……マダムは殊さらにとりすましたうけこたえをしているが、

いっこうに手をだそうとはしない。素手で受けとるには、何やら気味がわるすぎるの

だ。私はあかりをつけて急いで大皿を探した。皿にのせてもらった魚は、ずっしりと

意外な重さで、なまぐさい匂いが立ちこめた。……「あの方、どうかなさったのかし

ら」「さっきから 魚をさげて じっとその辺に立っていたのかもしれないよ」「まさ

か」「ヨシコのことが気になって 気になってしようがないのかもしれない」「どうし

て？どうしてなの？」「そんなことは分らなくたっていいんだよ。さあおやすみ」と言

われても、おいそれと眠れるものではなかった１５２。 
 
その出来事から一夜が明けた。ヨシコは、マダムから同性愛について話を聞いた。ヨシ

コの回想は、こう続く。 
 
翌日 女と女が愛しあう、いわゆる同性愛について、ギリシヤの女詩人サッフオあた

りまでさかのぼって解説してもらえたのは、もうけものだったが、「ほら、以前同居し

ていらした荻野綾子さん、あの方とはどうだったの？」「何が？」「何がって、その…

今のおはなしみたいな…」と、ためらいがちに投げてみた質問も、「アホーやなあ、そ

んな噂を真にうけとったのか」と、軽くいなされた。そうであったのかもしれず、な

かったのかもしれず、確証はない。だが、「何もびっくりするには及ばない。そんなこ

ともあるというだけの話だよ。ゆうべのことだって…」といわれても、前夜のできご

とが、それとどう結びつくのか、私には判じ難かった１５３。 
 
 それにしても、ヨシコは、マダムと荻野綾子の関係を知っていた。どのような経緯で知
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ったのであろうか。それはわからない。しかし、このふたりの関係は、すでに多くの人が

知るところとなっていた。というのも、すでに一九三〇（昭和五）年五月号の『婦人公論』

に「同棲愛の家庭訪問」と題した記事が掲載されており、深尾須磨子と荻野綾子、吉屋信

子と門馬千代子、金子しげりと市川房枝の三組のカップルの「同棲愛」家庭が紹介されて

いたからである。深尾須磨子と荻野綾子のカップルについて、訪問者であるその記事の記

者は、冒頭、このように書いていた。「一枚の表札に『深尾』と『荻野』が仲よく並んでゐ

る。晝間なのに格子戸の鍵がかゝつているのは、女ばかりの住居の用心のためであろう。

案内を乞ふ聲に應へて出て來たのはステージでお馴染みの荻野さんだ」１５４。この雑誌が

発売されたときは、ヨシコはまだ五歳前後の幼子だったことを勘案すれば、ヨシコがこの

ことに気づくきっかけは、長じてその後に誰かに聞かされたことによるものであろう。 
マダムとヨシコの会話は続く。マダムは、憲吉の心情を察して、「憲吉さん、お気のどく

だと思うだろう」と、ヨシコに問いかけてみた。 
 

「憲吉さん、お気のどくだと思うだろう」と同意を求められても、何がどうお気のど

くなのか見当もつかず、私には返事のしようがなかった。その大きな魚は、“もったい

ながりや”のマダムも、さすがに食べてみようとは言いださず、庭の隅のいちぢくの

木の下に穴を掘って埋めてしまった１５５。 
 
 富本家につながる坂を上っていく女たちの姿が、この時期しばしば見受けられた。陽の息

子の岱助も、一九四四（昭和一九）年の六月の誕生日で、七歳にまで成長していた。ヨシコ

と岱助は、なかなかの仲よしだった。「女子大生といっても、一人娘でのんびり育った子供

気分のぬけきらない私と、年にしてはオシャマなこの男の子はヘンに気があった」１５６。あ

るときのことである。 
 
岱ちゃんと畦道でもち草をつんでいると、富本邸へ上がっていく坂道に、小ぶとりの

男の姿が見えた。「あの人ね、男みたいだけど、本当は女なんだよ。名前は、オモべ・

ワルコ」もどってから大真面目でマダムにその話をすると、彼女ははじけたように笑

いだした。「バカだねえ、岱助にかつがれたりして、あれは、軽部清子なんだよ」と、

この風変りな女性の話を一くさりきかされた。作家の大谷藤子さんも、しばしば富本

邸への道を上っていった１５７。 
 
 そののちヨシコは、画家の堀文子との会話のなかで、「祖師ケ谷の話が出て、ちょうどそ

の頃、堀さんも何回か富本邸へ訪ねてきたことがあるとききおどろいた」１５８ことも、回

想している。 
 このころヨシコや岱助が目撃した女性はその一部で、一枝が特別に親しくしていた多く

の女性たちが、このように、富本家へと続く坂道を上っていったものと思われる。大和の

安堵村から東京の千歳村へ移住してこのかた、その真の実態はどうであれ、すでに言及し

ている資料に明確に残っている名前に限って列挙しても、それなりの数になる――深尾須

磨子、軽部清子、横田文子、堀文子、そして大谷藤子。 
一九三五（昭和一〇）年の『中央公論』一二月号の「新人傑作集」に所収されている「血
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縁」が、大谷藤子の作家としてのデビュー作のひとつであろう。一九六三（昭和三八）年

に憲吉が亡くなると、ただちに筆を執り、「失われた風景」と題するエッセイに仕上げ、富

本家を訪問していた当時を懐かしんだ。「私は戦争中から戦後にかけて、しげしげと富本家

を訪ねた。陶芸家として第一人者である先生を訪ねたのではなく、夫人と親しくしていた

からだった。ときどき泊まり込んだりした」１５９。大谷は、泊まり込んだ翌日のある朝の

ことを鮮明に記憶していた。 
 

私はいまでも思い出すが、富本家に泊った翌朝早く、近くの雑木林を歩きまわった

ことがある。朝霧が丘にたなびいて、すがすがしい初夏の季節だった。私の着物は朝

露にしっとりと濡れ、みづみづしく照り映えた若葉の香りがあたりにたちこめていた。

私はその香りをなつかしみ、ほっとひと息つくような思いだった。なんという静かな

自然のたたずまいだろう。私は心のやすまるのをおぼえた。そのとき先生［憲吉］の

仕事場になっている建物のあたりに人影が見えた。遠くから眼を凝らすと、それはた

しか先生だった。こんなに朝早く、中止しているはずの仕事場に先生は入っていくの

だろうか。邸から道を距てたところにある小づくりな建物が先生の仕事場になってい

た。私が近づくと、先生はうつむいて、ろくろをまわしておられた１６０。 
 
ところで長男の壮吉も、一九四四（昭和一九）年の一月の誕生日で、一七歳にまで成長

していた。七歳の孫の岱助が、軽部清子のことを「オモべ・ワルコ」と呼ぶくらいだから、

当然息子の壮吉も、母親一枝を頻繁に訪ねてくる女友だちについて、さらには、修復の見

込みがもはや期待できそうにない憲吉と一枝の夫婦関係について、何らかの強い思いを抱

いていたであろう。学友に、西部グループの創業者の堤康次郎を父にもつ堤清二がいた。

清二は、自分の出生にかかわって悩みをもっていた。そうしたことから、壮吉と清二のふた

りは接近し、終生の友となる。壮吉は、自分の苦しみを清二に打ち明ける機会をしばしばも

ったことであろう。清二は、それを自分の問題と重ね合わせて、共有しようとしたにちがい

ない。戦後大学を出ると、壮吉は映画監督の道を選び、一方清二は、実業家として腕を振る

うとともに、「辻井喬」の筆名で文芸の世界に入り、壮吉が亡くなると、その鎮魂歌ともい

うべき作品「終りなき祝祭」を上梓するのである。著者の辻井喬は、その「終りなき祝祭」

の「序章」で、「壮吉は終生、両親の関係を映像化することを願い続けていた」１６１と述べ、

壮吉の助監督を長年務めていた人物から聞いた話として、以下のことを紹介する。 
 

その助監督の話とは彼［壮吉］が三島由紀夫の短篇を素材にした作品を撮っていた時

のことである。夜、ロケーションの先の宿舎で酒が入った時、 
「僕ね、同じ三島由紀夫の原作でも『午後の曳航』の方を撮りたかったんだ」と言い

出した。この『午後の曳航』のクライマックスは、母の情事を少年が隣室の腰板の穴

から覗く場面なのである。助監督が「自分も読んでいる」と答えると、 
「あの少年と同じ経験しているんだ。もっとも僕の場合、相手は女性なんだよ、男じ

ゃない、父親はほったらかしにされて、一晩中部屋の中を歩いている。そんな両親の

様子を僕が見ている」と彼［壮吉］は言った１６２。 
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 それでは、三島由紀夫の「午後の曳航」のクライマックスの場面に対応して、辻井喬の

「終りなき祝祭」では、その場面が、どうのように描かれているのであろうか。主人公は

田能村壮吉。その父親は善吉、母親は文。勤務していた学校の生徒を連れて飛騨高山に疎

開していた善吉が、途中で一度東京の自宅にもどる。着いたのは夏の夜の一〇時に近かっ

た。玄関から入ろうとしたが、家のなかは静まりかえっている。秩父の知り合い先へ疎開

したのかと思い、善吉はそっと庭先に回ってみた。 
 

床まである上部がガラスの戸が開いたままになっている。善吉は留守のあいだに草

がずいぶん伸びたと思った。部屋のなかには中空に上った月の光の奥になっていてよ

く見えない。蚊帳が吊ってあるのが分った。夜具が白く浮上ってくる。人が浴衣を着

て寝ている姿がぼんやりと見えてきた。声を掛けようと一歩踏み出して善吉は思いと

どまった。彼女の動きが不自然なのだ。と、腕のようなものが、白い浴衣の肩を捕え

た。寝ているのは一人ではない。小さい呻き声が聞え、それを制止するような囁きが

続いた。……「誰ですか、あんたは」文の怯えた声があがった。……隣の部屋から誰

かが起きたらしく、そっと、部屋の奥に入ってきた。壮吉らしかった１６３。 
 
 著者の述べるところによれば、「終りなき祝祭」は、壮吉が死に向かう病床で書き残した

手記が土台になっている。手記自体は公表されていないので、正確には何もわからない。

これまでの自分の人生のなかにあって壮吉が受け止めた、消しがたい強固な思いが反映さ

れているだろうと想像される反面、心身の衰弱とあいまって、正確な記憶が徐々に溶解し

た内容となっている可能性もあるのではないだろうか、とも思われる。いずれにしても、

手記の実態は別にして、「純文学書下ろし特別作品」という文字が添えられたこの「終りな

き祝祭」は、あくまでも創作という虚構空間での出来事の描写であり、したがって、描か

れている内容がすべて真実あるとは限らない。おそらくは、そのほとんどが絵空事であろ

う。しかしながら、内容や形式はどうであれ、生前公に口に出せなかった苦悩の実相を、

あるいは逆に、何としてでも口に出したかった苦悩の残像を、没後、本人に代わって、友

人の筆をして語らしめた真の力は、それは一体何だったのであろか。「手記を読み終った時、

私には田能村善吉と妻の文の愛憎の構造をはっきりさせることが、旧友の心を慰める一番

の方法のような感じがしてきた」１６４。この言葉で「序章」は終わり、「第一章」の田能村

文の検挙の場面から物語ははじまる。 
 一枝と俳人の中村汀女が知り合うのも、戦争末期の耐乏生活を強いられていた、ちょう

どこの時期であった。汀女は、自伝『汀女自画像』のなかで、こう書き記している。 
 
作家の大谷藤子氏とは近所だから知り合い、そして紹介してもらったのが富本一枝氏

である。さっそく買い出しに連れられた。小田急線の鶴川に住まっておられる神近市

子氏を「たよる」というのであった。初対面、わが家にあったビールを二本おみやげ

にした。神近家にはいろいろな人たちが来ていられたようだ。その日もさっそくビー

ルをあけられていたが、富本一枝氏が、「あら、私にも飲ませて下さいよ」と言われ

たのに、私はちょっと驚いた。「女にもやはり飲む人がいるのだなあ」といった感じ

であった。神近家を中つぎにしてそこから三里入ったところの農家へ行く。ひたすら
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に歩けばよかった１６５。 
 
こうした一枝の買い出しに一緒に行ったのは、汀女だけではなかった。しばしば大谷藤

子も一枝に同伴することがあった。一枝の戦時スタイルがおしゃれだったことが、大谷の

記憶に残っているし、何よりも一枝は、大谷にとって不思議な魅力をもつ存在であった。 
 

私は夫人に誘われて食糧の買い出しに出かける日が多かった。電車で三十分ばかり

乗り、それから一里の道を歩くのである。低い山々の間にある村の街道を、長身の夫

人は網袋をしょって軽快な足どりで歩いて行った。私は夫人がそのころ人々の日用品

になっていたリュックサックをしょっているのを見たことがない。麻のしゃれた網袋

の中には食糧を包むための風呂敷や袋がいれてあるのだった。……夫人は不思議な魅

了があって、そばにいると私を仕合せな気持ちにさせた。「神近さんのところへ寄りま

すよ」１６６。 
 
 往復二里の買い出しの帰りに、ふたりして神近市子の家に立ち寄り、一休みすることも

あった。「『お茶だけでなく、何かお出しなさいよ』夫人は神近氏にこう言ったりして、の

びのびとした。……『これいつあげましたか』夫人はそんなことを言いながら、お菓子皿

をとりあげてつくづく眺めたりした。……その［神近の住む］農家も、後になって空襲で

焼けた。……『ほんとうに丸焼けですよ』夫人は気の毒そうに言って、とりあえず衣類な

どを行李につめて届けるのだった」１６７。 
 一枝が大谷と一緒に買い出しに行った帰りに立ち寄るとき、神近は、若き日の自分と尾

竹紅吉（一枝）との女同士の親密なかかわりを思い出したかもしれなかった。のちに神近

は、雑誌のインタビューに答えて、このようなことを告白している。 
 

また、尾竹紅吉のことですが、平塚［らいてう］さんと同性愛だったというお話が

あります。それで奥村博さんの出現かなにかで、尾竹さんが平塚さんに反感をもつこ

とがあるんです。そのときに、精神的な同性愛というようなものでしょうね、尾竹さ

んが私に密着していたことがあったのです。で、あそこに来いとか、あそこに移って

こいとか、だから私は彼女の家に、一ヶ月ぐらい泊まっていたことがあります１６８。 
 
空襲が激しくなってくると、村々を訪ねて食料を調達するこうした買い出しの生活も限

界に達し、米軍が投下する焼夷弾から命を守るために、富本家も、祖師谷の家を離れ、疎

開を余儀なくされた。大谷は回想する。「富本さん、家中で秩父の私の実家に疎開してみえ

たりしました」１６９。 
一九四五（昭和二〇）年四月、米軍、沖縄本土に上陸。八月、広島と長崎に原爆投下。

そしてポツダム宣言を受諾し、日本は敗戦した。八月一五日、終戦のこの日を、当時東京

美術学校の教授をしていた憲吉は、疎開で出張していた岐阜県の飛騨高山で迎えた。一枝

と子どもたちは、大谷の実家のある埼玉県の秩父で――。すべてが終わった。憲吉五九歳、

一枝五二歳の暑い夏だった。 
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第一〇章 憲吉の出奔と戦後生活 
――死のうと思って、身の回りのものを焼き捨てた 

 
 
 戦争が終わった。憲吉と一枝の、戦争にも似た関係も、そのとき終わった。寒冷地にお

ける焼き物の試作のために残留していた飛騨高山から、一九四六（昭和二一）年の一月に

祖師谷にもどると、六月には家を出て、単身憲吉は、安堵村へ帰って行った。のちに憲吉

は、『日本経済新聞』に掲載された「私の履歴書」のなかで、こう綴っている。 
 

私にしてみれば、二十年間の東京生活の間に、船腹の貝殻のようにまといついたすべ

ての社会的覊絆や生活のしみを、敗戦を契機に一挙に洗い落としてしまいたかったの

である。すでに郷里の大和へ一人で引き揚げる覚悟もついていた。私は陶淵明の帰去

来の辞の詩文を胸中ひそかに口ずさみながら大和へ発った。……あれもこれも投げ捨

てて、とにかく裸一貫で私は大和へ帰った。東京でなにものかに敗れたというような、

みじめな思いはちりほどもない。耳順六十歳にして、私はむしろ軒昂たる意気込みだ

った。ロクロ一台、彩管一本をかたわらに私は新しい制作への意欲に燃えていたとも

いえよう１７０。 
 
ここには、離別の具体的な理由については、何も書かれていない。なぜ憲吉は、家を出

る必要があったのであろうか。一九六九（昭和四四）年九月の『婦人公論』（第五四巻第九

号）に掲載された、女性史研究家の井手文子による「華麗なる余白・富本一枝の生涯」の

なかに、以下のようなことが書かれてある。 
 

なぜ、憲吉は一枝のもとを去ったのであろう。その別離の理由を水沢澄夫はある日

彼から聞いた。長くためらったのち、憲吉は「あの人はレスビアンだった」と言った

という１７１。 
 
 水沢澄夫は美術評論家であり、憲吉との交友は長いものの、一九五七（昭和三二）年一

〇月の『三彩』（第九二号）に「富本憲吉模様選集」と題してその書評を寄稿しているので、

憲吉からこのことを聞かされたとすれば、おそらくはこのころの時期だったのでないかと

思われる。憲吉が語ったとされる「あの人はレスビアンだった」という言葉が表に出るま

でには、水沢と井手というふたりもの人物が介在する。したがって、この言説が絶対的に

正確かどうかについての確証は何もない。しかしながら、憲吉も一枝も、本人たちは直接

何も語っておらす、この水沢と井手を経由した憲吉の言葉が、現段階にあって唯一、ふた

りの離別の理由を知るうえでの手掛かりを与えているのである。これが事実であるとする

ならば、憲吉は、結婚以来の一枝のセクシュアリティーにかかわる問題に、もはや耐えか

ねて家を出たことになる。 
家を出るにあたっては、財産の分割は、どのように行なわれたのであろうか。離別の原

因が一枝にあるのであれば、贈与の必要性も生じなかったであろうし、逆に慰謝料さえ請

求することができたのかもしれなかった。しかし憲吉は、そのようにはしていない。その
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ことをうかがい知ることができる一通の手紙が残されている。この手紙は、一九四八（昭

和二三）年の夏に、陶の夫の海藤日出男に宛てて、憲吉から出されたものである。以前憲

吉が仕事場としていた工場
こ う ば

を少し改装して、自分たちの生活空間として使わせてもらえな

いかという陶夫婦の問い合わせに対する返事らしい。 
 

要事から書きます 工場は勿論 あの家に附属したもの故、諸君のうち誰が使用され

様とも結構であります 私は去年八月申し送りました通り家の半分を一枝に その残

りの半分を三人におくりましたから私のものではありません、あの家には私の書物や

衣服がありますが帰へって行くのがいやでモウ一切捨てるつもりで居ます１７２ 
 
 この手紙から、家の半分を一枝に、残りの半分を陽、陶、壮吉の三人の子どもに分与し

たいとする意向が、すでに家族に伝えられていたことがわかる。これにより、祖師谷の家

屋敷と工場はもちろんのこと、家具調度品から作者留め置きの作品に至るまで、さらには

預貯金や野尻湖の別荘も含めて、すべて家族に残したまま憲吉は東京を離れたものと推察

される。まさに裸一貫、生まれたままの姿で、生まれ故郷に帰ったことになる。これが、

原因や理由はどうであろうとも、自分独りの一方的な判断で東京を去り、その結果稼ぎ手

を失うことになった家族への、憲吉なりの償い方、ないしは責任のとり方だったのかもし

れない。あるいは、一枝とのいっさいの関係を断とうとする、離縁にあたっての憲吉の強

い意志の表われだったのかもしれない。さらには、折半さえもしなかった理由には、今後

の壮吉の養育費や教育費などへの配慮が含まれていたのかもしれなかった。このとき憲吉

は、東京美術学校にも帝国芸術院にも辞表を提出した。こうして憲吉は、家族だけではな

く、すべての社会的地位も、そしてすべての財産も放棄したのだった。 
生まれ故郷の安堵村に帰還したものの、もはや瀬戸物を焼く窯はなく、懐の不如意に耐

える。一九四七（昭和二二）年の秋も深まり、寂寥感が憲吉の胸に忍び寄る。このとき憲

吉は、次のような切々たる詩を書いた。 
 
半ば枯れたる荻 
風になびき倒れむとして倒れず 
あゝ秋風になびく荻 
窯なく放浪のわれに似たる 
あゝ秋風になびく荻 
われに似たる１７３ 

 
このあとに「昭和二十二年立冬 大和國安堵村舊宅にて 憲吉寫並文」の文字列が続く。

この詩片と茶碗の絵が、水原秋櫻子が主宰する句誌『馬酔木』の一九四八（昭和二三）年

正月号の巻頭詩に用いられた。その後憲吉は京都に移り住み、ここを起点として晩年の製

陶活動が開始されてゆく。 
 それでは、一方の一枝の戦後の生活は、どのようにしてはじまったのであろうか。これ

について神近市子が、次のように語っている。 
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晩年は夫君と別居され、青春時代の華やかな紅吉を思うと涙をそそられるような淋し

い日々だったが、花森安治氏が彼女をかばって、いつまでも『暮しの手帖』に執筆を

依頼した。中村汀女氏も彼女を選者に迎えて、最後まで彼女の才能を評価された。そ

の意味では、一枝さんは幸せな人であった。私たちの友情も終生変わらなかった１７４。 
 
 前述したように、一枝と汀女が知り合うのは、戦争末期のころで、大谷藤子の紹介であ

った。戦時下の買い出しや疎開を通して女性たちは協力し合い、それに伴い交流の輪も広

がっていった。汀女は、こう書く。「この縁故で、私たちは神近家に疎開荷をあずけ、ま

た農家にも荷をあずける日が来た。また、二十二年に創刊した、主宰誌『風花』の編集も

富本一枝氏がやって下さることになったのである」１７５。 
 『風花』創刊号が発行されたのは、奥付によると、一九四七（昭和二二）年の五月一日

であった。さらにこの創刊号の奥付には、編輯者に富本一枝、發行者に中村汀女の名前が

記載され、發行所は風花書房で、所在地の住所は、汀女の自宅の「東京都世田谷區代田二

ノ九六三」となっている。また、「本號特價十八圓」の文字も並ぶ。目次に目を移すと、

最初の行に「表紙・扉・カット」として富本憲吉の名前が明記されている。この創刊号に

は、九人の執筆者が寄稿し、そのなかには、武者小路實篤の「畫をかく事で」、室生犀星

の「（俳句）蕗の臺
とう

」、そして河盛好蔵の「何を讀むべきか」などが含まれていた。汀女

は、このような著名人への原稿の依頼について、「こうしたお願いなども編集をやって下

さった富本一枝氏の配慮であった。諸先生にはほとんど稿料というものもさしあげ得なか

った」１７６と、自伝のなかで回顧している。そして巻末の「後記」に、編集を担当した一

枝の言葉を読むことができる。一枝は、このように書き出す。 
 

創刊號の編輯後記を書かうとして、私は感慨深い思ひです。昨年の十二月から約半

歳、本誌を發刊するにつけて苦勞しました。中村さんも私も、出版事情が日に日に悪

い時期に、雜誌を出すといふことがどんなに困難な仕事であるかと云ふことは充分計

算にいれてゐましたが、さて仕事にかかつてみると、豫期しない障害が次々にやつて

きて、幾度か引き返したくなりました。それでもとにかく此處まで辿りつきました。

それだけに嬉しさ格別です１７７。 
 
 一枝は、「私は感慨深い思ひです」と書く。その思いは、単に、大きな苦労のうちに何

とか創刊することができたという達成感だけに止まらず、この句誌の第一号の「後記」を

書くにあたって、かつての『青鞜』や『紅番花』のときのことがにわかに一枝の胸に蘇り、

そうした過去の思い出とない交ぜになって、感慨は一層の複雑さを増していたものと思わ

れる。あのときは、憲吉を知ったばかりの時期だった。他方いまは、憲吉が家を出たばか

りの時期である。その間の結婚生活は、自分にとって一体何だったのであろうかと、ふと

自問したとしても不思議ではない。憲吉に表紙のデザインを依頼したのは、いつだったの

であろうか。一枝がいうように「昨年の十二月から約半歳」が編集期間であったとするな

らば、すでに憲吉は祖師谷を出て、家にいない。もしこの期間に依頼しているとすれば、

一枝は安堵村の憲吉に、この件で連絡をとったことになる。思い起こすと一枝は、『青鞜』

や『紅番花』のときも、安堵村にいる憲吉に連絡をとり、木版に使う下絵や表紙を飾る原
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画の製作を依頼していた。くしくも一枝は、この『風花』の編集作業を通して、若い日の

あのときと全く同じような内容と方法により、憲吉との交流を再体験したのであった。し

かし違うのは、『青鞜』や『番紅花』のときは、ふたりの関係のはじまりを意味したが、

『風花』の場合は、その終わりを意味していた。 
一九四八（昭和二三）年の一二月一日に発行された『風花』第一〇号を開くと、「風花

集」に、平塚明子（らいてう）と中江百合（百合子）の作品が、そろってそれぞれ三句、

掲載されている。しかしながら、それ以上に目を引くのは、この号に「少年少女圖書出版 

山の木書店」の広告が掲載されていることである。広告されている書籍は、吉野源三郎著

『人間の尊さを守ろう』（定価一二〇円）、久保田万太郎著『一に十二をかけるのと 十

二に一をかけるのと』（定価一三五円）、中澤不二雄著『ぼくらの野球』（定価七〇円）

の三冊で、出版社の所在地は「東京都世田谷區祖師谷町二ノ八二九」となっている。一枝

は、この時期あたりから、『風花』の編集業務から少しずつ離れ、「山の木書店」という

出版社を立ち上げると、児童図書の刊行事業に全力を注ぐようになっていったものと思わ

れる。 
 この「山の木書店」については、ほとんど資料がなく、陽の息子の富本岱助が後年書い

た「祖母 富本一枝の追憶」が貴重な手掛かりを与えている。それによると、このような

背景から「山の木書店」は生まれた。 
 

祖母についての思い出は、数多くあるが、とりわけ印象的な事と言えば終戦直後に

設立した「少年少女図書出版・山の木書店」もその一つであろうか。 
戦争が終って間もなく昭和二十二年、祖母は私の母、陽と共に児童向け専門の出版

社を設立する爲に準備を進めていた。スタッフは祖母と母の二人しか居らず、資金の

調達を始めとして、当時統制下にあった紙の調達や、原稿の執筆依頼、印刷所の手配、

と言った慌しい日々を送っていたが、或る日、祖師谷の家に出資金が大きなトランク

で持ち込まれた事があった。当時は五銭・十銭といった少額の貨幣がまだ充分通用す

る時代であったから、その百円札の束が山になっている様子は子供心にもかなり迫力

を感じ、家が随分と金持ちになった様に思ったものだった。 
この出版社に出資された方は、祖母の友人の甥で、秩父の山林業を手広く営んでお

り、そこから「山の木書店」と名付けられたそうである１７８。 
 
 「山の木書店」は、このような経緯をたどって、一枝と陽の親子の手によって誕生した。

岱助が一〇歳になるころの話ではないだろうか。ところで、ここに岱助が書いている、こ

の新会社に出資をした、秩父で手広く山林業を営む祖母の友人の甥
おい

とは、どのような人物

だったのであろうか。すでに述べているとおり、戦争末期、憲吉は東京美術学校の「高山

疎開」に伴い、飛騨高山で学生たちと一緒に生活をしていたが、一方、残された一枝たち

は、大谷藤子の実家のある秩父へ戦火を逃れて疎開した。おそらくこのときに、甥として

大谷から紹介され、面識を得た人物なのであろう。憲吉が家を出ると、一枝と陽は、児童

図書の出版会社の設立を思い立ち、そのための資金援助をこの大谷の甥に求めたものと思

われる。こうして出版事業に理解を示し、出資してくれる人も現われ、一枝と陽にとって

の戦後生活は、一見順調に滑り出したように見えた。しかし、「山の木書店」の経営は、
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その後決して順調に推移したわけではなかった。岱助の追憶は、次のように続く。 
 

紆余曲折のすえ昭和二十三年十一月に第一冊の『人間の尊さを守ろう』（吉野源三

郎著）が発行された。 
戦後の混乱期の最中に、あえて児童向けの本を出版する事は、単に生計の爲だけに

なされたのではなく、子供達に良質の本を与えたい、と言う祖母の思いが強く働いて

いた様で、さかのぼって見ると、幼かった娘達と共に夫婦合作の手づくりの家族小冊

子『小さな泉』にその原点があったのではないだろうか。その二十数年にわたる思い

が、「山の木書店」に結びついて行き、第一冊目が発行されたのだが、幼い私が、広

間に積まれた返本の山の中で遊んだ記憶がある程なのだから、あまり売れ行きは良く

なかった様であった１７９。 
 
 ちょうどこのころ、一枝の身の回りでひとつの出来事が起きた。作家の近藤富枝が、一

九八二（昭和五七）年発刊の自著『相聞 文学者たちの愛の軌跡』のなかで記述している

話である。記述内容に即してその出来事へ至る背景を要約すると、だいたい次のようにな

る。一九四四（昭和一九）年の八月、富本一枝から「特別の交際」を求められた大谷藤子

は、一枝には過去に多くの女性と関係を重ねていた経緯があったため、躊躇するところは

あったものの、ついにそれに応じる関係になり、一九四五（昭和二〇）年春からの疎開中

も、藤子の母方の実家で一緒に共同生活をするほどの親しい仲になっていたが、戦争が終

わり東京にもどると、一九四八（昭和二三）年ころ、S 女にその大切な愛を奪われてしま

った。こうした背景から、この出来事は生まれた。 
 

あるとき藤子は一枝の家で S 女と出会い、争ってもみあいとなり、眼鏡をとばしてメ

チャメチャにするという事件があった。藤子も S 女も和服一本槍なので、八つ口はさ

け、帯はほどけ、どちらも惨澹たる姿だったにちがいない。S 女とて藤子より一歳年

長の世帯持ちなのである……。 
藤子は一枝の経営する少年少女出版、山ノ木書房に、秩父の山持ちの甥を動かして

出資し、S 女は自分の主宰する歌誌に、一枝の随筆やカットを採用して生活を授けた。

どちらも一枝を独占しようとして懸命であった。しかしこの闘いは世なれぬ藤子の負

けであった１８０。 
 
富本一枝と大谷藤子は実名が使われている。この一文が世に出たとき、ふたりはすでに

世を去っていた。明らかに「S 女」とは、当時存命していた中村汀女のことであろう。旧

姓が斎藤なので、そこから採られたイニシャルだったのかもしれない。「歌誌」とは、句

誌の『風花』を指しているものと思われる。著者の近藤富枝は、一枝が大谷に求めた関係

を「特別な交際」という表現を使っている。もし一枝がこの時期、自分の心の性を「男」

としてはっきりと認識していたのであれば、「特別な交際」は、たとえ女同士であろうと

も、決して「同性愛」などではなく、それは、れっきとした「異性愛」を意味する。一枝

と S 女とのあいだにも、同様の「特別な交際」が存在していたかどうかはわからない。し

かし、双方に何らかの好意的感情が働いていたことは疑いを入れないだろうから、この三



著作集１１『研究余録――富本一枝の人間像』 
第一編 富本一枝という生き方――性的少数者としての悲痛を宿す 
第一〇章 憲吉の出奔と戦後生活――死のうと思って、身の回りのものを焼き捨てた 

74 
 

者は、いわゆる「三角関係」に近い間柄にあったわけであり、つまり、この出来事は、一

枝という「男」を巡る、ふたりの女による奪い合いだったということになろうか。 
以上のような判断が可能となるのは、何はともあれ、近藤の描写内容が、いっさい疑う

余地のない真実であることが前提となる。創作的な手が加えられていたり、あるいは別の

何か思惑によって脚色さていたりしていれば、話はすべて振り出しにもどる。 
『女人藝術』についての本を執筆していた尾形明子は、大谷藤子が亡くなる年（一九七

七年一一月没）の夏に直接本人に電話をし、一枝についての回想を聞き出している。 
 

戦争の少し前ごろから親しくなりまして、富本さん、家中で秩父の私の実家に疎開し

てみえたりしました。感覚の鋭い魅力的な人でした。背が高くて、ちょっと首をかし

げるのが癖でしてね。一時ちょっとしたことから気まずくなってしまいましたが晩年

はお気の毒でしたね。富本憲吉さんが別の女の人と暮らしていろいろ辛いこともあっ

たようです。淋しがり屋で子供っぽさの脱けきらない人でしたから１８１。 
 
 大谷のいう「一時ちょっとしたことから気まずくなってしまいました」の意味する内容

が、この出来事を指しているのであろうか。もっとも、それだけでは、この出来事が事実

であった決定的な証拠とはなりえないが。 
この時期、別のもうひとつの出来事が、一枝を襲った。一九四九（昭和二四）年一〇月

二五日の『毎日新聞』（大阪）に目を移すと、「秋深む温泉郷 女弟子と精進の絵筆 夫人

と別居の陶匠富本憲吉氏」という見出しをつけて、憲吉が石田寿枝とともに奥津温泉に遊

ぶ様子を報じている。長文の記事であるため、以下の引用はその一部分である。一〇月五

日ころから滞在し、街を散策するふたりの姿が、いつしか人のうわさになりはじめた。記

者が、滞在先の河鹿園を訪ねた。記事は、次の一節からはじまる。 
 

吉井川上流の温泉郷“奥大津”のホテル、河鹿園の奥まつた二階の一室に絵皿をなら

べてしきりに絵筆を運ぶ老陶匠とそのかたわらで毛糸の編物をしながら食事から一切

の身のまわりの世話をしているその女弟子との厳しい師弟の規律の中にも和やかな愛

情あるひたむきな生活が去る五日ごろからはじまった。……時折りこの奥津村（岡山

県苫田郡）の湯の街に散策の歩を運ぶ二人の姿はいつしか人のうわさを生みはじめた。

……一昨年夏以来、東京世田谷区祖師谷二丁目の自宅から姿を消し夫人一枝さん（五

六）とは別居して京都の清水寺近くの五条坂の陶工松風栄一氏の一室を借りうけた富

本憲吉氏は近く出版する「富本憲吉作品集」の原稿執筆のためとはいえ、ひよつこり

この河鹿園に女弟子ととともに姿をみせたのだつた１８２。 
 
 記事のなかには、憲吉が記者に語った談話の内容が、次のように引用されている。 
 
石田君は郷里が島根県なので帰り道に一寸寄つてもらい仕事の手助けを頼んだのがつ

い長くなつてしまつた。妻とは性格が合わぬので別居したが戸籍はまだ切れていない。

東京の祖師谷で“山の木書店”というのを経営しているらしいが生活は相当苦しいと

聞いている。石田君とは仕事の上だけのつながりであるが私が石田君と奥津に来てい



著作集１１『研究余録――富本一枝の人間像』 
第一編 富本一枝という生き方――性的少数者としての悲痛を宿す 
第一〇章 憲吉の出奔と戦後生活――死のうと思って、身の回りのものを焼き捨てた 

75 
 

ることがわかれば世間は決してそうは思わぬだろう。二、三年のうちにははつきりし

たいと考えている１８３。 
 
 島根県の出身の石田とは帰省の帰り道にここで合流し、仕事の手助けをしてもらいなが

ら、長期の滞在になったようである。「先生」「石田君」と互いを呼び、かいがいしく世話

をする夕食の際の石田の振る舞いを織り込みながら、さらに記事は続き、石田の経歴につ

いて、こう記述する。 
 

東京の女子美術を中退。当時官吏であつた父と一緒に朝鮮の京城に渡り戦後引揚げて

来た石田さんは在籍中からずつと絵画の創作を続けていたという。いまでは父母とも

他界し三高を卒業して大学受験準備中の弟さんと京都で一緒に暮しながら現在富本氏

が仮寓している松風氏の元で陶芸の勉強をしているそうだ……石田さんは名を寿枝と

いい年は三十三、京都左京区川端丸太町に住む人で昭和二十三年、富本氏が京都松風

陶歯会社内に窯を築いたとき、松風工業研究所で輸出陶器の研究を続けていた石田さ

んは助手になり、同年十二月松風工業を退いて富本氏の身のまわりの世話などをする

にいたつたもの、一方、一枝夫人は平塚雷鳥女史の青鞜社に尾竹紅吉のペンネームで

活躍した女性解放運動の先駆者である１８４。 
 
ある意味でこの記事は憲吉にとって都合のよいものであったかもしれない。というのも、

著名既婚男性が若い女性と温泉地に長期滞在していれば、仕事上のつながりといえども、

「世間は決してそうは思わぬ」わけであり、石田との関係をいつ、どのような方法で世間

に公表するかを、この滞在に至るまでのあいだに、憲吉は思案していたとも考えられるか

らである。翌春には、京都市立美術大学における教授採用の発令も待っていた。そうした

観点に立てば、この記事は、率直に記者の質問に応じていることなどから判断して、必ず

しも不意を突かれた暴露記事ではなく、因果を含めて懇意の記者に書かせたものだったの

かもしれなかった。 
以上がこの記事の本文であり、そのあとに、「別れようと思わぬ」という小見出しをつけ

て、次のような一枝の談話が続く。 
 

ことしの三月ころ松風さんから主人が助手の女の方と結婚する意志があるらしいと聞

きましたが信用しませんでした。私は別れようとは夢にも考えたことはありません。

朝夕、富本の作品を眺めて暮しておりますが、富本の心の奥には私があることと確信

しています。富本の幸福のためによく話合つて見ましよう１８５ 
 
本文記事のなかの「二、三年のうちにははつきりしたい」という憲吉の言葉は、今後離

婚にかかわる協議に決着をつけ、正式に籍を入れて、石田と結婚したいという意味のこと

を示唆しているのであろう。ところが一枝は、「私は別れようとは夢にも考えたことはあ

りません」という明確な意思表示をする。なぜ別れようとしないのであろうか。また一枝

は、「朝夕、富本の作品を眺めて暮しております」ともいう。憲吉が、「妻とは性格が合

わぬので別居した」と、性格の不一致を離別の理由に挙げ、率直に記者に語っているのに
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対して、一方の一枝は、「富本の心の奥には私があることと確信しています」と言明する。

どこからそのような自信は生まれてくるのであろうか。いずれにしても、事の推移から判

断すれば、談話のなかで、「富本の幸福のためによく話合つて見ましよう」とはいいながら

も、結局のところ、離婚という結末へ向かうことはなかった。「憲吉の幸福」とは、一枝に

とっては、たとえ現実には破綻していても、いつまでも自分との夫婦関係を、形式的では

あれ維持し続けることだったのかもしれない。しかしそれは、真の「憲吉の幸福」ではな

く、あくまでも「一枝の幸福」にすぎなかったのではあるまいか。一枝のいとこの尾竹親
したし

は、自著の『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』（一九六八年刊）のなかで、次のように書

く。「その間に三人もの子をもうけながら、実質的な夫婦関係のないままに、戸籍の上だ

けの反古のような妻の座を引きずっていた一枝の心情は今もって私のわかりかねることの

一つである」１８６。 
それでは、石田寿枝という女性は、そもそも、どのような人物だったのであろうか。そ

して、憲吉はこの女性といつ、どのような経緯で知り合い、その後、どのような暮らしを

したのであろうか。正確にはほとんど何もわからない。伝聞や風評は別にして、先に紹介

した、奥津温泉での憲吉と石田の様子を伝える『毎日新聞』の記事が、現時点におけるお

そらく唯一の両者の間柄を示す文書資料となっており、それ以外には、手掛かりになる有

効な資料が見出せていないのである。しかしながら、神近市子の言説のなかに、そのこと

に少し触れるような内容の箇所が残されている。「富本一枝 相見しは夢なりけり」と題し

たエッセイにおいて、神近は、このようなことを記述しているのである。一枝が亡くなっ

た翌年の一九六七（昭和四二）年の一文である。 
 

ある日憲吉氏は、小さなカバン一つ持ってフラリと家を出られ、その儘帰られなか

った。若き彼女が京都に待っていたかどうか、それは私には分からない１８７。 
 
さらに神近は、別のエッセイ「朋友富本一枝」では、こう回顧する。こちらは、それか

ら六年後の一九七三（昭和四八）年に執筆されたものである。 
 

彼女［一枝］の末路は悲しかった。それはどうしたことか、富本氏が別の女の人の

ところに行ってしまわれたからだった。岐阜あたりのどこかで出張焼物をしておられ

た時季に知合った婦人だとかで、富本氏は夫人のところに帰らず、行き切りになって

しまった。そしてその行先で死亡された１８８。 
 
 上のふたつの引用文は、何を語っているのであろうか。生前一枝が神近に漏らした内容

に基づいて書かれたものであることは、ほぼ間違いないであろう。そうであれば、このこ

とについての一枝の理解は、東京美術学校の教授をしていたときの岐阜県（飛騨高山）へ

の出張の際に憲吉はこの女性と知り合い、戦争が終わると、駆け落ちでもするかのように

小さな荷物ひとつを手にしたままふらりと家を出て、この女性の住む京都に向かい、それ

以降一度も帰宅することなくその地で死亡した、ということになろうか。しかし、前述の

『毎日新聞』の記事は、「当時官吏であつた父と一緒に朝鮮の京城に渡り戦後引揚げて来た」

あとの「昭和二十三年、富本氏が京都松風陶歯会社内に窯を築いたとき、松風工業研究所
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で輸出陶器の研究を続けていた石田さんは助手になり、同年十二月松風工業を退いて富本

氏の身のまわりの世話などをするにいたつた」と、伝えている。この記事の記載内容が全

き事実であるとするならば、戦時中の疎開先の飛騨高山でふたりが出会っていた可能性は、

皆無に等しいであろう。であるならば、飛騨高山で知り合った女性を追って憲吉は家を出

たとする一枝の理解内容は、あろうことか、創作された虚偽なるものとなる。なぜ一枝は、

真実と異なる理由でもって憲吉の大和出奔を説明しなければならなかっただろうか。自己

のセクシュアリティーに関してカミング・アウトできなかったことに起因する、やむを得

ない発話だったのではないかと推量されるものの、朋友の神近市子をしてそう信じ込ませ

てしまった一枝の妄言の罪は極めて重いものとなろう。 
山の木書店も最終的に行き詰ってしまった。この時期一枝は、まさしく寒風が身をたた

く荒れ地の片隅に、独り無言のまま立っていたものと思われる。いとこの尾竹親は、晩年

の一枝がこう漏らした、と記す。「戦後、私は一時死のうと思って、古い手紙など、身のま

わりのものを焼き捨てたことがありました……」１８９。この挿話が、憲吉が祖師谷の家を

出た一九四六（昭和二一）年ころのことなのか、大谷藤子と中村汀女と一枝とのあいだに

いがみ合いが生じた一九四八（昭和二三）年ころのことなのか、憲吉と石田寿枝が同居を

はじめたと思われる一九四九（昭和二四）年ころのことなのか、それとも、「山の木書店」

の倒産が決定的になった一九五〇（昭和二五）年ころのことなのか、「戦後」というだけ

であって、正確な時期を、必ずしも特定することはできないものの、数々の失意に見舞わ

れるなか、一時、一枝の心情が死へ向かおうとしていたことは確かであろう。 
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˿�đ2>�Ỉ2ɂ�0ʟI=,�đÁĢ2ż�ĊCňˍ�ǻˍCǁˍ/.M̭ǔ0

�%
�Ǹ�=�˒N,��#I�ˍ���zǝ2ƛ0F(+ɼ�Ç�J+D�2,�I�

÷õ2
�ˍ�0)�IŴʆ3�ǹČʴĕȍȁ�ơŲ�%����+�ŏŦŏĮĐǉÇȣ


ŕ2ǐǉŨ�2ȪƂ3�̋Ǐ̎0L%I
�ˍ�2˺˭-��Ĳ0˨Mġ�+�ǶH2

ȭMȟC�ʇ�/�G�Ãȭ92˾M5%˻?�-0/I� 
� ɛ˲ŝĶ�ʶ˙̕˙Ć0Ų̀�%ʑŦ2z��ċ́ǄĄ��͂Ŧ|ǋ�OotT2ǾȠ

ŀ̷0FH�äĨťȅ2hUcȫɕ,Ƭǧ�+�%ƽǓ2=�KȔʢ2ɭ�ɝɨ��ʹȘ

��$2��M�(��0�éǾȠɜǰ˼Û2�1H�̺=(+�(%�ryZRcyx

W_awĩ���̋MÜ@Iđ̙ǻ�ĵ�˺Ƀ3�Ò�̋,�(%ťĝG�+��G˶G

J+�%éĶ¿ĉ0íŌ!Iˊ�Mð�+��ȴǸ˂Ħ�Mz���́ǄĄ|	͂Ŧ{ǋ

0[P[2vyXwd,̍¯!I�-MȀĿ�%�ƽǓ3$J0ăƁ��ɣǨɀ/˺š

2ƌƃMɗ�%��ȴǸ˂Ħ�0zɰǋ¶ɧ)�ƽǓǸ˂Ħ�́ɭzČǘ�Ħ�͂3�˛

Ř½�ęM» �ě-�+���			�2ëÖʔMŻ%�zǝA�$�0�%��Ië

Öʔ3�ƎÛ2�=H�$2-�2zǝ2Ĳ�2'2'=,ƀJGJ/�(%� 
 
ɭzČǸ˂Ħ��˛Ř½�ę,5G�J%-���2Ħ�/̾�Ɍ,�ȓĆ2�ěM

ˀ)@/�G
ƽǓ2Į2Ǵô�zjyZ@�J%2F�%�9N/�-F�-�H

˳�+�%͍ņǓzǝ2͎Ĳ�ƀJGJ/�̈́͌”� 
 
ʑz��¾́ǄĄ|z͂Ŧ3�ĵ�ëƯǪŀƻz	ĀŦ0�%(%�̝ˎ��ȴ3�


ƽǓ0��Iʞȱ2%@2̑��-��ˁȚ�G�
�̤̩ə2�K��ǀȁxĦǱÌ

Ǐ2ĵ�˼Û���-̭!Iū˔�Mʀ>�$2î̊ˈ�M��2Ŧ2�ǋṍɭz��
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おわりに 
 
 
平塚らいてう、神近市子、丸岡秀子、石垣綾子、中村汀女のような、身近に交流した多

くの友人たちが自伝や自伝的小説を書き残しているにもかかわらず、そのなかにあって最

後まで一枝は、自分の生涯を一著にまとめることはなかった。なぜなのであろうか。一般

的にいって、自伝には、自己の歩いてきた人生を、正当化したり、合理化したり、安定化

させたりする傾向が、避けがたいこととして伴う。もし人間の言動を、秩序と無秩序、正

常と異常、常識と非常識といったような二元論によって分割することが可能であるとする

前提に立つならば、おおかたの自伝というものは、秩序、正常、常識という片方の極に立

脚して記述されることになる。しかしながら、必ずしもすべての人間が、秩序、正常、常

識の世界に生きているわけではなく、それとは別の世界にあって、あるいはふたつの世界

を往復しながら、生と性を持続している人たちがいることも、また事実であろう。そうし

た人たちが、自らの人生を振り返ろうとした場合、どのようなことに出くわすであろうか。

想像するに、かかる人は、過ぎ去りし道に置き忘れた品々のふたを開け、なかをのぞき込

むにつけ、それがいかに不連続なものであり、矛盾に満ちたものであり、説明がつかない

ものであるのかに気づき、それを正当化したり、合理化したり、安定化させたりすること

の困難さにすぐにでも直面するにちがいない。そしてそのことに基因して、伝記を書くと

いう作業が、いつのまにかに雲散霧消するのではないだろうか。おそらく一枝も、それに

近い生き方をしたひとりだったのではないかと思われる。 
それでは、ここで少し、一枝本人が語る自己の内面分析について、耳を傾けてみたい。

一九一二（大正元）年の九月、約二箇月にわたる茅ケ崎の南湖院での転地療養から東京へ

もどった紅吉（一枝）は、「歸へつてから」と題された一文を執筆し、『青鞜』一〇月号に

寄稿する。このなかで紅吉は、自己の性格に触れ、このように率直に内面を分析していた。 
 
  私は誰も知らない、自分たつた一人で大切にしてゐる面白い氣分があるのです。 
  よく考えて見ると、その氣分は幼い時からすつと今迄續いて來てゐたのです。これか

ら先きもどんなにそれが育つて行くことか樂しむでゐます。人が知つたら恐らく危険

だとか狂人地味た奴だとか一種の病的だろうとか位いで濟ましてしまうでしよう。 
  私のその事が世間に出ると不眞面目なものに取扱はれて冷笑の内に葬らはて行くもの

だと考へてゐます。私が銘酒屋に行つたとか、吉原に出かけたとか酒場に通つて強い

火酒に酔つたとか云ふことは其の大切にしてゐる氣分の指圖になつた悪戯
わるふざけ

なのです、

薄つ片らな上づつたあれらの幼稚な可哀いい氣分を世間の人達は随分面白く解釋して

ゐます。 
私は自分を信じてゐます。それだけに自分以外の人達には平氣で偽をついてゐます。 
そのくせ私は人の言葉を妙に心配したり氣に懸けるのです２２１。 

 
「自分たつた一人で大切にしてゐる面白い氣分」――これが、この時期紅吉（一枝）に

自覚された自己の心的断面であろう。この「面白い氣分」は、周囲の秩序だった常識的な

世界に混入されれば、多くの場合、「不眞面目なものに取扱はれて冷笑の内に葬らはて行く」
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運命をたどることになる。しかし一方、人が容易に抵抗できないでいる旧弊な壁にこの「面

白い氣分」が投影されるならば、ときとしてその壁は相対化され、ものの見事に崩落する。

徹底した純真性に潜む破壊力――そうした異界に作用する力としての「面白い氣分」を紅

吉は自覚したうえで、「私は自分を信じてゐます」と、告白しているのであろうか。 
他方、この「自分たつた一人で大切にしてゐる面白い氣分」とは、「幼い時からすつと今

迄續いて來てゐた」ものであり、それは、一枝のセクシュアリティーにかかわる、ある身

体的かつ心理的な側面を指しているのではないだろうか。一枝は、その現象を固く信じる

一方で、しかしながら、「危険だとか狂人地味た奴だとか一種の病的だろう」と人に思われ

ることを恐れるがあまりに、カミング・アウトすることはできず、「それだけに自分以外の

人達には平氣で偽をついてゐます。そのくせ私は人の言葉を妙に心配したり氣に懸けるの

です」と、告白しているようにも読める。 
おそらく紅吉の内面に存する「面白い氣分」は、前者の解釈と後者の解釈とのどちらか

の一方によって成り立っていたのではなく、この二本の色糸によって編み込まれた、一面

のものとして形成されていたのではないだろうか。「らいてうとの恋」に溺れ、「五色の酒」

に酔い、「吉原遊興」に耽ったのも、紅吉によれば、「面白い氣分」の「指圖になつた悪戯」

にすぎないものを、「世間の人達は随分面白く解釋」する。一方で外面はというと、これも、

「面白い氣分」の「指圖になつた悪戯」だったのかもしれないが、男さながらの「紅吉」

という名を発し、異性装のごときにセルの袴にマントを着用し、大声を上げながら得意然

として市中を闊歩する。そこに、世の人びとは、「新しい女」の出現を見た。意図されたこ

とではなかったかもしれないが、これが結果として、日本における婦人運動の最初の図像

のひとつとなったことは、疑いを入れないであろう。しかし問題は、この「面白い氣分」

が「これから先きもどんなにそれが育つて行くことか樂しむでゐます」と、本人がいうよ

うに、その後の「面白い氣分」の行方であり、「新しい女」がたどり着く行き先なのである。 
それではもうひとつ、自身が語る、晩年の自己分析を紹介してみたい。一九五八（昭和

三三）年に刊行された『講座女性５ 女性の歴史』のなかの「史料編」に、一枝は「青鞜

前後の私」を寄稿している。安堵での生活の当初、生活に対する習慣や考え方の違いに戸

惑いながらも、それに反抗すべきすべも知らず、それに何とかあわせようとしていた、か

つての自分の悲しい姿を語り、それを、こう分析する。 
 

考えてみるまでもなく、これは幼い時から受けてきた母の教育や躾の結果、自分の

考えの中の矛盾と戦う力が失われていたとも言えましょうし、また、自分も非常に古

いものを持っていることを気づかずにいたのではないでしょうか。自分の中の古さを

知らずにいることは、何に反抗しなければならないのか、それさえわからないでいた

のではないのかと、よく考えあぐんだものですが、それにしても幼い時からの母の教

え、と言うより、その母の育った時代、そして私を育てた時代、その時代に生きた人

たちの考え方の根強い古い大きな力の、あまりにも後々まで尾を曳くことを思うばか

りです２２２。 
 
 安堵村で、実際に結婚生活をはじめてみて、はじめて、知らず知らずに母から受け継い

でいた自分の「旧い女」の側面に気づいたのである。間違いなく、このとき一枝は、「その
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母の育った時代、そして私を育てた時代、その時代に生きた人たちの考え方の根強い古い

大きな力」が根を下ろしている自分と、これから向き合い、闘っていかなければならない

ことを悟ったにちがいなかった。しかしながら、ここで引用した言説は、明らかにその後

の時代の流れに即した観点に立って、世相との整合性を保つために跡づけされたものであ

ったにちがいなく、結婚するまでのころにあっては、一枝は、決して「新しい女」の真の

価値に気づくこともなく、それどころか、むしろ積極的に「旧い女」の価値を賞讃してい

たのであった。次の引用が、それを例証する。 
取材のために自宅にやってきた『新潮』の青年（記者）が、「それで貴方は、貴方自分を

世間の云ふ『新しい女』と自認して居ますか」と問うと、それに答えて尾竹紅吉（一枝）

は、こういっている。「いゝえ、――世間で云ふ新しい女と云ふものは、よく分りませんけ

れども、不眞面目と云ふ意味が含まれて居るやうですね［。］私は不眞面目と云ふことは大

嫌ひです。私は寧ろ、世間で言はれて居るやうな『新しい女』と云ふものが實際にあるな

らば、『新しい女』を罵倒して遣り度く思ひます。『新しい』『舊い』と云ふことは意味の分

らない事ですけれども、舊い新しいの意味が、昔の女と今の女と云ふのなれば、私は昔の

女が好きで且つそれを尊敬し、自分も昔の多くの傑れた女の樣になりたいと思つて居ます。

そして、私自身はどちらかと云ふと昔の女で、私の感情なり、行為なりは、道徳や、習慣

に多く支配されて居る事を感じます」２２３。ここから明らかなように、なぎ倒してでも「新

しい女」を乗り越えて、自分も昔の多くの優れた女のようになりたい――これが、このと

きの一枝が求める女性像だったのである。問題は、一枝自身、いつ、どのような明確な自

覚のうえに立って「新しい女性」に改心しようとしたのか、それとも、時の考えに流され

るようにして、理想としていた「旧い女性」の原像をやむなく放棄せざるを得なくなった

だけなのか――。一枝は、「青鞜前後の私」の結語として、次の言葉で締めくくる。 
 
ですから、私自身、まるで草履と下駄を片方づつはいて道を歩いているような人間だ

と言えましょう。 
   それにしても、同じ明治のあの時代に生きながら、平塚［らいてう］さんは全く別

です。自分の考えを立派に育てて守り、見事に結実し、今日に至ってなお成長をとめ

ることのない平塚さんを、私は友人として心から尊敬しています２２４。 
 
 一枝は、自分のことを「まるで草履と下駄を片方づつはいて道を歩いているような人間」

だったという。「草履と下駄」の二足とは、旧い女性像と新しい女性像との葛藤を意味する

のか、それとも、体の性と心の性の乖離を暗に意味するのであろうか。あるいはその双方

を指しているのであろうか。いずれにしても、「草履と下駄」という表現から、四方に入り

乱れて渦を巻く苦闘の実相が容易に連想できる。一枝は、この晩年にあって、「自分の考え

を立派に育てて守り、見事に結実し、今日に至ってなお成長をとめることのない」、らいて

うにみられるような姿を、自己の姿として見出すことはなかった。一枝にとっては、己の

生と性にかかわって、すべての問題が、まさしく未決着だったのである。ここに、らいて

うをはじめ、周囲の交流があった女性たちと違って、一枝が自伝を書かなかった、あるい

は書けなかった理由が潜んでいたものと思われる。 
 このように、確かに一枝自身は、自分の生涯を文にまとめることはなかった。しかし、



著作集１１『研究余録――富本一枝の人間像』 
第一編 富本一枝という生き方――性的少数者としての悲痛を宿す 
おわりに 

90 
 

その生涯にあって交流した友人たちが一枝について書いた。ある者は、命の恩人として一

枝に感謝の思いを捧げ、またある者は、一枝が自分の人生の先導者であったことに敬意を

表わし、そしてある者は、開花しなかった一枝の陰の芸術的才能をほめたたえた。それで

は、平塚らいてう、神近市子、丸岡秀子、帯刀貞代、そして志村ふくみの文章のなかから

該当する箇所を短く拾い集め、以下に紹介しておきたいと思う。 
平塚らいてうがエピソードとして伝記に書き残しているのは、娘の曙生が急性盲腸炎を

発症したときの様子である。留守中の出来事であった。らいてうは、このように書く。 
「昭和五年十月に大阪でひらかれた、関西婦人連合大会に、わたくしは関東消費組合の

無産者組合代表として出席しました。……その留守中に……当時曙生は、成城小学校を卒

業したあと、自分の選択によって自由学園女子部に進み、二年に在学中でした。とつぜん

腹痛がはじまったことについて、日ごろから我慢づよい性質の曙生は、父親にもそのこと

を告げず、一晩中痛みをこらえていたのでした。そして、ようやく翌日になって招いた村

の医者の、決定的な誤診によって、まさに曙生は、死の淵をのぞくことになったのです。

……報せで駆けつけてくれた富本一枝さんの機敏な働きで、曙生は赤十字病院に運ばれて

手術を受け、すでに手遅れを案じられていた症状にもかかわらず、奇跡的に回復すること

ができました」２２５。 
しかし、その予後は思わしくなく、三回の手術を繰り返し、二年にわたる療養生活を強

いられることになった。らいてうの文は続く。「曙生の発病以来、富本一枝さんの示してく

れた温かい心遣いは、それによって曙生の生命が救われたばかりか、病児を守って看病に

専念するわたくしを、大きく励ましてくれるものでした」２２６。 
神近市子は、一枝の才能を評価した。一九六五（昭和四〇）年一一月号の『文學』に、

「雑誌『青鞜』のころ」と題した神近への単独インタビュー記事が掲載されている。一枝

が亡くなる前年である。そのなかで、神近は一枝に言及して、このようなことを述べてい

る。 
「あのめぐり合いも、不幸でしたね。このあいだ有名な占いの人が、あの人をみて、ひ

ょっと言ったことがあるんです。この人は大天才の星がある、ところが家事星というのが、

非常に大きく働きかけて、それに天才のほうがくわれてしまったって。あの人の生涯を見

れば、絵描きとしては、もしもお父さんの後を継ぐということで一本でいけば、そうとう

伸びています。今でも、とってもいい字を書きますしね。」「ですから、その占いの人が言

ったという星の話はなるほどというところがあります。いまでも風采からしても、言うこ

とからしても、相当変わっていますからね。その点富本［憲吉］先生のほうがかえって、

才能的にはもって生まれたものは少なかったかもしれません。先生の絵とか作品とかに対

する彼女のアドバイスというものが、批評の役割を相当果たしていたでしょう。だから、

富本先生の作品は、［戦後一枝と別れて］あちらにいかれてからの作品よりも、三十四、五

から五十代までの作品がいちばんいいといいますね」２２７。 
 すでに、第五章の「夏の出来事と安堵村生活の終焉――わたしはMさんに心を傾けてい

ました」において言及しているように、一枝と丸岡秀子のあいだには、かつてこのような

ことがあった。一九二三（大正一二）年、奈良女高師の四年生であった秀子は、学生最後

の夏を、富本家の海浜の休暇に加えてもらって尾道の向島で過ごした。そのときそこへ、

秀子の先輩で友人でもあった美貌の「Mさん」が一枝を訪ねて来て、ふたりは、親密に泳
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ぎを楽しんだ。その親密さに秀子が傷ついたのではないかと疑った一枝は、そのようなこ

とが書いてあるかどうかを確かめるために秀子の日記を盗み見た。それから十数年の月日

が流れた。その間、富本一家は安堵村から東京の千歳村へ移住し、一方の秀子は、就職、

結婚、出産、夫の死、再就職と、若くして人生の過酷さを十分に味わっていた。正確に時

期を特定することはできないが、秀子が一枝と一緒に成城の町中を歩いていたおりのこと

である。秀子がひとつの話題を切り出した。その場面が、一九八三（昭和四八）年に偕成

社から出版された秀子の自伝的小説『ひとすじの道』に表われているので、そこから適宜

引用するかたちで、以下に、その場面を再現したいと思う。本文中では「恵子」という名

で登場するが、これが秀子であることはいうまでもなく、したがってここでは、「秀子」に

置き換えて表記することにする。 
秀子には、「M さん」のことも、どこか頭の片隅にあったものと思われる。秀子は一枝

に向かって、ずばりと切り出す。「ずいぶん浮気をなさったから、もう思い残すことはない

でしょう」。このぶつけられた言葉にいらだつ一枝は、「それが私へのお返しですか」と反

駁するも、秀子は、「あなたは美人がお好きでした。それはみとめていらっしゃるでしょう」

と、追い打ちをかける。一枝は「この奴」といった表情を見せた。この日別れたすぐあと

に、一枝からの手紙を秀子は受け取る。それには、こう書かれてあった。「美人に生まれる

ことは、よきかなです。しかし、心のむなしい美は、すぐに厭かれてしまいます。形ばか

り美しくなっても、中身のない美人はごめんです。目をたのしませるのも、時間の問題で

す。ばかなことをいうものではありません。あなたの肉体が弱っているので、そんなこと

がいえるのです。なぐさめではありません」。この手紙が届いた翌日、秀子は一枝を訪ねた。

「昨日のお手紙で、わたしを慰めたり、納得させたとは、まさか思ってはいらっしゃらな

いでしょうね。わたしがいいたいのは、これまでのあいだ、さんざんご自身を浪費なさっ

たことが残念でならないのです。誰にしても、あなたから愛されることは、喜びだったと

思います。おなかの底からきれいな、あなただからです。だが、あなたご自身の仕事が、

いくらでも、おできになれる環境にいらっしゃりながら、その才能をお持ちになりながら、

あなたは大切なエネルギーを浪費なさった、分散なさってしまったと思うことが残念なん

です」。絵や書の製作あるいは小説の執筆こそが一枝が開花させるべき天与の仕事であると

感じていた秀子の目には、同性へ向ける一枝の性的指向がエネルギーを浪費、分散させて

しまい、その結果、本来の自分の仕事がおろそかになっているように映るのである。一枝

はこの痛烈な指摘に抗議した。「あなたは、ひどい。あなたのことだけを思っていたことも

あったのに……」。それに対して秀子は、一枝の美質を認めたうえで、次のような言葉を使

って、これまでに受け取った恩恵の数々に感謝の気持ちを示したのであった。「わかってい

ます。わたしはあなたから、他の人のように溺愛はされませんでした。だが、どれだけ励

まされたか、わからないんです。それだけでよかったのです。もし、あなたがいてくださ

らなかったら、わたしは生きていられなかった時もありました。わたしは、あなたから、

どっさりのことを学びました」２２８。 
第六章「東京に住む――ひとりで祖師谷に行ってはいけないよ」のなかで、すでに引用

しているので、繰り返しの引用になるが、当時、無産婦人の労働者としての意識を覚醒さ

せる教育と組織つくりとに携わっていた帯刀貞代は、一枝との出会いを次のように振り返

る。 
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「私が富本さんにはじめておめにかかったのは、昭和のはじめだった。そのころ私は江東

の亀戸で、女子労働者のためのささやかな塾をひらいていて、富本さんは神近市子さんを誘

って、そこをみにこられたのだった。そのつぎのあざやかな記憶は、昭和大恐慌のさなかで、

塾にきていた女子労働者たちの六十日にわたる合理化・工場閉鎖とのたたかいが惨敗したあ

と、こんどは、こちらから富本さんをお訪ねしたときのことである。……まだそのころ丘の

上にただ一軒しかなかった富本さんの家は、空気も樹木も、花の色もキラキラ輝いてみえた。

それいご四十年ちかく、病弱な私は言葉につくせないお世話になった」２２９。 
一九五七（昭和三二）年に帯刀は、岩波書店から『日本の婦人――婦人運動の発展をめ

ぐって』を出版することになる。そのとき、その本の扉の裏に帯刀は、「この貧しき書を富

本一枝様に捧ぐ」という献辞を添えた。 
一枝は、夕陽丘高等女学校の出身で、妹の福美もこの女学校に通っていた。そのときの

福美の同級生に小野豊
とよ

がいた。三人は、よく一緒になって遊んだ。その小野豊の娘が、染

織家として大成する志村ふくみ（一九二四年生まれで、「ふくみ」の名は、一枝の妹の福美

の名からとられているという）なのであるが、彼女のエッセイに、「母との出会い・織機と

の出会い」と題された一文があり、そのなかで、母である小野豊が、若き日に一枝と偶然

にも再開し、その後安堵村に一枝を訪ねていたことを紹介している。 
「やがて三児の母となった或る日、阪急電車の中で、音信の絶えて久しい尾竹一枝さん

にばったり出会った。その時は既に結婚され、富本憲吉夫人になっていたのであるが、偶

然の再会を喜び合い、その時より終生の深い友情で結ばれることになった。母はいまも小

筥に一枝夫人の手紙を大切にしまっているが、巻紙にあふれるような豊かな筆致で、率直

すぎるほどに母を戒め、いたわり、なかには三メートルに及ぶほどの手紙もある。先日、

それをみせてもらっていると、はからずも再会の日の手紙が出てきた」２３０。 
こうして、一枝と豊との交流がはじまった。ある日のこと、招かれて豊は、窯出しの日

に安堵村を訪れた。「『女かて、自分の思いを貫いて生きている人がいる』母は心を揺さぶ

られて帰ってきた。その日から夫人の死に至るまで、五十余年、『富本さんから受けた恩は

語りつくせるものではない』と常々語っている」２３１。 
上で紹介した、一枝を鑚仰する文は、わずかにその一部でしかない。本稿に登場してい

る中江百合子や石垣綾子、そして蔵原惟人や中村汀女も、そうした気持ちを書き表わして

いるし、それ以外にも、よく見れば、多くの人たちが、その列に加わっているにちがいな

い。一枝は、その生涯を「草履と下駄」という異なるふたつの履き物をつけて渡り歩き、

その間の多くの出来事が「面白い氣分」の「指圖になつた悪戯」であった可能性を遺す。

その結果自らの人生の大半が整合性を欠いた未決着なものになり、そうであったがゆえに、

自伝のための筆を取ることはなかった。しかし上述のとおり、それに代わる、心温まる数々

の文が、その裏側で、しっかりと息づいているのである。自伝が自己による評価であると

するならば、これらの文は、他者による評価である。そこで考えられることは、一枝がど

う生きたのかにかかわるひとつの記述（評伝）の観点として、今後、この他者の評価を積

極的に採り入れることが必須の要件となるのではないかということである。つまり、「本人

が語る富本一枝という生き方」（自伝）を超えて、「他者が語る富本一枝という生き方」（評

伝）へと向かうまなざしである。それでは、この「他者の評価」の核心部分を形成してい

るものは何か。よく読めばわかるように、上で紹介した誰の文においても共通して表われ
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ているのは、一言でいえば、「侠気的熱情」といったものではないであろうか。 
これまでの研究のなかにあっての一枝（紅吉）は、「侠気的熱情」という文脈において語

られることはほとんどなく、多くの場合、「青鞜の女」や「新しい女」と結び付けられ、あ

る種特別の強調をもって記述がなされてきた２３２。しかしながら一枝本人は、本稿におい

ても例証しているように、一生涯を通じて自らを「青鞜の女」とも「新しい女」とも名乗

ることはなかった。そうした呼称は、もともとは当時のジャーナリズムか何かによって付

与されたと思われる烙印であり、明らかに軽蔑と嘲笑とを含意するものであった。あまり

にも鮮烈な青鞜時代の行動であったがために、そうした用語が、一枝の内面的実態をはる

かに越えて憑依し、一方で、後世に至るまでその勢いは静まらず、本来実証主義的である

べき学術研究のなかにまで、やすやすと取り込まれていったのであろう。 
『青鞜』創刊五〇周年の一九六一（昭和三六）年に、女性史研究者の井手文子は『青鞜 

元始女性は太陽であった』を上梓するが、それに先立って井手は、一枝にインタビューを

試みている。そのときの一枝の態度や発話のなかに、自分にとって青鞜社がどのような存

在であったのかが、表現されている。初対面の「富本一枝はパタパタとスリッパの音をた

てて私の前に現われた。髪は無造作な櫛巻きで、あらい格子紡ぎのキモノをつけ、ひどく

粋であった。彼女はハリのある大きな声で、つづけざまにこんな風に話しだした」２３３。 
 

私はたいへん我儘もので、それに馬鹿もので、ただ、むしょうに青鞜社に憧れていた

んです。ともかく青鞜社にいたといっても時間が短いでしたし、異質な人間で、自分

一人で動いていたので、本当に青鞜社の精神を代表したものではないんです。だから

わたくしの話を聞いたってあまり役に立ちませんよ２３４。 
 
自分の存在は「青鞜社の精神を代表したものではない」――おそらくこれが、一枝の偽

らざる自己理解だったのではないだろうか。読む限り、かつて身を置いた青鞜社に、何か

特別の帰属意識のようなものをもっている様子はない。そのことは、一枝（紅吉）が青鞜

社を離れてゆくときの様子からも、十分に推量することができる。以下は、一九一三（大

正二）年の『青鞜』八月号の「編輯室より」の一部である。 
 

尾竹紅吉氏がまだ本社の社員であるかのやうに思つてゐる方もあるやうですが、同氏

が自分から退社を公言されたのは昨年の秋の末だつたかと思ひます。……同氏の特殊

な性格を知つて居ますから社は大抵は黙許して参りました。けれども今日はもう社と

も、社員とも全然何の關係もありません。従って同氏の言動に就ては……社にとつて

もらいてうにとつても誠に迷惑なものであります２３５ 
 
 まさしく一枝（紅吉）は、厄介払いにも似た扱いで青鞜社を最終的に退社しているので

ある。ここから判断しても、その後の人生にあって一枝が、自らを「青鞜の女」と呼ぶこ

とがなかったとしても、それは当然のことであった。そのようなわけで、あくまでも一枝

本人の気持ちに添って考えるならば、「青鞜の女」も「新しい女」も、決して一枝の内面に

宿す本来のアイデンティティーを言い表わす用語ではなかった。したがって、この用語を

強引にも、また無責任にも外野席からラベリングされることは、おそらく一枝にとっては、
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不愉快なことだったにちがいない。そうであれば、「青鞜の女」や「新しい女」といった旧

い主題を一括して包摂したうえでそのすべてに取って代わる、一枝が真の自分を内発的に

語るうえでの自己規定の概念となるようなものがあるとするならば、それは、一体何であ

ろうか。それこそが実は、多くの他者が一枝を評価するに際して、彼女の美点として見抜

いていた「侠気的熱情」という、上述の概念だったのではないだろうか。ここに至って思

うに、どうやらこれが、一枝というひとりの女の生涯を貫くアイデンティティーとなるも

のであった。そしてそれは、疑いもなく、母から受け継いだものであった。 
父親が越中富山藩の高禄武士であった母のうたは、祖先を敬い、親に尽くし、夫に従う

ことに徹した、厳格なしつけを娘たちに行なった。すでに前章（第一二章）において引用

で示したように、一枝は、うたについてこう述べている。「母は五十二才でなくなった。私

は、母のその年から二十年もよけいに生きている今になって、母から訓し教えられていた

ことがやっとわかって、あらためて、母のしたこと、口癖のようにいってきかせてもらっ

ていたことが、骨身にこたえ、『お母さんご心配ばかりかけてごめんなさい』と、朝ごと

に母の写真に手を合せ、母をなつかしみ、母に詫びている」。うたの教えとは、次のよう

なものであった。 
 

母は、うそをつくことと怠けることが大嫌いだった。へつらったり、自分さえよけ

れば人はどうなろうと平気な人間を、とりわけ好きでなかった。……母がつねづね子

どもにきかせていたことは、情のある人、思いやりのある人になることだった。一番

はずかしいことは、困った人をたすけたことをいつまでも覚えていること。それと、

「人のふり見て我がふり直せ」ということだった２３６。 
 
この教えは、明らかに「侠気的熱情」に近い心情を含み持つ。そこから推論すれば、こ

のような内容をもつ、一種武士道的な「侠気的熱情」が、明治以降の日本の「良妻賢母」

思想の徳目の一部となって、前時代から引き継がれた可能性はないのか。そして、この「侠

気的熱情」の側面が発芽して、「新しい女」すなわち「女性解放」を出現させた可能性はな

いのか。もしそうであるならば、一枝の生涯を「侠気的熱情」でもって今後再文脈化する

ことは、結果として、「良妻賢母」思想の、生成、継承、変容を考えるうえでの、ひとつの

事例史という優れた副産物を生み出すことにつながるのではないか、つまりそれは、「新し

い女」あるいは「女性解放」の出現史（そして発展史）となるのではないか――いまは、

そう思っている。もっとも、「侠気的熱情」の発露、あるいは「良妻賢母」思想の受け渡し

という文脈から一枝の生涯を再構築する場合においても、一方で、性的少数者としてのジ

ェンダー／セクシュアリティーの文脈から照明をあて続け、新たな主題との関係にあって、

独創的な知見を発掘してゆく作業の重要性には変わりはなく、その意味で、一枝の一生を

描写するに際しての複雑性ないしは多次元性は、これからも避けがたく続くものと思われ

る。さらに加えて、一方の性の立場に偏り、一方の性を顧みない旧来の「男性史」や「女

性史」の限界を超えて、時代の諸力のなかにあって展開されたある特定の男女の歴史的実

態を対象として描く「家族史」（あるいは「男女関係史」）への移行の必然性について、そ

してまた、母から娘への生命相続の流転にかかわる「母娘関係史」の学術的重要性につい

ても、論証を抜きにして、ひとこと直感的にこの場にあって指摘しておきたいと思う。 
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それでは最後に、本稿を閉じるにあたって、一枝が亡くなって三年後の一九六九（昭和

四四）年に書かれた一枝研究の出発点となる井手文子の「華麗なる余白・富本一枝の生涯」

から一節を引いておこう。 
 

いわば富本一枝というひとりの女性は、ひときわ華麗な余白を、明治・大正・昭和

にかけて女の歴史に刻んだのである。華麗な未知数であったゆえに、人びとはいっそ

う彼女に愛惜と、ある悔恨の情を持ったのではなかったか。その愛惜と悔恨のために

も、いま一度、富本一枝の生涯を時代とともになぞってみる義務がわたくしたちにあ

るように思われる２３７。 
 
らいてう、神近、丸岡、帯刀、そして志村が一枝について言及した上述の言説は、まさ

しく、井手が指摘する「華麗なる余白」に書き込まれた「愛惜と悔恨」のメッセージだっ

たと理解することができよう。そして井手は、「その愛惜と悔恨のためにも、いま一度、富

本一枝の生涯を時代とともになぞってみる義務」を課した。これは、一枝自身が自伝を書

かなかったことに由来する、裏を返せば、カミング・アウトしなかったことに起因する、

研究者に残された永遠の宿題ともいうべきものであった。半世紀が立とうとする現在にあ

って、稚拙ながらも本稿をもって私は、ひとりの研究者としてその責務に応え、いまここ

に、宿題を提出しようとしている。採点は、次世代の研究者の手にゆだねる。厳しくあっ

てほしい。そしておそらく、井手が課したこの責務は、これからのちも多くの研究者に引

き継がれ、女性史、家族史、女性解放運動史、近代文学、児童文学、ジェンダー／セクシ

ュアリティー研究、そして、さらに加えることが許されるならば、上述の「母娘関係史」

といった実に多様な学問的土壌のなかから、研究成果という麗しき芽が姿を現わし、一枝

の遺した「華麗なる余白」に静かに彩りを添えてゆくにちがいない。あたかも、憲吉が焼

いた大きな白磁の壺に、「紅吉」の名にふさわしく、一枝が愛した紅いバラが一本一本投げ

入れられていくように――。 
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跋 

 
 
 女性史の専門家でもない私が、なぜこのように富本憲吉の妻である富本一枝を単独で取

り上げ、その生き方にかかわって執筆したのか、その理由をここに少し書いておきたいと

思います。 

 かつて私は、ジャン・マーシュさんが書いたJane and May Morris: A Biographical Story 
1839-1938, Pandora Press, London, 1986 を友人と一緒に翻訳し、『ウィリアム・モリス

の妻と娘』（晶文社、一九九三年）という訳書題で上梓したことがありました。その本の「序

文」でマーシュさんは、次のように述べていました。縁をたどれば、本稿「富本一枝とい

う生き方――性的少数者としての悲痛を宿す」の執筆の動機と多少とも関係がありますの

で、少し長い文章ですが、その一部をまずここで引用させてください。 

 
この本は不公平に対する義憤の念から執筆されたものである。本屋や図書館の書棚

に行けば、この物語に登場する三人の主要な男性であるウィリアム・モリス、ダンテ・

ゲイブリエル・ロセッティ、ジョージ・バーナード・ショーの著作や彼らについての

研究書を多数見ることができる。彼らは極端に注目されすぎていると考える人もいる

かもしれないが、彼らが注目されるのはそれなりにわかる。彼らが生きた時代の文化

史を考えれば、これらの男性は重要で著名な人物であるし、彼らはそれぞれ研究に値

する莫大な芸術上の仕事をしているのである。彼らの絵画、デザイン、演劇はいまで

も展示され、複製され、上演されているし、学術的な批評や論文、著作やテレビ番組

の主題ともなっている。また彼らの伝記はいまなお執筆され、出版されている２３８。 

 
さらにマーシュさんは、これまでの歴史家や研究者は、男性の人生に比べて、女性の役

割については副次的で隷属的なものとしいて無視に近い扱いをしてきたこと指摘したうえ

で、次のように続けます。 

 
この数年のあいだ、女性の経験と業績を再生させ、その歴史叙述のなかで女性の地

位を回復させようとして、大量の仕事がなされてきた――パンドラ出版社の存在自体

がその意思の表われである。これほどまでに男性の役割だけが特権視されてきた事情

を説明し分析するだけではなく、これまで覆い隠されてきた女性の貢献が再発見され、

再提示され、再評価されてきているのである。これは単に、傑出した女性を不当な忘

却から救い出す作業にとどまるものではない。この作業の大半は、どこにでもある普

通の生活や、家庭での個人の経験のあり様や、家庭や職場における労働のあり様を扱

うものであった２３９。 

 
 そしてマーシュさんは、こうも書いていました。「周知のように、女性の人生は社会的、

イデオロギー的諸力によって抑圧され、制約されてきた。しかしそうだからといって、女

性の人生が本質的に興味のあせたものになるわけではない。名声と『偉大な』作品が唯一

の測定基準というわけはないのである」２４０。 
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このマーシュさんの著書の翻訳の仕事を与えてくださったのは、私の主たる研究の対象

がウィリアム・モリスであることをご存じであった、当時晶文社の編集者として活躍され

ていた島崎勉さんで、私がブリティッシュ・カウンシルのフェローとして英国へ赴く直前

のことでした。機内でこの本に目を通すと、この「序文」の一連の文言が強く私の心を突

き動かしました。ロンドンに着くとマーシュさんに面会を求め、ご自宅でお目にかかりま

した。一九八八（昭和六三）年の年明けのことでした。 

 月日が巡って、私は、モリスの思想と作品に関心をもって日本人として最初にイギリス

に渡ったのは誰だったのか、その人に出会いたいと思って、自分の学問的系譜の先祖を探

しました。それが、あの富本憲吉という工芸家だったのです。憲吉さんがモリスの何を見、

それを日本に持ち帰って、どう展開したのか、その全貌を自分の目で直接確かめるために、

私は憲吉さんの伝記を書きたいと思いました。そのとき私の脳裏に蘇ったのが、かつて翻

訳したマーシュさんの「序文」の言葉でした。そこで私は、憲吉さんの伝記を書くにあた

り、妻の一枝さんの存在にも等量の光をあて、夫婦の物語として描くことを決意しました。

完成した作品が、ウェブサイト「中山修一著作集」において公開しています第三巻と第四

巻の「富本憲吉と一枝の近代の家族」です。 

 私は、「富本憲吉と一枝の近代の家族」を書くにあたり、まず先行研究に目を通しました。

富本憲吉と一枝のふたりをモデルにした小説である、吉永春子『紅子の夢』（講談社、一九

九一年）と辻井喬『終りなき祝祭』（新潮社、一九九六年）の二冊を別にすれば、書籍形式

の評伝としては、憲吉さんについては、辻本勇『近代の陶工・富本憲吉』（双葉社、一九九

九年）が、一枝さんについては、高井陽・折井美那子『薊の花――富本一枝小伝』（ドメス

出版、一九八五年）と渡邊澄子『青鞜の女・尾竹紅吉伝』（不二出版、二〇〇一年）の二冊

がすでに出版されていました。 
 このとき私は、一枝さんにつきましては、全くの不勉強でしたので、とりわけこの二冊

をよく読み、知識を得ようとしました。どちらの評伝においても、一枝さんの自由や自立

を抑圧し、隷属的な妻の位置に支配しようとする憲吉さんの夫としての姿が、おおかた全

体を通して描かれていました。そのとき私は、マーシュさんが「序文」で書いていたよう

に、この二冊も、これまで闇に隠されていた女性の苦しさや悲しみを発掘し、再提示しよ

うとする試みの延長線上にある労作であるにちがいない思い、そこに描かれていた構図を

信じて、「富本憲吉と一枝の近代の家族」の執筆に入りました。 
 ところが、執筆を進めるなか、一つひとつの原資料（一次資料）を読んでゆくにつれ、

先行するふたつの評伝に共通する構図、つまり、憲吉さんが封建的で家父長的な思想の持

ち主で、一枝さんが良妻賢母の思想を超えた新しい女とする構図に疑問が生じてきました。

頭が混乱し、大変苦しみました。そんなとき、そういえば『紅子の夢』の「あとがき」の

なかで、著者の吉永春子さんが次のように書いていたことを思い出しました。「ふとした機

会から私は、彼女［尾竹紅吉こと、富本一枝］について書くことになり、改めて調査に入

ったが、すぐに戸惑ってしまった。事実と、私の脳ミソに焼きついた存在とが、時には重

なり、時には遠く離れ、複雑な線となって、縦横に走りまくり始めた。これはいけない、

どっちかにしなければ。選択の結果が〈小説・紅子の夢〉ということになった」２４１。 
吉永さんは、「事実と、私の脳ミソに焼きついた存在」との乖離に苦しんだようですが、

私の場合は、「事実と、先行評伝における記述内容」との相反に苦しめられました。しかし
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私は、小説を書くつもりはもうとうありません。私は研究者として、あくまでも事実に基

づく伝記を書きたいと思いました。どうしても真実の姿の憲吉さんと一枝さんに出会いた

かったのです。事実を担保するために、自分の思いや解釈を一方的に押し付けるのではな

く、慎重に原資料に耳を傾け、引用を多用することによって原資料に語らせるという方法

をとりながら、憲吉さんと一枝さんの生涯を描くことにしました。先行評伝の構図を覆す

のには、とても大きな勇気を必要としました。幾度となく不安の波が押し寄せてきました。

その一方で、幾ばくかの信念もありました。大雑把にいえば、次のようなものでした。 
伝記や評伝を著わすにあたって、一般論として確かにいえることは、対象者がすでに過

去の人物になっているといえども、実在していた以上、その人物の人権も人格も当然なが

ら尊重されなければならず、そのために最も肝要なことは、何かを断定するにあたっては、

後進の研究者や伝記作家が、それが真実であるのかどうかを再検証するに足るだけの十分

な根拠資料を注や図版や表にまとめ、あわせて開示しなければならないということではな

いだろうか。こうした手続きを踏まえながら、世代を越えて、途切れることのない学問上

の論証や実証が積み重ねられてゆき、その過程のなかにあって、いつしか万人が承認しう

る、独断と偏見を排した「歴史的真実」がその姿を現わしてくるものと思われるが、いか

がであろうか。一例ではあるが、英国にあっては、憲吉が崇敬したウィリアム・モリスの

伝記が、没後一〇〇年以上を経たいまに至るまで、新しく発掘された資料や証言を援用し、

また、新しく開発された学問的コンテクストやアプローチに沿わせながら、多くの歴史家

や作家によって書き継がれてきている事実が、そのことの重要性と妥当性を雄弁に物語っ

ているように思われる――。 
 以上のような研究者としての、決して失いたくないと思っていた信念に支えられて、何

とか「富本憲吉と一枝の近代の家族」は脱稿しました。しかし擱筆ののち、読み返してみ

ますと、先行する二著に取って代わる夫婦間の新たな構図を、未知への不安を伴いながら

も何とか示そうとする、多少とも硬直した意気込みがあったためでしょうか、筆の力みが

至る所で目につき、それが気になりはじめました。そしていま一度、過去のいかなる作品

の記述内容に惑わされることもなく、そこから解放されて、ひとつの明確な文脈（コンテ

クスト）を用意したうえで、証拠（エヴィデンス）に基づきながらも少しでも滑らかな筆

の動きでもって、一枝さんと憲吉さんのそれぞれの評伝を書いてみたいと強く思うように

なりました。それが、いま書き終えたばかりの「富本一枝という生き方――性的少数者と

しての悲痛を宿す」であり、続けてこれから書こうとしている「富本憲吉という生き方―

―モダニストとしての思想を宿す」なのです。 
 その後もマーシュさんとの交流は続き、文部省の在外研究員として再びイギリスに滞在

した一九九五（平成七）年のころ、次のようなことをマーシュさんは私に話してくれまし

た。ヨーロッパのフェミニズム運動は、両性の不公平さについて多くの不満を爆発させた

第一段階を経て、現在は、女性のなしえた仕事を、共感の情をもって掘り起こし、冷静に

理解しようとする第二段階にあるといえる。そしてたとえば、ウィリアム・モリスについ

て書く場合には、今日にあっては多くの執筆者が、妻のジェインや娘のメイが体験した家

庭内での出来事や、彼女たちが達成した幾つもの業績にも、目を配るようになってきた。

これが、芸術史や文化史へのフェミニスト・アプローチの大きな成果であると思う――。

その後マーシュさんは、ウィリアム・モリス協会の会長職に、そしてウィリアム・モリス・
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ギャラリーの館長職に就くことになります。 
 こうしたマーシュさんの九〇年代当時のフェミニスト・アプローチについての認識を念

頭に置いて、翻って日本を見たとき、そのころの日本の事情はどうだったのでしょうか。

全体像を語る力量は私にはありませんが、少なくとも、高井陽・折井美那子『薊の花――

富本一枝小伝』と渡邊澄子『青鞜の女・尾竹紅吉伝』を読んだ当初の私には、いまだヨー

ロッパの記述段階に遠く及ばないように思いました。そしてまた、両性間の不公平の存在

が先験的に措定され、それを前提として事象や事物を感情的に読み解こうとするために、

勢い単なる表層的な女性擁護と男性攻撃に終始し、必要とされる論証も実証もないがしろ

にされ、力余って事実から大きく離反する記述結果を招いてしまったのではないかとも感

じられました。もちろん今日的には、こうしたことが学術研究の場にあって許されること

はないのですが、フェミニスト・アプローチの初期段階固有の特徴を、この事例は示して

いるのかもしれません。 

 前述のとおり、『薊の花――富本一枝小伝』（一九八五年）と『青鞜の女・尾竹紅吉伝』

（二〇〇一年）が出版された、ちょうどそのあいだの時期に、『紅子の夢』（一九九一年）

と『終りなき祝祭』（一九九六年）の二冊の小説が刊行されました。『紅子の夢』の著者の

吉永春子さんは、一枝さんとの学生時代の一瞬の出会いが忘れられず、その強い衝撃が動

機となって、筆をとることになったと述べていますし、『終りなき祝祭』の著者の辻井喬さ

んは、富本夫妻の息子の壮吉さんの友人であり、両親へ向ける壮吉さんの思いがこの小説

の執筆へと駆り立てたと語っています。このように著者の執筆動機は、フェミニズム運動

とは直接関係はなく、それぞれが極めて個人的なものだったようですが、当時これを読ん

だ読者は、個人的な熱い思い入れによって過去の出来事に創作的な手が加えられた虚構の

物語であることを重々に承知しながらも、モデルとなっている主人公が富本憲吉と富本一

枝であることは誰の目にも明らかであっために、ここに描かれている内容が、まさしく憲

吉と一枝という一組の夫婦の人生の実態であったと受け止めてしまった――そうした可能

性はなかったでしょうか。 
一枝さんのいとこの尾竹親さんが、『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』（東京出版センタ

ー、一九六八年）のなかで、次のようなことを書いています。 

 

人間の言動というものは、決して一つの情景のみに定着して語られるべきものではな

くして、その人間が生きた全存在の一環に組み込まれてこそ、はじめて、よりよくそ

の映像を伝え得るものだと私は信じている。 
   瀬戸内氏にしても、それが史実をもとにした小説であってみれば

．．．．．．．．．
、フィクションと

してのある種の無責任さに救われているのだろうが、時間の経過というものは、得て

して、伝説という神話をつくり上げたがるもので、いつかはそれが事実とまではなら

ぬとしても、史実に欠けた情緒の補足としてのさばり返ることがよくあるものだ。私

が、実名、或いは史実にもとづいた小説の安易さを恐れる理由が、ここにもあるわけ

である２４２。 
 
以上の引用は、瀬戸内晴美（瀬戸内寂聴）さんの『美は乱調にあり』（文藝春秋、一九六

六年）という本のなかで描写されている、青鞜社時代に紅吉（一枝さん）が引き起こした、
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いわゆる「吉原登楼」事件における竹坡（親さんの父親）の役割を巡っての論点が念頭に

置かれて書かれている箇所でありますが、これは極めて重要な指摘で、ここに、同じ過去

の人物を扱った小説と学術研究との決定的な質的違いがあるものと思われます。 

他方、発表の時期に着目してみますと、井手文子『青鞜 元始女性は太陽であった』（第

五章と第六章に伊藤野枝さんについての記述があります）の刊行が一九六一（昭和三六）

年、そして、同じ野枝さんを扱った小説『美は乱調にあり』が、五年遅れて一九六六（昭

和四一）年に刊行されます。また、高井陽・折井美那子『薊の花――富本一枝小伝』の刊

行が一九八五（昭和六〇）年、そして、同じ一枝さんを扱った小説『紅子の夢』が、六年

遅れて一九九一（平成三）年に刊行されます。いかなる目的によって執筆がなされたのか、

そしてまた、どれほどの真実が描かれているのか、その比較考量は横に置くとしましても、

歴史に埋もれた女性の生き方への共感と、その掘り起こしは、日本にあっては、実証主義

を重視する学術の領域と、小説という想像的創作の領域とが、ほぼ同時進行的に、あるい

は、学術研究の方が一歩先行するかたちをとって展開されたといえるかもしれません。も

っとも、伝統的に真実を愛し、歴史から多くの教訓を学ぼうとする英国のような国にあっ

ては、事実に基づく厳密な伝記がひとつの文学形式として定着しており、過去に実在した

歴史上の人物をフィクションという表現形式でもって描くことは、ほとんどありえないの

ではないかと思われます。そしてまた、遺された家族や周囲の人びとの心情やプライバシ

ーを考え、同時に、遺作や遺品の著作権などにも配慮し、親近者による思い出の記のよう

なものは別にして、客観性を重視する学術書の執筆は、少なくとも没後五〇年は手控える

ことも、おおかた一般的な習わしとなっているようです。 
 それでは最後に、再びフェミニスト・アプローチについて少し振り返ってみたいと思い

ます。たとえばイギリスにおいて、戦後、高等教育や成人教育が一気に拡大するなか、そ

こで学ぶ多くの進歩的な学生たちは、これまでに描かれていた「歴史」には、自分たちが

属する階層の人間を含む弱者や少数者、あるいは被抑圧者や非特権者たちの姿が存在しな

いことに気づきはじめました。彼らが指摘するように、たとえば芸術史を例にとりますと、

伝統的にその学問が扱ってきたのは、限られた例外を除けば、ほとんどが「偉大なる男性

作家」であり、そこには、「普通の人びと」の芸術的行為も「女性芸術家」の作品も完全に

抜け落ちてしまっていたのでした。彼らはそこに着目して不満と批判の声を上げ、既存の

「歴史」の成立過程と記述内容に異議を申し立てました。 
続くフェミニスト・アプローチの第二段階に入ると、両性の不公平さへの感情的なほと

ばしりは、冷静にも学問的作業の新たな道を開拓し、「普通の人びと」の芸術的行為や「女

性作家」の作品が再発掘され、「歴史」のなかに再配置されてゆくようになりました。一九

八六年のマーシュさんの著作（訳書題『ウィリアム・モリスの妻と娘』）も、そうした文化

的、学問的状況のなかから誕生したといえます。そうした状況がさらに進展し、この分野

の学問がすでに次の新たな段階に入っているかどうかは勉強不足でよくわかりませんが、

私の個人的な実感としては、第二段階の「男性史」と「女性史」には、自ずと限界がある

ように感じてきました。といいますのも、「男性史」にあっては、ある種特別の調味料とし

て「女性」を登場させ、「女性史」にあっては、多くの場合いまだに攻撃の材料として「男

性」を登場させることが、ステレオタイプ化しているように感じられたからです。そこか

ら脱却するため、いまや私は、ふたつの性に同等の敬意を表し、男と女をひとつの組みと
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して対象化し、その歴史を記述することの必要性を感じています。それは、名称的には、

夫婦史、家族史、あるいは男女関係史ということになるのかもしれません。たとえば夫は

家庭にあって、妻や子ども、あるいは使用人に対してどのように接したのでしょうか。一

方妻は、どのような言動でもって周りの人間に対して振る舞ったのでしょうか。男女間に

あって相互に働くさまざまな力の存在を見定め、その諸力にかかわる変移や実質について、

思想的に、社会的に、そして文化的に実証分析することが重要なのではないでしょうか。

それぞれの時代の諸次元的制約を受けた過去の行動空間の構造と、そのなかで男女が織り

なす力学とが、順次再発見されてゆくことになれば、それを手掛かりにしながら、仕事や

家庭における真の両性の平等を今後再構築するうえで必要とされる新たな視点や原理のよ

うなものが萌芽するのではないかと、近年私は、このように考えるようになりました。そ

の観点に立って、身近な具体例を挙げるとするならば、「ウィリアム・モリス」や「ジェイ

ン・モリス」の個別研究の精緻化に止まらず、一方で「ウィリアム・モリスとジェイン・

モリスの夫婦／家族」のさらなる研究が今後重要になってきそうですし、「富本憲吉」や「富

本一枝」の単独研究の深化にもまして、他方で「富本憲吉と富本一枝の夫婦／家族」のい

っそうの研究が意味と価値を帯びてくるものと思われます。いずれにいたしましても、こ

れからの学術研究の動向に注意を払いたいと思います。 
（二〇一八年） 
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（１）高井陽・折井美那子『薊の花――富本一枝小伝』ドメス出版、1985 年、168 頁。 
（２）呉佩珍「『青鞜』同人をめぐるセクシュアリティー言説――一九一〇年代を中心に―

―」『立命館言語文化研究』28 巻 2 号、2016 年、56 頁。 
（３）平塚らいてう自伝『元始、女性は太陽であった②』大月書店、1992 年、27 頁を参

照。また、「ヨミダス歴史館」（読売新聞社のオンライン・記事データベース）で「尾竹紅

吉」を検索語として入力すると、現在、該当する記事は 18 件あり、そのなかで「紅吉」

にルビがつけられている記事は 14 件。ルビはいずれも「こうきち」となっている。ちな

みに、最も古い記事は、紅吉が青鞜社に在籍していたころの、1912（明治 45）年 7 月 10
日の「卒業後（十一）結婚と就職 女子美術學校」という見出しがつけられた記事で、「又

自ら少年と稱し『らいてう』の美少年と云はれ、頻りと鴻の巣の洋酒に浮れて可愛らしい氣

焔をあげる紅吉も一時、此校の寄宿舎にゐたが、窮屈さに我慢が出來ず遂に逃出したものだ

さうだ」のくだりがあり、そのなかの「紅吉」にも、「こうきち」とルビがふられている。 
（４）近年、性的少数者（LGBT）に関して、社会文化論的に、また教育実践論的に、そ

して医学的に関心が高まり、その適切な理解が進んでいる。それに伴い、多種多様な関連

する書籍が出版されてきた。以下は、あくまでもその一部にすぎないが、ある程度の全体

的な傾向は概観できるものと思われるので、参考までに、列挙しておくことにする。 
一般的な概説書ないしは入門書としては、『同性愛・多様なセクシュアリティ』（“人間と

性”教育研究所編、子ども未来社、2002 年初版）、『セクシュアルマイノリティ』（セクシ

ュアルマイノリティ教職員ネットワーク編著、明石書店、2003 年初版）、『トランスジェン

ダー宣言』（米沢泉美編著、社会批評社、2003 年初版）、『性同一性障害って何？』（野宮亜

紀ほか著、緑風出版、2011 年初版）、『LGBTQ を知っていますか？』（星野慎二ほか著、

少年写真新聞、2015 年初版）、『セクシュアルマイノリティ Q & A』（LGBT支援法律家
ネットワーク出版プロジェクト編著、弘文堂、2016 年初版）などがあり、また、歴史書を

幾つか挙げるとすれば、『レスビアンの歴史』（リリアン・フェダマン著、富岡明美・原美

奈子訳、筑摩書房、1996 年初版）、『性と権力関係の歴史』（歴史学研究会編、青木書店、

2004 年初版）、『同性愛の歴史』（ロバート・オールドリッチ編、田中英史・田口孝夫訳、

東洋書林、2009 年初版）、『同性愛をめぐる歴史と法』（三成三保編著、明石書店、2015
年初版）などがあり、さらには、博士論文をベースに書籍化されたものについては、『近代

日本における女同士の親密な関係』（赤枝香奈子著、角川学芸出版、2011 年初版）や『カ

ムアウトする親子――同性愛と家族の社会学』（三部倫子、お茶の水書房、2014 年初版）

などが認められる。一方、特殊なものとして、同性愛や異性装を禁じる聖書を巡っての解

説書として、『教会と同性愛』（アラン・A・ブラッシュ著、岸本和世訳、新教出版社、2001
年初版）を挙げることができる。 
 なお、トランスジェンダーに限っていえば、日本におけるそれへの関心は、一九八〇年

代ころから萌芽した足跡があり、医学書としては、小此木啓吾・及川卓「性別同一性障害」

『現代精神医学大系 第 8 巻《人格異常、性的異常》』（中山書店、1981 年初版）が、社

会文化論としては、『トランス・ジェンダーの文化』（渡辺恒夫著、勁草書房、1989 年初版）
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が出版されている。また、自分がトランスジェンダーであることをカミング・アウトした

主な書物として、『私はトランスジェンダー』（宮崎留美子著、ねおらいふ、2000 年初版）

と『ダブルハッピネス』（杉山文野著、講談社、2006 年初版）を挙げることができる。前

者の著者は、男性から女性へのトランスジェンダー（MTF）で、後者の著者は、女性から

男性へのトランスジェンダー（FTM）である。そして、日本で最初の公式な性別適合手術

（性別再判定手術）は、1998（平成 10）年に埼玉医科大学で行なわれた。 
（５）『婦女新聞』第 586 号、1911 年 8 月 11 日（金）、1 頁。（「婦女新聞 第 12 巻 明

治 44 年」、不二出版、1983 年 3 月 15 日／復刻版発行、265 頁。） 
（６）同『婦女新聞』、同頁。（同上、同頁。） 
（７）同『婦女新聞』、同頁。（同上、同頁。） 
（８）島中雄三は、当時『婦女新聞』の編集者として働いていたが、その後、社会運動家、

評論家として活躍。東京市議会議員も務める。弟が中央公論社の社長となる嶋中雄作で、

のちに一枝の夫となる富本憲吉は、在籍する中学校（雄作は畝傍中学、憲吉は郡山中学）

は異なっていたが、中学時代に雄作から『平民新聞』を貸し与えられて、それに連載され

ていた、堺利彦訳のウィリアム・モリスの「理想郷」を読み、モリスの社会主義思想と工

芸実践に興味を抱くようになる。中学卒業後は東京美術学校に入学し、在籍中に英国への

私費留学を果たし、ロンドンに地においてモリス研究に従事。そして帰国後、一枝と結婚

する。 
（９）『婦女新聞』第 587 号、1911 年 8 月 18 日（金）、4 頁。（「婦女新聞 第 12 巻 明

治 44 年」、不二出版、1983 年 3 月 15 日／復刻版発行、276 頁。） 
（１０）同『婦女新聞』、同頁。（同上、同頁。） 
（１１）同『婦女新聞』、同頁。（同上、同頁。） 
（１２）桑谷定逸「戰慄す可き女性間の顚倒性慾」『新公論』第 26 巻第 9 号、1911 年、

38 頁。 
（１３）同『新公論』、41 頁。 
（１４）田中祐吉「女性間の於ける同性の愛」『新婦人』第 1 年第 8 号、11 月之巻、1911
年、25-28 頁。 
（１５）尾竹親『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』東京出版センター、1968 年、247 頁。 
（１６）平塚らいてう『わたくしの歩いた道』新評論社、1955 年、121-124 頁。 
（１７）「編輯室より」『青鞜』第 2 巻第 6 号、1912 年 6 月、121-122 頁。 
（１８）尾竹紅吉「或る夜と、或る朝」『青鞜』第 2 巻第 6 号、1912 年 6 月、115-116 頁。 
（１９）「編輯室より」『青鞜』第 2 巻第 7 号、1912 年 7 月、110 頁。 
（２０）『宮本百合子全集 第六巻』新日本出版社、2001 年、298 頁。 
（２１）黒澤亜里子（編）『往復書簡 宮本百合子と湯浅芳子』翰林書房、2008 年、41 頁。 
（２２）吉永春子『紅子の夢』講談社、1991 年、13-14 頁。 
（２３）「東京觀（三二） 新らしがる女（三）」『東京日日新聞』、1912 年 10 月 27
日、日曜日。 
（２４）前掲『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、233 頁。 
（２５）「紅吉の畫が賣れる――三百圓で花魁身受の噂」『讀賣新聞』、1913 年 4 月 8
日、3 頁。そのあと、この記事は、こう続く。「所が幸運な事には、その畫は［出品され
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た巽畫会の］開會間も無く物好きな福島於菟吉氏が買取つたので、紅吉はホクホクもの、

サテ其の三百圓は何うなるかのかと云へば、今度紅吉が出す雜誌の保證金に充てるのださ

うだ、花魁身受なぞと評判を立てゝ置いて、蔭でペロリと舌を出す紅吉も女ながら人が悪

い」。 
（２６）内田魯庵「性慾研究の必要を論ず」『新公論』第 26 巻第 9 号、1911 年、6 頁。 
（２７）「女性間の同性戀愛――エリス――」『青鞜』第 4 巻第 4 号、1914 年 4 月、1 頁。 
（２８）らいてう「圓窓より」『青踏』第 2 巻第 8 号、1912 年 8 月、79 頁。 
（２９）同「圓窓より」『青踏』、80 頁。 
（３０）同「圓窓より」『青踏』、81-82 頁。 
（３１）同「圓窓より」『青踏』、82-83 頁。 
（３２）同「圓窓より」『青踏』、83-85 頁。 
（３３）同「圓窓より」『青踏』、87 頁。 
（３４）同「圓窓より」『青踏』、同頁。 
（３５）同「圓窓より」『青踏』、88 頁。 
（３６）同「圓窓より」『青踏』、同頁。 
（３７）同「圓窓より」『青踏』、89 頁。 
（３８）たとえば、らいてうと紅吉とが相思相愛の仲であったことを示す別の証拠として、

当時田村俊子（のちに佐藤姓）が書いた「逢つたあと」という詩があるが、そのなかの一

節でふたりの関係は、こう描写されている。「紅吉、おまいのからだは大きいね。／R と二

人逢つたとき、／どつちがどつちを抱き締めるの。／R がおまいを抱き締めるにしては、

／おまいのからだは、／あんまりかさばり過ぎてゐる。」この詩の全文は、「編輯室より」

『青鞜』（第 2 巻第 10 号、1912 年 10 月、135-136 頁）に掲載されている。 
（３９）前掲「女性間の同性戀愛――エリス――」『青鞜』、3 頁。 
（４０）前掲「女性間の同性戀愛――エリス――」『青鞜』、17 頁。 
（４１）前掲「女性間の同性戀愛――エリス――」『青鞜』、19 頁。 
（４２）前掲「女性間の同性戀愛――エリス――」『青鞜』、21 頁。 
（４３）尾竹一枝「C の競争者」『番紅花』第 1 巻第 3 号、1914 年 5 月、107 頁。 
（４４）尾竹一枝「自分の生活」『番紅花』第 1 巻第 1 号、1914 年 3 月、193-194 頁。 
（４５）同「自分の生活」『番紅花』、194 頁。 
（４６）同「自分の生活」『番紅花』、195 頁。 
（４７）同「自分の生活」『番紅花』、197 頁。 
（４８）同「自分の生活」『番紅花』、200 頁。 
（４９）同「自分の生活」『番紅花』、202 頁。 
（５０）同「自分の生活」『番紅花』、207 頁。 
（５１）山本茂雄「富本憲吉・青春の軌跡――出会い・求婚・結婚までの書簡集」『陶芸四

季』第 5 号、画文堂、1981 年、75 頁。 
（５２）「謎は解けたり紅吉女史の正體――新婚旅行の夢は如何に 若く美しき戀の犠牲者」

『淑女畫報』第 3 巻第 13 号、1914 年 12 月、32-39 頁。 
富本憲吉と尾竹一枝の結婚については、『讀賣新聞』（1914 年 10 月 23 日、5 頁）も、「婚

儀を舉ぐる 藝術家と才媛 花嫁は尾竹一枝嬢」の見出しでもって報じているが、その内
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容は、『淑女畫報』の「謎は解けたり紅吉女史の正體――新婚旅行の夢は如何に 若く美し

き戀の犠牲者」とは大きく異なっており、また文体も、敬語調の表現となっている。とり

わけ興味を引くのは、あれだけ世間を騒がせた、青鞜時代の「らいてうとの恋」も、「五色

の酒」や「吉原登楼」についても、いっさい触れられていないことである。「世の中の無責

任なる批評の爲め誤解を傳へられた事もありますが」という文言のなかに、それらのこと

が暗に含まれているのかもしれないが、いくら婚儀予告の報道とはいえ、あまりにも美辞

麗句が多用された記事になっているといわざるを得ないし、加えて、なぜ「青鞜」の二文

字も「新しい女」の四文字も、文面にその姿が現われないのか、疑問さえ残る。この記事

だけを読む限りでは、「青鞜の新しい女たる紅吉」は存在しなかったことになる。 
そして、さらにいうならば、一年半前の『讀賣新聞』（1913 年 4 月 8 日、3 頁）は、「紅

吉の畫が賣れる――三百圓で花魁身受の噂」という見出し記事で、「所が幸運な事には、

その畫は［出品された巽畫会の］開會間も無く物好きな福島於菟吉氏が買取つたので、紅

吉はホクホクもの、サテ其の三百圓は何うなるかのかと云へば、今度紅吉が出す雜誌の保

證金に充てるのださうだ、花魁身受なぞと評判を立てゝ置いて、蔭でペロリと舌を出す紅

吉も女ながら人が悪い」と書いていた。読み比べてみるとすぐにわかるように、同じ新聞

社の記事であるにもかかわらず、「紅吉」を取り扱う記述の調子において、このふたつの

記事には大きな落差が見受けられるのである。なぜなのであろうか。このように、この記

事には多くの不自然さがつきまとう。しかしながら、その理由までは実証できず、現時点

では憶測するしかない。この記事の全文は、以下のとおりである。 
「日本畫家として兄弟三人揃つて聲名を馳せらるゝ尾竹氏一家の長兄越堂氏の令嬢で一

枝樣は圖案及び工藝美術を以て知られたる富本憲吉氏と婚約成り。來る廿七日華燭の典を

舉げ午後五時より築地精養軒にて披露の宴を開き、直樣北陸へ向けて新婚旅行をなさるさ

うです。新婦の君は、两親が、昔流のこせこせした敎育法を避けて、大きい人間になれよ、

世に優れた才能を磨けよと勵まされて、身も心ものんびりと、自由に幸福に生い立たれ、

大阪夕陽ケ丘高等女學校卒業後東京の叔父君の許に繪を學ぶ傍、紅吉と云ふ雅號を以て興

味の赴くまゝ筆を執り、或は自ら雜誌を起されました。世の中の無責任なる批評の爲め誤

解を傳へられた事もありますが、よく識れる人々は、いずれも無邪氣で、眞直な其性質を

賞めて居ります 新郎は大和の人、曾て歐洲に遊んで歸朝後、獨創の製作や意見を屡々世

に現し、理解ある人々から前途に多くの望みを囑さるゝ青年藝術家です 两氏を識る友人

達は、何れもこの實質ある眞面目なる、世にも似合はしい結婚を稱へ、斯くして結ばれた

同伴者が、互に勵まし、慰めあつて、尊き事業を成されんことを待ち望んで居られます。」 
その一方において、この雑誌記事（「謎は解けたり紅吉女史の正體――新婚旅行の夢は如

何に 若く美しき戀の犠牲者」『淑女畫報』第 3 巻第 13 号、1914 年 12 月）の重要なとこ

ろは、憲吉と一枝の結婚式当日の写真が掲載されていることである。平塚らいてうは、自

伝のなかで、「やがて紅吉は富本憲吉氏と大正三年一一
マ マ

月電光石火的な早さで結婚してしま

いました。習俗に殉じたようなその振袖、高島田姿の写真に、私はあきれるだけでなく、

紅吉にかけた期待が大きかっただけ、失望をさらに新たにしました」（平塚らいてう自伝『元

始、女性は太陽であった②』大月書店、1992 年、125 頁）と、書いている。らいてうが見

た紅吉（一枝）の「習俗に殉じたようなその振袖、高島田姿の写真」とは、間違いなく、

この記事のなかに見出される図版写真（目次の表題は「問題の婦人尾竹紅吉女史の花嫁姿」）
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のことなのではないだろうか。この写真を見たらいてうは、「失望をさらに新たにしました」

と吐露しているが、おそらくは、旧来の婚姻制度を踏襲した結婚の形式だっただけではな

く、さらには、婚礼に際して伝統的に花嫁が用いる衣装や容姿だったことのなかに、紅吉

（一枝）の別の本性を新たに見出し、そのことに起因してらいてうは、こうした発話をし

ているのであろう。というのも、らいてう自身、この年（一九一四年）の『青鞜』二月号

掲載の「獨立するに就いて兩親に」のなかで、「私は現行の結婚制度に不満足な以上、そん

な制度に從ひ、そんな法律によつて是認して貰ふやうな結婚はしたくないのです。私は夫

だの妻だのといふ名だけにでもたまらない程の反感を有つて居ります……戀愛のある男女

が一つ家に住むといふことほど當前のことはなく、ふたりの間にさえ極められてあれば形

式的な結婚などはどうでもかまふまいと思ひます」（らいてう「獨立するに就いて兩親に」

『青鞜』第 4 巻第 2 号、1914 年、115 頁）と書き、奥村博との共同生活を宣言していたか

らである。 
この写真は、らいてうをして驚きと失望へと導いた。確かに、青鞜のなかにあって自由

奔放に振る舞った「新しい女」という一側面と、育った家庭から受け継いだ習俗に殉じる

「旧い女」という一側面との、紅吉（一枝）固有の二面性を象徴しているように読める。

この相対する両極性が、さらには境界なき分割されたセクシュアリティーと複雑にも絡み

合って、結婚後の一枝の闇のごとき底知れぬ悲痛を形成してゆくのである。 
（５３）前掲「富本憲吉・青春の軌跡――出会い・求婚・結婚までの書簡集」『陶芸四季』、

74 頁。 
（５４）富本一枝「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』第 2 巻、1917 年 1 月号、70
頁。 
（５５）同「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』、71 頁。 
（５６）同「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』、同頁。 
（５７）同「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』、72 頁。 
（５８）同「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』、同頁。 
（５９）取材のために自宅にやってきた『新潮』の青年（記者）が、「それで貴方は、貴方

自分を世間の云ふ『新しい女』と自認して居ますか」と問うと、それに答えて尾竹紅吉（一

枝）は、こういっている。「いゝえ、――世間で云ふ新しい女と云ふものは、よく分りませ

んけれども、不眞面目と云ふ意味が含まれて居るやうですね［。］私は不眞面目と云ふこと

は大嫌ひです。私は寧ろ、世間で言はれて居るやうな『新しい女』と云ふものが實際にあ

るならば、『新しい女』を罵倒して遣り度く思ひます。『新しい』『舊い』と云ふことは意味

の分らない事ですけれども、舊い新しいの意味が、昔の女と今の女と云ふのなれば、私は

昔の女が好きで且つそれを尊敬し、自分も昔の多くの傑れた女の樣になりたいと思つて居

ます。そして、私自身はどちらかと云ふと昔の女で、私の感情なり、行為なりは、道徳や、

習慣に多く支配されて居る事を感じます。」（「謂ゆる新しき女との対話――尾竹紅吉と一青

年」『新潮』、1913 年 1 月、107 頁。） 
（６０）以下は、中野重治の富本一枝評である。「富本一枝さんはむかし青鞜社の一員だっ

た。それは知っていたが、眼の前に見る一枝さんには一向『青鞜』らしいところがなかっ

た。……『新しい女』どころではない。『古い日本の女』がそこにいた。『古い日本の女』

は物のくれ方によく出ていた。……［祖師谷の家を］二度目か三度目かに訪ねた時そこに
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皿が一枚出ていた。……とにかく私がほめた。……それが好もしいという意味のことを普

通にひと口いったのに過ぎなかった。しかし帰りに、靴をはいている私に彼女が紙にくる

んでその皿を押しつけた。押しつけたというのは、拒否できない何気なさでそれを私に受

取らせてしまったとういうことだった。」（中野重治「富本一枝さんの死」『展望』第 96 号、

1966 年、101-102 頁。） 
（６１）たとえば、次の引用は、これについての一枝の記憶の一例である。「考えてみます

と、結婚します時、私の母は、母が結婚の時に母の母から貰って来た先祖伝来の九寸五分

の短刀を私に渡して、“帰りたくなれば、これで死ね”と言いました。私はその母のことば

を忘れることが出来なかったようです。“ごはんは三膳たべてはいけない。おつゆは一杯だ

けにしなさい”母はそうも教えました。」（富本一枝「青鞜前後の私」、松島栄一編『女性の

歴史』（講座女性５）、三一書房、1958 年、177 頁。） 
（６２）前掲「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』、74 頁。 
（６３）同「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』、63 頁。 
（６４）同「結婚する前と結婚してから」『婦人公論』、76 頁。 
（６５）富本一枝「海の砂」『解放』第 1 巻第 7 号、1919 年 12 月号、31 頁。 
（６６）羽太鋭治・澤田順次郎『變態性慾論』春陽堂（1915 年初版）、1916 年（4 版）、

346 頁。 

（６７）富本一枝「私たちの小さな學校に就て 1. 母親の欲ふ教育」『婦人之友』第 18
巻、1924 年 8 月、28 頁。 
（６８）澤田順次郎『神秘なる同性愛 下巻』（性的叢書第四編）天下堂書房、1920 年、

182 頁。 
（６９）同『神秘なる同性愛 下巻』、195-196 頁。 
（７０）富本憲吉「美を念とする陶器」『女性日本人』第 1 巻第 2 号、1920 年、50 頁。 
（７１）富本一枝「子供と私」『婦人之友』1 月号、1921 年、55 頁。 
（７２）富本一枝「子供を讃美する」『婦人之友』5 月号、1921 年、170 頁。 
（７３）富本一枝「安堵村日記」『婦人之友』第 15 巻 6 月号、1921 年、164 頁。 
（７４）同「安堵村日記」『婦人之友』、168 頁。 
（７５）富本一枝「母親の手紙」『女性』12 月号、1922 年、142 頁。 
（７６）同「母親の手紙」『女性』、143-144 頁。 
（７７）同「母親の手紙」『女性』、149 頁。 
（７８）同「母親の手紙」『女性』、152-153 頁。 
（７９）同「母親の手紙」『女性』、154 頁。 
（８０）南八枝子『洋画家南薫造 交友関係の研究』杉並けやき出版、2011 年、56 頁。 
（８１）中江泰子・井上美子『私たちの成城物語』河出書房新社、1996 年、42 頁。 
（８２）同『私たちの成城物語』、41 頁。 
（８３）富本一枝「安堵村日記」『婦人之友』第 15 巻 6 月号、1921 年、159 頁。 
（８４）羽田野朱美「回想・富本憲吉――陶工と出会った人々（2）」、富本憲吉研究会会

誌『あざみ』第 6 号、1998 年、112 頁。 
（８５）やまさき・さとし「村山籌子解説」『日本児童文学大系 第二六巻』ほるぷ出版、

1978 年、565 頁。 
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（８６）石垣綾子『我が愛 流れと足跡』新潮社、1982 年、7 頁。 
（８７）同『我が愛 流れと足跡』、7-8 頁。 
（８８）同『我が愛 流れと足跡』、8 頁。 
（８９）同『我が愛 流れと足跡』、同頁。 
（９０）同『我が愛 流れと足跡』、同頁。 
（９１）丸岡秀子『いのちと命のあいだに』筑摩書房、1984 年、27-28 頁。 
（９２）丸岡秀子『ひとすじの道 第三部』偕成社、1983 年、108-116 頁。 
（９３）同『ひとすじの道 第三部』、132 頁。 
（９４）同『ひとすじの道 第三部』、同頁。 
（９５）同『ひとすじの道 第三部』、133 頁。 
（９６）富本一枝「私たちの小さな學校に就て 1. 母親の欲ふ教育」『婦人之友』第 18
巻、1924 年 8 月、32 頁。 
（９７）小林信「私たちの小さな學校に就て 2. 稚い人達のお友達となつて」『婦人之友』

第 18 巻、1924 年 8 月、33 頁。 
（９８）同「私たちの小さな學校に就て 2. 稚い人達のお友達となつて」『婦人之友』、同

頁。 
（９９）同「私たちの小さな學校に就て 2. 稚い人達のお友達となつて」『婦人之友』、同

頁。 
（１００）前掲『ひとすじの道 第三部』、134-135 頁。 
（１０１）富本一枝「東京に住む」『婦人之友』第 21 巻 1927 年 1 月号、112 頁。 
（１０２）同「東京に住む」『婦人之友』、108 頁。 
一方、夫である憲吉は、東京移住の理由について、晩年の一九六二（昭和三七）年に執

筆した『日本経済新聞』の「私の履歴書」のなかで、こう述べている。「大和の一隅でロク

ロを引き、画筆をにぎる私の仕事も、だんだんと世間に認められ、生活には別段、不便を

感じることもなかった。しかし、そのころ、東京へ出て仕事をしたい気持ちが日ごとに強

くなった。東都の新鮮な気風にふれることは、かねてからのやみがたい念願であり、また

陶芸一本で生涯を過ごす覚悟も、ようやく固まってきたのである。かくして大正十五年［一

九二六年］の秋、十年余親しんだ大和の窯を離れ、東京郊外、千歳村（現在の世田谷区祖

師谷）に居を移した。」（『私の履歴書』〈文化人 6〉日本経済新聞社、1983 年、210 頁。［初

出は、1962 年 2 月に『日本経済新聞』に掲載。］） 
（１０３）同「東京に住む」『婦人之友』、109 頁。 
（１０４）同「東京に住む」『婦人之友』、同頁。 
（１０５）同「東京に住む」『婦人之友』、111 頁。 
（１０６）同「東京に住む」『婦人之友』、同頁。 
（１０７）同「東京に住む」『婦人之友』、同頁。 
（１０８）国立国会図書館デジタルコレクション（国立国会図書館／図書館送信限定）「旧

新約聖書」大正三年一月八日發行、發行者／米國人 ケー・イー・アウレル、發行所／米

國聖書協會、「新約聖書」二百十六頁。 
たとえば、この箇所は、現代にあってはこう訳されている。「26 このことのゆえに、神

は彼らを恥ずべき情欲へと引き渡された。実際、彼らのうちの女性たちは、自然な［性的］
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交わりを自然に反するものに変え、27 同様に男性たちも、女性との自然な［性的］交わり

を捨てて、互いに対する渇望を燃やしたのである。［そして］男性たちは彼ら同士で見苦し

いことを行ない、彼らの迷いのしかるべき報いを、己のうちに受けたのである。」（『新約聖

書』（新約聖書翻訳委員会訳）岩波書店、2004 年、628 頁。） 
一枝が、もしこのような意味に理解していたのであれば、この段階で一枝は、自分の性

的指向を、「恥ずべき情欲」であり「自然に反するもの」であり「見苦しいこと」であり、

「迷いのしかるべき報い」を受けるべき大きな罪であるとして認識したものと思われる。 
（１０９）同「旧新約聖書」、「舊約聖書」二百八十二頁。 
この箇所の現代語訳の一例はこうなる。「5 女が男の着物を身にまとうことがあってはな

らない。男が女の着物を着ることがあってはならない。これらのことを行なう者はすべて、

あなたの神ヤハウェが忌み嫌うものであるからである。」（〈旧約聖書Ⅲ〉『民数記 申命記』

山我哲雄・鈴木佳秀訳、岩波書店、2001 年、349 頁。） 
このとき一枝は、聖書の言葉を通じて、異性装が「忌み嫌うべき服装」であることに気

づいたものと思われる。 
（１１０）前掲「東京に住む」『婦人之友』、111-112 頁。 
（１１１）同「東京に住む」『婦人之友』、110 頁。 
（１１２）同「東京に住む」『婦人之友』、112 頁。 
（１１３）もっとも、当時の『讀賣新聞』（1925 年 9 月 29 日、7 頁）は、砧村の成城学園

滞在のために富本一枝がふたりの娘（陽と陶）を連れて上京したことをとらえて、「よき母

＝尾竹紅吉さん 愛嬢を連れて上京 奈良の山奥から 昔忘れぬ都に憧れて」という見出

しのもとに記事にしているが、それを読む限りでは、そうした緊迫した状況は、いっさい

伝わってこない。むしろ、平穏安寧な大和での暮らしぶりが強調されている。 
この『讀賣新聞』の記事は、一枝への聞き取りによって、おおかたの内容が構成されて

いる。そのなかで一枝は、以下のように語っている。「そこは富本の故郷で百五十戸許りの

村です［。］私は富本と二人の子供と一緒に村はづれの窯業場で小さい生活を致して居りま

す……私共の生活は富本の考へから至極簡易で、ホンの日常生活の道具しか揃つておりま

せん［。］それでも實家から全く補助を仰がず、自分達で勞働し自分達で生計を立てゝ行く

という風にして居りますから本當に生活らしい生活をして居るやうな氣が致します、子供

がある樣になつてからは育児や家事に追はれ、ろくろく勉強も出來ませんが、夜分は十時

頃から一時頃までも讀書にふける事があります［。］これ迄はトルストイ物が好きでしたが、

近頃はピーター、クロポトキンやアルツイバーセフの物などが好きになりました、もツと

讀んで研究を積みたいと思ひます。」 
このように一枝は、夫の実家に頼ることなく倹約に励み、簡素で質実な生活のなかにあ

って、昼間は家事や育児に明け暮れ、夜には進んで自ら読書に親しむ、まさに良妻賢母の

見本のような日々を安堵村で過ごしているように語っている。事実、ある見方からすれば、

そうであったかもしれない。しかしこれは、『讀賣新聞』の記者という他者に向って語って

いるのではない。一枝の語りがはじまる前に、こうした一文があるからである。「用事があ

つて駒澤の村端の宏壮な邸宅を構へてゐる實兄の越堂畫伯のお宅へ伺つた［。］當の紅吉を

訪ふと質素な木綿の絣に束ね髪―歯切れのよい口調で……」。ここから、一枝の語りがはじ

まるのである。つまり一枝の聞き手役になっているのは、越堂（一枝の父）を実兄にもつ
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尾竹竹坡か尾竹國觀のいずれかなのである。そうであるならば、この聞き取り記事は、身

内による自作自演の記事だったということになる。「小さな学校」から教師が消え、安堵村

での生活が破綻し、転地を迫れている状況にありながら、そのことにはいっさい触れない

どころか、逆に、それとは反対の、実に平和で誠実な生活の様子を語って記事をつくり、

『讀賣新聞』をして掲載させたのは、なぜなのだろうか。そうせざるを得ないところまで

追いつめられていたと考えるのが、自然であろう。 
 以上のようなことを念頭に置いて、改めて、『讀賣新聞』（1914 年 10 月 23 日、5 頁）

の「婚儀を舉ぐる 藝術家と才媛 花嫁は尾竹一枝嬢」の見出し記事を読み返してみると、

これもまた、社内の記者が書いた記事ではなく、身内による自作自演の記事だったのでは

ないかという疑念がわく。というのも、四日後に迫った婚礼の儀を予告するというかたち

をとりながら、「青鞜の新しい女たる紅吉」の過去が実にうまく消されてしまっているから

である。それと同じように、この「よき母＝尾竹紅吉さん 愛嬢を連れて上京 奈良の山

奥から 昔忘れぬ都に憧れて」の見出し記事においては、近日中に起こることになる東京

移転にかかわって、その移転理由の詮索から世間の目を封じ込めようとする気持ちが働い

ていた可能性がある。つまり、こうした内容の記事を新聞に掲載する意図は、平安な大和

での生活ではあったが、そうしたりっぱな生活を打ち捨ててでも、娘たちによりよい教育

を受けさせるために、憧れの東京へ再びもどることにした「よき母＝尾竹紅吉さん」とい

うイメージを、事の起こる前に、先行して読者のあいだに定着させることだったのではな

いだろうか。妄想であり邪推にすぎるとの批判を受けるかもしれないが、それでも、そう

推断せざるを得ない。なぜならば、この記事の内容と、東京移転の真の理由とが、どうし

ても結び付かないからである。この記事が掲載されておよそ半月が過ぎた一〇月の半ば、

住み慣れた安堵村を離れて、富本憲吉一家は、東京の新天地へ向けて出立する。その第一

義的な理由が、子どもの教育にあったのではないことは、本文での詳述のとおりであった。 
 なお、「よき母＝尾竹紅吉さん 愛嬢を連れて上京 奈良の山奥から 昔忘れぬ都に憧れ

て」の本文記事の末尾には、次のような訂正文が続いている。「訂正 昨紙掲載の子供を二

人連れた婦人の寫眞は本稿尾竹紅吉さん事富本一枝さん母子の寫眞を組違へたのです。尚

ほ昨紙『農村にも革命の波が』云々の記事は本稿の續き記事です［。］訂正しておきます。」 
確かに、前日の『讀賣新聞』朝刊の七頁を開くと、「農村にも革命の波が――美しいのは

――東京の婦人」という見出しの記事と、陽と陶と一枝の三人の親子が写った写真とが、

掲載されている。陽も陶も、ともにおかっぱの髪形をし、着ているワンピースもお揃いで

ある。この時期の貴重な画像といえる。 
（１１４）前掲「東京に住む」『婦人之友』、同頁。 
（１１５）平塚らいてう自伝『元始、女性は太陽であった③』大月書店、1992 年、261 頁。 
（１１６）前掲『私たちの成城物語』、61 頁。 
（１１７）同『私たちの成城物語』、62 頁。 
（１１８）同『私たちの成城物語』、72 頁。 
（１１９）神近市子『神近市子自伝――わが愛わが闘い』講談社、1972 年、213 頁。 
（１２０）同『神近市子自伝――わが愛わが闘い』、214 頁。 
（１２１）東京移住後の一枝の執筆活動を概観する場合、一枝が思想関連の嫌疑で代々木

署に検挙されるのが、一九三三（昭和八）年八月五日であることからして、この日までを
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もって前半とし、この日から、一九三九（昭和一四）年一月一日（『婦人公論』掲載の「第

一線をゆく女性 青鞜社」（写真）と「探偵になりそこねた話」）までを後半として二分割

することが適切であろうと考えられる。検挙を挟んで、幾分執筆内容に変化が認められる

からである。それ以降、アジア・太平洋戦争の終結まで、一枝の執筆は途切れる。 
以下は、東京移住後の前半における一枝の執筆活動のおおよその全体像である。 
一枝が『女人藝術』にために書いた文や座談会の収録記事に、「七月抄」（第一巻第三号、

一九二八年九月号）、座談会「女人藝術一年間批判會」（第二巻第六号、一九二九年六月号）、

「夜明けに吸はれた煙草――一九二九年の夢」（第二巻第七号、一九二九年七月号）、「平塚

雷鳥氏の肖像――らいてう論の序に代へて」（第二巻第八号、一九二九年八月号）、「鼠色の

廃館――長崎風景の一つ」（第三巻第四号、一九三〇年四月号）、「女人藝術よ、後れたる前

衛になるな」（第四巻第七号、一九三一年七月号）、および、座談会「母として目覺めらな

ければならない時相」（第五巻第一号、一九三二年一月号）などがある。『女人藝術』は、

一九三二（昭和七）年の六月号をもって廃刊となった。 
『火の鳥』もまた、一枝にとってこの時期の発表の場であった。この雑誌は、『女人藝術』

の創刊から三箇月遅れて一九二八（昭和三）年一〇月に、同じく女性のための文芸誌とし

て、渡邊とめ子（筆名は竹島きみ子）によって誕生した。廃刊は、『女人藝術』が一九三二

（昭和七）年六月であるのに対して、『火の鳥』は、それより一年以上のちの一九三三（昭

和八）年一〇月であった。『女人藝術』には、にぎやかで、華やいだ側面があったが、それ

に比べれば、『火の鳥』は、落ち着いた、地味な編集に特徴があり、度重なる発禁が原因と

なって廃刊に追い込まれたと伝えられている。このふたつの雑誌は、刊行された期間や女

流文筆家への門戸の開放といった点で共通しており、その意味で競合誌という関係にあっ

た。一枝は、そうしいた双方の雑誌の性格を踏まえたうえで執筆したのであろうか、うま

く書き分けているようにも見受けられる。この『火の鳥』に掲載された一枝の文は、「光永

寺門前――長崎風景の一つ」（第二巻第四号、一九三〇年四月号）、「米を量る」（第三巻第

九号、一九三〇年九月号）、および「哀れな男」（第五巻第四号、一九三一年四月号）の三

編である。 
『婦人公論』は、東京移住以前からの一枝の主たる発表雑誌のひとつであった。この時

期の一枝は、この雑誌に「洋服の布地は自由に選びたい」（一六六号、一九二九年六月）と

「共同炊事に就いて」（一八三号、一九三〇年一一月）を書いている。 
また、『婦人画報』に目を向けると、一枝が関係した座談会形式の記事が三点掲載されて

いる。そのうちの最初のふたつが、この時期のもので、「今と昔の先端婦人」（三二六号、

一九三二年八月号）と「尾崎行雄先生に話を聽く」（三三八号、一九三三年八月号）が該当

する。 
一方、こうした雑誌とは別に、一枝は、『東京朝日新聞』において書評を書き、「女性の

ための批判」というコラムも担当した。書評としては、一九三三（昭和八）年三月二五日

に、河崎なつ著の『新女性讀本』（文藝春秋社）をとり上げている。「女性のための批判」

というコラムには、同年の続く五月八日に「轉落の資格 毒煙と三井と三菱と」を、五月

一五日に「心を打たれた二つの悲惨事」を、五月二二日に「膽のすわり 犯罪にも明朗性」

を、五月二九日に「生活苦諸相 生きるための罪々」を、そして六月五日に最後となる「男

爵夫人 馬鹿さを持つ女性」を書いた。 
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以上が、一九二八（昭和三）年（『女人藝術』掲載の「七月抄」）から一九三三（昭和八）

年（『婦人画報』掲載の「尾崎行雄先生に話を聽く」）までの、東京移住後の前半における

約五年間の一枝の執筆活動の主だった内容である。 
（１２２）前掲『元始、女性は太陽であった③』、303-305 頁。 
（１２３）同『元始、女性は太陽であった③』、305-306 頁。 
（１２４）前掲「東京觀（三二） 新らしがる女（三）」『東京日日新聞』。 
（１２５）帯刀貞代「富本一枝さんのこと」『新婦人しんぶん』、1966 年 10 月 6 日、3 頁。 
また、帯刀の『ある遍歴の自叙伝』（草土文化、一九八〇年）にも、働く女性の解放運動

を支援する一枝の姿の一端が描かれている。 
（１２６）蔵原惟人「富本憲吉さんのこと」『文化評論』8、1963 - NO. 21、57 頁。 
 蔵原は、こうしたことも回想している。「富本さんは戦後、日本芸術院会員、東京美術学

校教授を辞任して、郷里である奈良県安堵村の旧宅に帰り、京都で陶業に従っていたが、

そのあいだ京都府委員会の同志を通じて、わが共産党の活動にも協力して下さっていた」

（57 頁）。また、次のことも明かしている。「当時は非合法の共産党員をかくまったという

だけで、治安維持法違反の罪にとらわれる時代だった。それから一年たって私が検挙され

た時、私はその間にとまって歩いた住居についてきびしく追及された。……すでに『調書』

の一部を勝手につくりあげて、私にその承認を強要した。そのなかには富本憲吉宅の名も

あがっていた。党の中央部にいて党を裏切った男がそのことを売ったのである。私は頑強

に抵抗し、そこから富本さんの名前を消さなければ、今後ともいっさい取調べに応じない

と頑張った。警察ででっちあげられ、検察庁におくられた私についての簡単な『調書』か

ら富本さんの名は除かれていた」（59-60 頁）。 
（１２７）同「富本憲吉さんのこと」『文化評論』、58 頁。 
（１２８）『週刊婦女新聞』、1933 年 8 月 13 日、2 頁。 
 なお、『讀賣新聞』は、この件について、「富本一枝女史 検舉さる 某方面に資金提供」

の見出しをつけて、すでに次のように報じていた。「澁谷區代々木山谷町一三一國畫會員と

してわが國工藝美術界の巨匠（陶器藝術）富本憲吉氏の夫人で評論家の富本一枝女史（四

一）は去る五日夕刻長野懸軽井澤の避暑地から歸宅したところを代々木署に連行そのまゝ

留置され警視廰特高課野中警部補の取調べをうけてゐる、さきごろ起訴された湯淺芳子女

史の指導によつて、某方面に百圓と富本氏制作の陶器を與へたことが暴露したものである、

女史は青鞜社時代からの婦人運動家で女人藝術同人として犀利な筆を揮つたことがあり、

最近では湯淺女史らと共にソヴエート友の會に關係左翼への關心を昂めてゐた」（『讀賣新

聞』、1933 年 8 月 9 日夕刊、2 頁）。 
 一週間後には、「富本一枝女史 書類だけで送局」の見出しで続報。その一部は、次の

とおりである。「すべてを認めたうへ従來の行動一切の清算を誓約したので十五日起訴留

保意見を付して治安維持法違反として書類のみ送局となつた」（『讀賣新聞』、1933 年 8
月 16 日夕刊、2 頁）。 
 そして、さらにその三日後、『讀賣新聞』は、「富本女史の令嬢も検舉」の見出し記事を

掲載した。以下はその全文である。「某方面に資金を提供して代々木署に留置されてゐた女

流評論家富本一枝（四一）女史は既報の如く轉向を誓つたので起訴留保となり十八日朝夫

君憲吉氏の出迎へをうけて釋放されたがこんどは愛嬢で文化學院高等部二年生陽子（一九）
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さんが皮肉にも母親が歸宅する前日十七日朝突如澁谷區代々木山谷町一三一の自宅から

代々木署に検舉、警視廰特高課から出張した野中警部補の取調べを受けてゐる 陽子さん

は日本女子大學を中途退學して二年前文化學院に入學したもので、地下深くもぐつて左翼

運動に關係してゐることが判明したゝめで 母親の一枝女史とは何等關係がない、特高課

では母親と一緒に検舉する筈であつたが同家には子供が多く女手を一度に失ひ家事に差支

へるので一枝女史の釋放が決定するまで検舉を差しひかへてゐたものである」（『讀賣新聞』、

1933 年 8 月 19 日夕刊、2 頁）。 
（１２９）尾形明子「富本一枝と『女人藝術』の時代」『彷書月刊』2 月号（通巻 185 号）、

弘隆社、2001 年、17-18 頁。 
（１３０）以下は、東京移住後の後半における一枝の執筆活動のおおよその全体像である。 
『婦人画報』に掲載された、一枝に関連する座談会形式の三点の記事のうち、残りのも

う一点が、「女性の敎育と職業と結婚の問題を中心に 家族會議」（三五七号、一九三四年

一一月号）である。これはあくまでも座談会の収録記事であり、富本一枝の筆名で雑誌等

に掲載されるのは、検挙からおよそ一年と四箇月が経過した一九三四（昭和九）年一二月

の『婦人文藝』に掲載された「『父親の鼻』の辨解」（第一巻第六号）が、その最初となる

ものであった。『婦人文藝』は、神近市子の手によって創刊された雑誌であった。一枝は、

この雑誌のために原稿を執筆しただけでなく、同誌が主催する座談会にも出席している。

そのなかの主なものとして「福田晴子さん」（一九三五年一一月号）と「時事批判座談會」

（一九三六年一一月号）を挙げることができよう。 
一九三五（昭和一〇）年八月二八日の『讀賣新聞』を見ると、「女の立場から」という欄

を創設する旨の社告が掲載されている。それによると、「朝刊婦人面に『女の立場から』な

る題下に、女性ならでは説き盡し得ぬ鋭利にして繊細な社會批評と豊富な識見による女性

のための時事解説とを九月二日付の紙面より連日掲載することゝした」とあり、執筆者と

して、岡本かの子（月）、山川菊榮（火）、野上彌生（水）、富本一枝（木）、神近市子（金）、

茅野雅子（土）が紹介されている。一枝はこの欄に、計一九回、寄稿している。タイトル

と掲載日は次のとおりである。「非レビユー的な話題」（九月五日）、「歴史の齒車」（九月一

二日）、「喧嘩の考察」（九月一九日）、「妙な負債」（九月二六日）、「日本の地圖」（一〇月三

日）、「富める牝鶏」（一〇月一〇日）、「空間の物質」（一〇月一七日）、「精霊」（一〇月二五

日）、「狼と子羊」（一一月一日）、「花束のない花嫁」（一一月八日）、「一本のナイフ」（一一

月一六日）、「媒酌婦人の日記」（一一月二三日）、「風の力」（一一月三〇日）、「罠」（一二月

七日）、「明朗な階段」（一二月二一日）、「子供の讀物」（一二月二八日）、「稗と糠の飯」（一

九三六年一月六日）、「靴下の穴」（一月一三日）、「生ける屍」（一月二八日）。 
『婦人公論』も、一枝にとって重要な発表誌であった。『婦人公論』を発行する当時の中

央公論社の社長が嶋中雄作で、在籍していた中学は異なるものの、雄作と憲吉はすでに中

学生のころに面識があった。雄作が早稲田大学に、憲吉が東京美術学校に入学する以前の

話である。一枝が目立って『婦人公論』や『中央公論』に寄稿するのは、そうした憲吉と

雄作の中学時代からの間柄があったことに由来していたのかもしれない。 
『婦人公論』に掲載された一枝の文および写真は、次の九点にのぼる。「痛恨の民」（二

三四号、一九三五年二月）、「家を嫌ふ娘を語る座談會」（二三七号、一九三五年五月）、「働

く婦人と離婚の問題」（二四七号、一九三六年三月）、「私の好きな時間 佐藤俊子さんと富
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本一枝さん」（写真）（二五八号、一九三七年二月）、「原節子の印象」（二六〇号、一九三七

年四月）、「私の顔」（写真と文）（二六一号、一九三七年五月）、「明日の若木――娘から孫

へ」（二七八号、一九三八年九月）、そして、最後が「第一線をゆく女性 青鞜社」（写真）

と「探偵になりそこねた話」（ともに、二八二号、一九三九年一月）である。 
一九三六（昭和一一）年には、『中央公論』に「宇野千代の印象」（二月号）を、そして

『麵麭』に「仲町貞子の作品と印象 手紙」（第五巻第二号、二月号）を寄稿する。この『麵

麭』、そして一九三七（昭和一二）年の『新女苑』と一九三八（昭和一三）年の『文體』は、

一枝にとってこの時期の新たな発表誌であった。一枝は一九三七（昭和一二）年の『新女

苑』に「親の態度に就て」（第一巻第三号、三月号）と「鏡」（第一巻第一二号、一二月号）

を書いているし、翌年の一九三八（昭和一三）年には、『文體』において、「猫兒（夢）」（第

一巻第一号、一一月号）と「少年の日記」（第一巻第二号、一二月号）を世に問うている。

その一方で、書籍に所収されたものとして、同じくこの年（一九三八年）の一一月に双雅

房より発刊された『新装 きもの随筆』に、一枝の「春と化粧」を読むことができる。 
以上が、一九三三（昭和八）年八月五日に検挙されて以降、一九三九（昭和一四）年一

月一日の『婦人公論』に掲載された「第一線をゆく女性 青鞜社」（写真）および「探偵に

なりそこねた話」までの、一枝の東京移住後の後半部分にかかわる執筆活動の概略である。 
（１３１）「女性の敎育と職業と結婚の問題を中心に 家族會議」『婦人画報』第 357 号、

1934 年 11 月号、80 頁。 
（１３２）同「女性の敎育と職業と結婚の問題を中心に 家族會議」『婦人画報』、88 頁。 
（１３３）富本陽子「明日」『行動』第 3 巻第 3 号、1935 年、240-241 頁。 
（１３４）「母親発見 今は古き母親の道 かけ離れた两親 父、富本憲吉 母、富本一

枝 富本陽子」『讀賣新聞』、1935 年 12 月 1 日、9 頁。 
（１３５）「働く婦人と離婚の問題」『婦人公論』第 21 巻第 3 号、1936 年 3 月号、216
頁。 
（１３６）同「働く婦人と離婚の問題」『婦人公論』、同頁。 
（１３７）同「働く婦人と離婚の問題」『婦人公論』、同頁。 
（１３８）同「働く婦人と離婚の問題」『婦人公論』、同頁。 
（１３９）富本一枝「福田晴子さん」『婦人文藝』第 2 巻第 11 号、1935 年 11 月号、144
頁。 
（１４０）富本一枝「宇野千代の印象」『中央公論』1936 年 2 月号、202 頁。 
（１４１）富本一枝「仲町貞子の作品と印象 手紙」『麵麭』第 5 巻第 2 号、1936 年 2
月号、82 頁。 
（１４２）富本一枝「原節子の印象」『婦人公論』第 22 巻第 4 号、1937 年 4 月号、296
頁。 
（１４３）富本一枝「私の顔」『婦人公論』第 22 巻第 5 号、1937 年 5 月号、219 頁。 
（１４４）富本一枝「伊藤白蓮氏に」『婦人公論』64 号、1921 年 4 月号、70 頁。  
（１４５）富本一枝「春と化粧」『新装 きもの随筆』双雅房、1938 年、279 頁。 
（１４６）尾形明子『「女人芸術」の世界――長谷川時雨とその周辺』ドメス出版、1980
年、136 頁。 
（１４７）前掲『神近市子自伝――わが愛わが闘い』、224 頁。 
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（１４８）同『神近市子自伝――わが愛わが闘い』、同頁。 
（１４９）高野芳子『わが青春・深尾須磨子』無限、1976 年、15 頁。 
（１５０）同『わが青春・深尾須磨子』、36 頁。 
（１５１）同『わが青春・深尾須磨子』、49 頁。 
（１５２）同『わが青春・深尾須磨子』、50-51 頁。 
（１５３）同『わが青春・深尾須磨子』、51 頁。 
（１５４）「同棲愛の家庭訪問」『婦人公論』第 15 巻第 5 号、1930 年 5 月号、18 頁。 
（１５５）前掲『わが青春・深尾須磨子』、52 頁。 
（１５６）同『わが青春・深尾須磨子』、46 頁。 
（１５７）同『わが青春・深尾須磨子』、52 頁。 
（１５８）同『わが青春・深尾須磨子』、同頁。 
（１５９）大谷藤子「失われた風景」『學鐙』第 60 巻第 12 号、1963 年 12 月号、42 頁。 
（１６０）同「失われた風景」『學鐙』、44 頁。 
（１６１）辻井喬『終りなき祝祭』新潮社、1996 年、7 頁。 
（１６２）同『終りなき祝祭』、同頁。 
（１６３）同『終りなき祝祭』、200-202 頁。 
（１６４）同『終りなき祝祭』、19 頁。 
（１６５）中村汀女『汀女自画像』日本図書センター、1997 年、92 頁。 
（１６６）前掲「失われた風景」『學鐙』、42-43 頁。 
（１６７）同「失われた風景」『學鐙』、43-44 頁。 
（１６８）神近市子「雑誌『青鞜』のころ」『文學』第 33 巻第 11 号、1965 年 11 月、64-65
頁。 
（１６９）前掲『「女人芸術」の世界――長谷川時雨とその周辺』、134 頁。 
（１７０）『私の履歴書』（文化人 6）日本経済新聞社、1983 年、223-224 頁。［初出は、

1962 年 2 月に『日本経済新聞』に掲載。］ 
（１７１）井手文子「華麗なる余白・富本一枝の生涯」『婦人公論』第 54 巻第 9 号、1969
年 9 月、346 頁。 
（１７２）海藤隆吉「祖師ヶ谷の家」『富本憲吉のデザイン空間』（展覧会図録）、松下電工

汐留ミュージアム編集、2006 年、6 頁。 
（１７３）富本憲吉「繪と詩」『馬酔木』第 27 巻第 1 号、1948 年、ノンブルなし。 
（１７４）前掲『神近市子自伝――わが愛わが闘い』、242 頁。 
（１７５）前掲『汀女自画像』、93 頁。 
（１７６）同『汀女自画像』、102 頁。 
（１７７）富本一枝「後記」『風花』創刊号、風花書房、1947 年、44 頁。 
（１７８）富本岱助「祖母 富本一枝の追憶」『いしゅたる』第 12 号、1991 年 1 月、16
頁。 
（１７９）同「祖母 富本一枝の追憶」『いしゅたる』、同頁。 
（１８０）近藤富枝『相聞 文学者たちの愛の軌跡』中央公論社、1982 年、175 頁。初出

誌は、「誄歌」『婦人公論』昭和 54 年 12 月臨時増刊号。 
（１８１）前掲『「女人芸術」の世界――長谷川時雨とその周辺』、134 頁。 
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（１８２）『毎日新聞』（大阪）、1949 年 10 月 25 日、2 頁 
（１８３）同『毎日新聞』、同頁。 
（１８４）同『毎日新聞』、同頁。 
（１８５）同『毎日新聞』、同頁。 
（１８６）前掲『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、251-252 頁。 
（１８７）神近市子「このひとびと③ 富本一枝 相見しは夢なりけり」『総評』、1967
年 10 月 20 日、4 頁。 
（１８８）神近市子「朋友富本一枝」『在家佛教』第 234 号、1973 年 9 月、54 頁。 
（１８９）前掲『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、264 頁。 
（１９０）前掲『薊の花――富本一枝小伝』、192 頁。 
（１９１）富本一枝「村の保育所」『暮しの手帖』第 16 号、1952 年 6 月、36 頁。 
（１９２）同「村の保育所」『暮しの手帖』、41 頁。 
（１９３）富本一枝「春未だ遠く」『暮しの手帖』第 19 号、1953 年 3 月、143 頁。 
（１９４）「まないた」『婦人民主新聞』、1966 年 10 月 2 日、1 頁。 
（１９５）松島栄一「あとがき」、松島栄一編『女性の歴史』（講座女性５）、三一書房、

1958 年、199 頁。 
（１９６）座談会「婦人運動・今と昔――この半世紀の苦難の歩み――」『朝日ジャーナ

ル』第 3 巻第 36 号、1961 年、67 頁。 
（１９７）同座談会「婦人運動・今と昔――この半世紀の苦難の歩み――」『朝日ジャー

ナル』、76 頁。 
（１９８）同座談会「婦人運動・今と昔――この半世紀の苦難の歩み――」『朝日ジャー

ナル』、77 頁。 
（１９９）前掲「華麗なる余白・富本一枝の生涯」『婦人公論』、346 頁。 
（２００）井手文子『青鞜 元始女性は太陽であった』弘文堂、1961 年、1 頁。 
（２０１）同『青鞜 元始女性は太陽であった』、4 頁。 
（２０２）前掲『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、247 頁。 
（２０３）同『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、255 頁。 
（２０４）高井陽「アザミの花――母（富本一枝）、父（富本憲吉）の断片」、高井陽・折

井美那子『薊の花――富本一枝小伝』ドメス出版、1985 年、5 頁。 
（２０５）同「アザミの花――母（富本一枝）、父（富本憲吉）の断片」、高井陽・折井美

那子『薊の花――富本一枝小伝』、6 頁。 
（２０６）同「アザミの花――母（富本一枝）、父（富本憲吉）の断片」、高井陽・折井美

那子『薊の花――富本一枝小伝』、7-8 頁。 
（２０７）同「アザミの花――母（富本一枝）、父（富本憲吉）の断片」、高井陽・折井美

那子『薊の花――富本一枝小伝』、8 頁。 
（２０８）同「アザミの花――母（富本一枝）、父（富本憲吉）の断片」、高井陽・折井美

那子『薊の花――富本一枝小伝』、同頁。 
（２０９）平塚らいてう自伝『元始、女性は太陽であった④』大月書店、1992 年、311-312
頁。 
（２１０）同『元始、女性は太陽であった④』、312 頁。 



著作集１１『研究余録――富本一枝の人間像』 
第一編 富本一枝という生き方――性的少数者としての悲痛を宿す 
注 

117 
 

（２１１）『朝日新聞』が報じた富本憲吉死亡に関する記事は、次のとおりである。『朝日

新聞』、1963 年 6 月 9 日（夕刊）、11 頁。『朝日新聞』、1963 年 6 月 10 日（夕刊）、7 頁。

『朝日新聞』、1963 年 6 月 14 日（朝刊）、15 頁。および『朝日新聞』、1963 年 6 月 14 日

（夕刊）、6 頁。 
（２１２）辻本勇『近代の陶工・富本憲吉』双樹社、1999 年、196-197 頁。 
（２１３）富本一枝「母の像 今日を悔いなく」、日本子どもを守る会編集『子どものしあ

わせ』第 121 号、草土文化、1966 年 6 月号、3 頁。 
しかし、心配をかけたことに対して母にわびる気持ちは、これが最初ではない。という

のも、一枝は、こうした自覚ももっていたからである。「『新しい女』で母をずいぶん困ら

せ、母は私のために肩身の狭い思いをしました」（富本一枝「青鞜前後の私」、松島栄一編

『女性の歴史』（講座女性５）、三一書房、1958 年、178 頁）。結婚に際して伝統的な婚礼

衣装を着用したのも、わびる気持ちの裏返しだったのかもしれない。そうであれば一枝は、

物心がついて以来、生涯を通じて心のなかで母にわびていたことになる。その内実が、母

の思いに反して「新しい女」のごとくに生きたことに対してなのか、あるいはその表裏を

なす、母の教えを満たす女に徹しきれずに生きてしまったことに対してなのか、それはよ

くわからない。あるいは、こうした自分の表層の「生」についてというよりも、むしろ、

他人に語れない自己の深層の「性」にかかわって、母に心配をかけ、困らせたことを最晩

年の一枝はわびているのかもしれない。しかしそれについても、現時点においては、実証

するにふさわしい証拠を見出すことはできない。さらにいえば、一枝の母親が、娘の特異

な「性」についてどう思っていたのか、それを示す資料も、見たところ残されていないよ

うである。 
一方、最後まで一枝は、性自認（ジェンダー・アイデンティティー）に関して明確に「カ

ミング・アウト」することはなかった。しかしながら、「母の像 今日を悔いなく」執筆

の五年前に、すでに一枝は、心の性からの離脱現象（逆にいえば、体の性への帰着現象）

とも受け止められるような発言をしている。一九六一（昭和三六）年九月号の『婦人界展

望』は、「“青鞜”発刊五十周年」と題して、らいてうと一枝の対談を載せた。見開き二

頁のごく短いものではあったが、そのなかで司会者が、紅吉という当時のペンネームに言

及すると、それに対して一枝は、「そう、私は、いまでもそうですけど紅いいろが好きな

のです」（「“青鞜”発刊五十周年」『婦人界展望』第 85 号、1961 年 9 月号、8 頁）と

応じ、さらに、当時の服装について話題が向けられると、「私はかすりが好きでしたので

着ていたのです。それに日本婦人がズロースをつけるようになつたのはずつとあとのこと

でしよう。画をかく私には、はかまはどうしても必要だつたのです」（同「“青鞜”発刊

五十周年」『婦人界展望』、9 頁）と、返答している。性別表現に関連するペンネームや

服装にかかわって、ここでの一枝の応答は、明らかに身体的性の範囲から発せられている。

心の性を表現していると思われる、「紅吉」の「吉」という男性性を連想させる文字につ

いても、袴にマント、そして印籠に駒下駄という男性性を強調する装いについても、決し

て触れられることはなかった。こうした、一見すれば心の性からの離脱現象ではないかと

考えられる過去への修正的再解釈が、「心配をかけたことに対して母にわびる気持ち」の

切実なる現われだったのかどうかは、これも資料に乏しくここで容易に判断することはで

きない。しかしその後、絶筆のエッセイの筆名に「紅吉」ではなく「紅」の一字を用いて
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いることや、また別の箇所では紅吉を「こうきち」ではなく「べによし」と読ませようと

していることから判断すると、最晩年において一枝が、青鞜時代の自身の性別表現にかか

わって、意識的に修正的再解釈を行なおうとしたことは、ほぼ間違いないことであろう。 
（２１４）同「母の像 今日を悔いなく」、日本子どもを守る会編集『子どものしあわせ』、

同頁。 
（２１５）前掲『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、233 頁。 
（２１６）同『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、233-234 頁。 
（２１７）同『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、234 頁。 
（２１８）同『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、233 頁。 
（２１９）同『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、同頁。 
（２２０）同『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、263 頁。 
（２２１）尾竹紅吉「歸へつてから」『青鞜』第 2 巻第 10 号、1912 年 10 月、131 頁。 
（２２２）富本一枝「青鞜前後の私」、松島栄一編『女性の歴史』（講座女性５）、三一書房、

1958 年、178 頁。 
（２２３）「謂ゆる新しき女との対話――尾竹紅吉と一青年」『新潮』、1913 年 1 月、107
頁。 
（２２４）前掲「青鞜前後の私」、松島栄一編『女性の歴史』、同頁。 
（２２５）前掲『元始、女性は太陽であった③』、298-299 頁。 
（２２６）同『元始、女性は太陽であった③』、300 頁。 
（２２７）前掲「雑誌『青鞜』のころ」『文學』、68-69 頁。 
さらに神近市子は、『神近市子自伝――わが愛わが闘い』のなかで、次のようなことを回

想している。神近の東京日日新聞への入社のきっかけをつくったのは紅吉（富本一枝）の

紹介によるものであった。結婚生活の場を安堵村に移すため紅吉が東京を立つ少し前のこ

とだったのではないかと思われるが、神近が回想するところによると、「私をたずねて尾

竹紅吉の使いという人があらわれた。手紙をあけてみると、東京日日新聞（いまの毎日新

聞）で婦人記者をさがしているから、立候補してみないかと書いてあった。入社の希望が

あるなら、履歴書を持って新聞社に小野賢一郎氏をたずねてみろということであった」（神

近市子『神近市子自伝――わが愛わが闘い』講談社、1972 年、122 頁）。紅吉は青鞜社の

社員のころから小野とは面識があった。そうしたこともうまく作用して、以前からジャー

ナリズムに強い関心をもっていた神近は、希望どおりに入社が決まった。 
（２２８）前掲『ひとすじの道 第三部』、134-136 頁。 
 また丸岡秀子は、富本一枝について、次のようなことも回顧している。「ことに、子ど

もを愛することにおいては誰も及ばなかった。『お母さんが読んで聞かせるお話』（A・B
の両巻ともに一九七二年、暮しの手帖社刊）という単行本を残しているが、彼女のお通夜

の晩、近所の子どもたちが、次々に棺の前で泣いていた姿もまだわたしの記憶にある。そ

れもいいかげんなものではない。わたしの娘も息子も、幼いときに体が弱く、何度か重症

に陥ったことがあった。そんなとき、一枝さんは、青山の日本赤十字まで自分で出かけて、

医者を連れてこなければ納得できない、という真剣さも見せた。その態度に打たれた赤十

字の青柳先生のお手紙が、まだ大切に残っている。だから、彼女はわたしの十代の飢えに

ついても、深い配慮で見守ってくれた。“耐えること、耐えた瞬間はすでに過去です”と
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書き送ってくれた言葉に、わたしの人生はどれだけ支えられてきたことかわからない」 
（丸岡秀子『いのちと命のあいだに』筑摩書房、1984 年、31 頁）。 
（２２９）前掲「富本一枝さんのこと」『新婦人しんぶん』、同頁。 
（２３０）志村ふくみ「母との出会い・機織との出会い」、原ひろこ編『母たちの時代』駸々

堂、1980 年、25-26 頁。 
（２３１）同「母との出会い・機織との出会い」、原ひろこ編『母たちの時代』、同頁。 
（２３２）たとえば、書名の例として『青鞜の女・尾竹紅吉伝』（渡邊澄子著、不二出版、

2001 年）を挙げることができる。書名は限定的であるにもかかわらず、内容はそれから大

きく逸脱して、広く富本一枝の生涯が描かれている。また、特集のタイトルの例として「特

集◆新しい女・尾竹紅吉」（『彷書月刊』通巻 185 号、2001 年 2 月号、2-33 頁）を挙げる

ことができる。これの場合も、特集名と、所収されている各エッセイの内容とが、必ずし

も一致しているわけではなく、幾つもの齟齬が散見される。このふたつの事例が示すよう

に、これまでの研究にみられる「青鞜の女」あるいは「新しい女」という用語についてい

えば、その実体が、そしてその呼称に対する一枝本人の認識等が、一次資料に基づき十全

に検討も定義もなされないまま、一方的に一枝の身にまとわされてきた傾向にあったとい

える。同時に、もうひとつ特徴的なことは、その用語をラベリングすることにより、意識

的であったのか、無意識的であったのかはわからないが、富本一枝というひとりの女性の

全存在なり全生涯なりが、あたかもそうであったかのような印象を結果として醸し出して

しまったことであろう。 
（２３３）前掲「華麗なる余白・富本一枝の生涯」『婦人公論』、331 頁。 
（２３４）同「華麗なる余白・富本一枝の生涯」『婦人公論』、同頁。 
また一枝は、「“青鞜”発刊五十周年」と題して、らいてうと対談を行なった際には、

このようなことも語っている。「当時、青鞜へ書いていたものをいま読むと、汗が出ます。

若い一途なままをむきだして書いたのですね」（「“青鞜”発刊五十周年」『婦人界展望』

第 85 号、1961 年 9 月号、8 頁）。 
（２３５）「編輯室より」『青鞜』第 3 巻第 8 号、1913 年 8 月、195 頁。 
（２３６）前掲「母の像 今日を悔いなく」、日本子どもを守る会編集『子どものしあわせ』、

同頁。 
（２３７）前掲「華麗なる余白・富本一枝の生涯」『婦人公論』、331-332 頁。 
（２３８）ジャン・マーシュ『ウィリアム・モリスの妻と娘』中山修一・小野康男・吉村

健一訳、晶文社、1993 年、16 頁。［The original text is Jan Marsh, Jane and May Morris: 
A Biographical Story 1839-1938, Pandora Press, London, 1986.］ 
（２３９）同『ウィリアム・モリスの妻と娘』、17 頁。 
（２４０）同『ウィリアム・モリスの妻と娘』、同頁。 
（２４１）前掲『紅子の夢』、274-275 頁。 
（２４２）前掲『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』、217 頁。 
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ア行 
『朝日ジャーナル』 80 
『朝日新聞』（→『東京朝日新聞』） 83 
アジア・太平洋戦争 62, 63 
『馬酔木』 70 
安宅安五郎（一枝の妹の福美の夫） 11, 51 
安宅良子（安宅安五郎・福美の娘） 51 
「新しい女」 14, 19, 22, 23, 27, 60, 61, 80, 81, 84, 88, 89, 93, 94 
熱田優子 50, 56 
生田花世 46 
石垣綾子（旧姓田中） 34-36, 87, 92 
  『我が愛 流れの足跡』 34 
石田寿枝 74-77, 82 
板垣直子 46 
市川房枝 52, 65, 80 
井手文子 69, 80, 81, 93, 95, 100 
  「華麗なる余白・富本一枝の生涯」 69, 95 
  『青鞜 元始女性は太陽であった』 81, 82, 93, 100 
伊藤野枝 100 
伊藤白蓮 53, 54 
井上美子 45 
  『私たちの成城物語』（中江泰子と共著） 45 
今井邦子 52 
今村荒男 83 
岩波書店 79, 92 
ウィリアム・モリス・ギャラリー William Morris Gallery  98 
ウィリアム・モリス協会 William Morris Society  98 
内田魯庵 9, 15 
  「性慾研究の必要を論ず」 9, 15 
宇野千代 52-54 
エリス、ハヴロック Ellis, Havelock  15, 18, 19 
  「女性間の同性戀愛――エリス――」 15, 18-20, 25 
円地文子（旧姓上田） 46 
  「晩春騒夜」46 
大阪府立成人病センター 83 
大谷藤子 48, 50, 65-68, 71-74, 77 
  「失われた風景」 66 
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  「血縁」 65 
大田洋子 46 
尾形明子 50, 56, 74 
  『「女人芸術」の世界――長谷川時雨とその周辺』 56 
岡田禎子 46 
小川正矩 38 
荻野綾子 40, 64, 65 
奥むめお 52 
奥村博（平塚らいてうの夫、のちに博史に改名） 21, 22, 51, 68 
小山内薫 46 
尾竹うた（尾竹一枝の母） 11, 84, 94 
尾竹越堂（本名熊太郎、尾竹一枝の父） 11 
尾竹きく（尾竹竹坡の妻、尾竹親の母） 11 
尾竹倉松（雅号は國石、尾竹熊太郎の父、妻はイヨ） 11 
尾竹國観（本名亀吉、尾竹越堂の弟） 11, 58 
尾竹紅吉（本名一枝、尾竹越堂・うたの長女、のちに富本憲吉の妻）（→富本一枝） 4, 10-25, 

27, 28, 47, 48, 68, 71, 75, 81, 82, 85, 87-89, 92, 93, 95, 97, 99 
「悲しきうたい手」 24 
「歸へつてから」 87 
「五色の酒」 12, 14, 28, 88 
「最後の霊の梵鐘に」 11 
「自分の生活」 20, 21, 24, 25 
「太陽と壺」 11 
《陶器》 11 
「同性の恋」（あるいは「らいてうとの恋」） 14, 17-19, 28, 88 
《枇杷の實》 15 
「吉原登楼」（あるいは「吉原遊興」） 14, 28, 88, 100 
「夜の葡萄樹の蔭に」 24 
「私の命」 24 

尾竹貞子（尾竹越堂・うたの六女、夫は正躬） 11 
尾竹親（尾竹竹坡の息子） 76, 77, 82, 84, 85, 99, 100 
  『尾竹竹坡傳――その反骨と挫折』 76, 84, 85, 99 
尾竹竹坡（本名染吉、尾竹越堂の弟、妻はきく） 11, 58, 85, 100 
尾竹福美（尾竹越堂・うたの次女、のちに安宅安五郎の妻） 11, 51, 92 
尾竹三井（尾竹越堂・うたの三女、浅井呉竹・かとの養女、のちに野口謙次郎の妻） 11 
小野とよ（志村ふくみの実母） 92 
折井美耶子 4, 5, 78, 97, 99, 100 
  『薊の花――富本一枝小伝』（→高井陽） 4, 97, 99, 100 
 
カ行 
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偕成社 91 
海藤日出夫（富本陶の夫） 70 
『解放』 28, 37 
『輝ク』 50 
『風花』（風花書房を含む） 71-73 
金子しげり 65 
神近市子 46, 49, 63, 67, 68, 70, 71, 76, 77, 79, 86, 87, 90, 92, 95 
  「雑誌『青鞜』のころ」 90 
  「富本一枝 相見しは夢なりけり」 76 
  「朋友富本一枝」 76 
軽部清子 48, 65, 66 
川崎なつ 49 
  『新女性讀本』 49 
河盛好蔵 71 
  「何を讀むべきか」 71 
関東大震災 36, 38 
木田久 78 
京都市立美術大学 75 
久保田万太郎 72 
  『一に十二をかけるのと十二に一をかけるのと』 72 
熊本県立図書館 29 
『暮しの手帖』 71, 78, 84 
  「お母さまが読んできかせるお話」 78, 79, 84 
蔵原惟人 49, 92 
桑谷定逸 9 
  「戦慄す可き女性間の顚倒性慾」 9 
『行動』 51 
弘文堂 81 
国際民主婦人連盟 Women’s International Democratic Federation (WIDF)  79 
『國民新聞』 17 
コットン、ユージェニー Cotton, Eugénie  79 
『子どものしあわせ』 84 
呉佩珍 4, 5 
  「『青鞜』同人をめぐるセクシュアリティー言説――一九一〇年代を中心に」 4 
小林哥津 86 
小林多喜二 49 
小林信（のちに桑野信子） 38-41, 48 
  「2. 稚い人達のお友達となつて」 38, 40 
近藤富枝 73, 74 
  『相聞 文学者たちの愛の軌跡』 73 
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サ行 
西行法師 83 
サッポー Sappho  64 
佐藤俊子（田村俊子） 54 
澤田順次郎（→羽田鋭治） 26, 29 
  『神秘なる同性愛 下巻』 29, 32, 38 

『神秘なる同性愛 上巻』 29 
沢柳政太郎 45 
三一書房 79 
『三彩』 69 
島崎勉 97 
嶋中雄作 52 
島中雄三 8, 9 
志村ふくみ 90, 92, 95 
  「母との出会い・織機との出会い」 92 
自由学園（→羽仁もと子） 34, 49, 51, 90 
『週刊婦女新聞』 46, 49 
『淑女畫報』 21 
  「謎は解けたり紅吉女史の正體――新婚旅行の夢は如何に 若く美しき戀の犠牲者」 

21 
春陽堂 26 
松風栄一 74, 75 
女子美術学校 22, 75 
ショー、ジョージ・バーナード Shaw, George Bernard 96 
成城学園（成城小学校、成城女学校を含む） 43, 45, 51 
青鞜社（青鞜、青鞜運動、青鞜時代を含む） 4, 10-17, 19, 20, 27, 28, 34, 47-49, 60, 61, 75, 

79, 81, 82, 85, 93, 94, 99 
  『青鞜』 6, 10, 11, 15, 16, 19, 20, 25, 45, 46, 57, 71, 72, 79-82, 87, 93 
『世界』 79 
世界母親大会 79 
瀬戸海晴美（瀬戸内寂聴） 99 
  『美は乱調にあり』 99, 100 
 
タ行 
高井陽（富本憲吉・一枝の長女、成田穣と離婚後高井春彦と結婚）（→富本陽） 4, 5, 78, 97, 

99, 100 
  『薊の花――富本一枝小伝』（→折井美耶子） 4, 97, 99, 100 
高野芳子 63-65 
  『わが青春・深尾須磨子』 63 
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高群逸枝 47, 48 
巽画会 11 
帯刀貞代 48, 49, 79, 90-92, 95 
  『日本の婦人――婦人運動の発展をめぐって』 79, 92 
田中祐吉 9, 24 
  「女性間に於ける同性の愛」 9, 24 
『小さき泉』 73 
「小さな学校」 32, 38-40, 59 
『中央公論』 53, 65 
中條百合子（のちに宮本百合子）（→宮本百合子） 13, 40, 46 
辻井喬 66, 67, 97, 99 
  『終りなき祝祭』 66, 67, 97, 99 
辻本勇 83, 97 
  『近代の陶工・富本憲吉』 83, 97 
堤清二（→辻井喬） 66 
堤康次郎 66 
帝国芸術院 70 
陶淵明 69 
『東京朝日新聞』（→『朝日新聞』） 46, 49 
『東京日日新聞』 14 
東京美術学校（現在の東京芸術大学） 21, 33, 68, 70, 72, 76 
  「高山疎開」 72 
東洋英和 51 
富本一枝（富本憲吉の妻、旧姓尾竹、雅号は紅吉）（→尾竹紅吉） 4-6, 10, 11, 13-15, 20, 23-61, 

63-85, 87-101 
  「危ない街角」 84, 85 
  「哀れな男」 47 
  「安堵村日記」 31 

「1. 母親の欲ふ敎育」 38, 40 
  「伊藤白蓮氏に」 53, 54 
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『番紅花』 19, 20, 21, 24, 46, 57, 71, 72 

  「生活苦諸相 生きるための罪々」 49 
  「青鞜前後の私」 79, 81, 88, 89 
  「戦争とはいわずに」 84 
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66, 68-72, 74-77, 82, 83, 86, 90, 95, 97-99, 101 
「3. 生徒ふたりの敎室」 38, 40 
富本憲吉氏圖案事務所（→美術店田中屋） 23, 25 
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富本壮吉（富本憲吉・一枝の長男） 44-46, 66, 67, 70, 83, 86, 99 
富本岱助（富本陽・成田穰の息子） 65, 66, 72, 74 
  「祖母 富本一枝の追憶」 72 
富本陶（富本憲吉・一枝の次女） 30-34, 37-40, 43, 59, 70 
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61, 65, 70, 72, 82 
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「砧村に建てた私たちの家」 45 
自伝『元始、女性は太陽であった』 47 
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『婦人文藝』 53 
『婦人民主新聞』 84, 85 
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